
函館市上ୗ水道事業経営ビジョン㸦素案㸧࠙概要版ࠚ 

㸯 策定ࡢ趣旨 

ᮏ市ࡢ水道事業ࡣ，明治22ᖺ࡟横浜࡟次ࡂ日ᮏ࡛２番目ࡢ近代水道࡚ࡋ࡜給水ࢆ開始࡚ࡋ以来，市勢ࡢ発展࡟伴い現

在６࡛ࡲ次࡟わたࡿ拡張事業ࢆ実施ࡋ，良質࡞水ࡢ安定的࡞供給࡟努ࡋࡲࡁ࡚ࡵた。 

整ࡢ施設࡟伴い段階的࡟拡大ࡢ以来，事業計⏬区域࡚ࡋ開始ࢆけ事業ཷࢆ事業認可࡟昭和23ᖺ，ࡣた，ୗ水道事業ࡲ

備ࢆ進ࡵ，河川や海ࡢ࡝࡞水質保全や生活環境ࡢ向上࡟努ࡋࡲࡁ࡚ࡵた。 

現在，人口ࡢ減少࡟࡝࡞伴う水需要ࡢ減少，施設ࡢ老朽化や自然災害ࡿࡼ࡟影響࡝࡞，上ୗ水道事業ࡾྲྀࢆ巻ࡃ環境

ࣇライ࡞重要ࡿ支えࢆ市民生活や社会経済活動ࡣ上ୗ水道施設，ࡶい࡚࠾࡟状況࡞うࡼࡢこ，ࡀࡍࡲい࡚ࡋ変化ࡃࡁ大ࡣ

ライン࡛あࡿこࡽ࠿࡜，安全࣭安心࡞生活環境ࡢ維持࡟寄୚ࡿࡍたࡵ，こ࡛ࡲࢀ構築ࡁ࡚ࡋた上ୗ水道ࢫࢩテムࡢ機能ࢆ

次世代࡟引ࡁ⥅い࡛い࡞࠿けࡲࡾ࡞ࡤࢀせࢇ。 

ᮏビࢪョンࡣ，今後ࡢᮏ市࠾࡟けࡿ上ୗ水道事業ࡢ安定ࡋた事業経営ࡢたࡵ，水道࣭ୗ水道ࡢ目指ࡁ࡭ࡍ方向性ࢆ明

 。ࡍ࡛ࡢࡶࡿࡍ策定࡚ࡋ࡜指針ࡍ示ࢆ向けたྲྀ組࡟姿ࡢい上ୗ水道ࡋࡲ望，ࡋ࡟࠿ࡽ

 

㸰 函館市上ୗ水道事業経営ビジョンࡢ位置付け࡜計画期間 

 ᮏビࢪョンࡣ，国ࠕࡢ新水道ビࢪョン࣭ࠖࠕ新ୗ水道ビࢪョンࠖや，国ࡾࡼ࡟策定ࡀ求࡚ࢀࡽࡵいࠕࡿ経営戦略ࠖࡢ趣

旨ࢆ踏ࡲえ，ᮏ市ࡢ上఩計⏬࡛あࠕࡿ函館市総合計⏬ࠖࡢ࡜整合ࢆ図ࡾ策定࡛ࡢࡶࡿࡍ，計⏬期間ࡣᖹ成29ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成

38ᖺ度10ࡢ࡛ࡲᖺ間ࡢ計⏬ࡍࡲࡋ࡜。 

㸯 水道事業 

 ᮏ市ࡢ水道事業ࡣ，明治22ᖺ࡟日ᮏ࡛２番目ࡢ近代水道࡚ࡋ࡜給水ࢆ開始࡚ࡋ以来，人口ࡢ増加や市勢ࡢ拡大࡟伴い６

次࡟わたࡿ拡張事業ࢆ実施ࡋ現在࡟至࡚ࡗいࡲ。ࡍࡲた，ᖹ成16ᖺࡣ࡟市⏫村合併９ࡾࡼ࡟事業ࡢ簡易水道ࢆ引ࡂ⥅ࡁ，

ᖹ成27ᖺ度ᮎ࠾࡟けࡿ水道普及率࡚ࡗ࡞࡜％99.9ࡣいࡍࡲ。 

㸰 ୗ水道事業 

 ᮏ市ࡢୗ水道事業ࡣ，昭和23ᖺ࡟事業ࢆ開始ࡋ，当初ࡣᾐ水対策ࢆ重点࡟整備ࢆ進ࡋࡲࡁ࡚ࡵたࡀ，生活環境ࡢ改善や

公共用水域ࡢ水質保全ࡢたࡵ，昭和49ᖺ࡟南部ୗ水終ᮎ処理場，ᖹ成２ᖺ࡟函館湾浄化センタ࣮ࡢ運転ࢆ開始࡚ࡋいࡲ

戸井⏫特定環境保全公共ୗ，ࡾࡼ࡟市⏫村合併ࡢᖹ成16ᖺ，ࡵ進ࢆ伴い順次整備࡟拡大ࡢ増加や市勢ࡢ人口ࡶ後ࡢそ。ࡍ

水道ࢆ引ࡂ⥅ࡁ，ᖹ成27ᖺ度࠾࡟けࡿୗ水道普及率࡚ࡗ࡞࡜％90.2ࡣいࡍࡲ。 

㸯 函館市上ୗ水道事業経営ビジョンࡢ策定࡟あた࡚ࡗ 

㸰 函館市ࡢ上ୗ水道ࡘ࡟い࡚ 

㸱 上ୗ水道事業ࡢ現状࡜課題 

࠙水道・ୗ水道 有収水量ࡢ推移ࠚ ࠙水道・ୗ水道事業 累積財源残㢠ࡢ推移ࠚ 

㸯 経営ࡢ状況 

 水道࣭ୗ水道事業ࡢ有収水量ࡣ，人口ࡢ減少や節水器具ࡢ普及ࡾࡼ࡟࡝࡞近ᖺࡣ減少傾向࡟あࡀࡍࡲࡾ，組織機構ࡢ見

直ࡋや，業務ࡢ民間委託ࡢ࡝࡞公民連携ࡢ推進ࡿࡼ࡟経費ࡢ削減࡟加え，公的資金補償金免除繰上償還や資ᮏ費ᖹ準化債

࡚ࡋ維持ࢆ経営࡞健全，ࢀࡽ図ࡀ均衡ࡡࡴ࠾࠾ࡣ収支ࡢ水道࣭ୗ水道事業ࡢ近ᖺ，ࡾ図ࢆ健全化ࡢ経営ࡾࡼ࡟࡝࡞活用ࡢ

いࡍࡲ。 

㸰 上ୗ水道事業ࡢ状況 

 水道配水管ࡼ࠾び汚水管ࡘ࡟い࡚ࡣ，現在ࡰ࡯整備ࡀ完了ࡋ維持管理࡜更新事業ࡀ中心࡚ࡗ࡞࡜いࡲ。ࡍࡲた，

雨水管ࡘ࡟い࡚ࡣ，ᾐ水頻度ࡢ高い地域や道路ࡢ整備࡟併せ࡚整備ࢆ進࡚ࡵいࡍࡲ。  

 水道࣭ୗ水道ࡢ施設ࡣ，劣化状態࡟࡝࡞応࡚ࡌ計⏬的࡟更新ࢆ実施࡚ࡋいࡀࡍࡲ，高度経済成長期ࡢ急速࡞水需

要ࡢ増加࡟対応ࡿࡍた࡟ࡵ，上ୗ水道施設ࢆ拡張整備ࡁ࡚ࡋたこࡽ࠿࡜，今後ࡣ老朽化ࡿࡍ施設ࡢ増加ࡀ見込ࢀࡲ

 。ࡍࡲ

たࡢ機能維持ࡢテムࢫࢩ上ୗ水道ࡿけ࠾࡟災害時，ࡀࡍࡲい࡚ࡗ図ࢆ併せ࡚耐震化࡟更新ࡢ施設ࡣた，現在ࡲ 

 。ࡍࡲࡾあࡀ必要ࡿ図ࢆ耐震化ࡢ࡝࡞施設や管路ࡿ࡞࡜基幹，ࡵ

㸲 上ୗ水道事業ࡢ将来ࡢ事業環境 

㸳 上ୗ水道事業ࡢ目指ࡍもࡢ 

㸯 将来ࡢ外部環境 

 ᖹ成29～38ᖺ度࠾࡟い࡚ࡶ，人口減少や節水型機器ࡢ

普及ࡾࡼ࡟࡝࡞，水需要ࡣ減少傾向ࡃ⥆ࡀこࡀ࡜見込ࡲ

行࡚ࡋ減少ࡣ料金࣭使用料収入ࡢ水道࣭ୗ水道事業，ࢀ

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜ࡋ見通ࡃ

 水需要ࡀ減少ࡿࡍ見通࡚ࡗ࡞࡜ࡋいࡿこࡽ࠿࡜，今後

実施ࡿࡍ施設ࡢ更新࡟あたࡣ࡚ࡗ，将来ࡢ水需要࡟対応

 。ࡍࡲࡾ࡞࡜必要ࡀ更新ࡢた施設規模࡛ࡋ

࠙水道・ୗ水道有収水量ࡢ見通しࠚ 

㸯 基本理念 

 こࡶࡽ࠿ࢀ，安全࡛快適࡞市民生活࡟㈉献࡚ࡋいࡃた࡟ࡵ，健全࡞経営࡜ࡶࡢ施設ࡢ質的࡞向上ࢆ図ࡾ，上ୗ水

道ࡢ機能ࢆ次世代࡬引ࡁ⥅い࡛いࡃこࡀ࡜，上ୗ水道事業ࡢ目指ࡁ࡭ࡍ将来像࡜考え࡚いࡍࡲ。 

㸰 基本方針 

 基ᮏ理念ࡢ実現࡬向け，次ࡢࡘ４ࡢ基ᮏ方針ࢆ設定ࡋ，基ᮏ方針࡟࡜ࡈ施策目標ࢆ定ࡵ，そ࡟ࢀ向けたྲྀ組ࢆ実

施࡚ࡋいࡍࡲࡁ。 

 㸯 ࡽࡃしを支えࡿ上ୗ水道 

    安全࡛良質࡞水ࡢ安定供給や，汚水処理ࡿࡼ࡟快適࡞生活環境ࡢ確保࡟向けたྲྀ組ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 㸰 災害࡟強い上ୗ水道 

    地震や津波ࡢ࡝࡞災害࡟対࡚ࡋ強靱࡞ライࣇラインࢆ目指࡟ࡶ࡜࡜ࡍ，危機管理体制ࡢ強化ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 㸱 信頼さࡿࢀ事業運営 

 事業経営ࡢ効率化や，人や組織ࡢ活性化，情報発信ࡢ強化ྲྀࡢ࡝࡞組ࢆ進ࡵ，持⥆性ࡢあࡿ安定ࡋた経営

基盤ࢆ確立ࡍࡲࡋ。  

 㸲 環境対策ࡢ推進 

    再生可能エネルࡢ࣮ࢠ活用や，資源ࡢ有効利用ࡿࡼ࡟࡝࡞環境㈇荷ࡢప減ࡾྲྀ࡟組ࡍࡲࡳ。 

信頼࡛ࡽࡃしを支え，未来へࡄ࡞ࡘ水ࡢみち 

こࢀかࡢࡽ上ୗ水道事業ࡢ課題 

区分 取り組むべき課題
○安心द安定した水の確保
○水質管理体制の強化
○増加する老朽化施設への対策
○配水池容量の確保
○施設の耐震化ध災害対策
○水需要の減少प伴う施設規模の適正化
○貯水槽水道の衛生管理の徹底
○温泉の安定供給
○汚水管の整備
○水洗化の普及促進
○雨水管の整備
○増加する老朽化施設への対策
○施設の耐震化ध災害対策
○水需要の減少प伴う施設規模の適正化
○公共用水域の水質保全の取組の継続

経　営 ○料金・使用料収入の減少
環　境 ○効率的ऩ事業運営の継続

○環境負荷低減の取組

水　道

下水道



ᮏビࢪョンࡢ実現࡟向けた施策ࡢ実施࡟あた࡚ࡗ

行い，今後ࢆ進行管理ࡿࡼ࡟Ｐ㹂㹁Ａサイクル，ࡣ

たࡿࡍ対応࡟変化ࡢ環境ࡃ巻ࡾྲྀࢆ上ୗ水道事業ࡢ

 。ࡍࡲ行いࢆࡋ見直࡚ࡌ応࡟必要，࡟ࡵ

ࡢ施策，ࡣ࡚ࡗあた࡟ࡋ見直ࡢョンࢪた，ᮏビࡲ

進捗状況や評価ࡢ結果ࢆ࡝࡞函館市企業局経営懇話

会࡟報告ࡋ，そ࡟ࡽࢀ対ࡿࡍ意見ࢆ࡝࡞参考࡞ࡋ࡟

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡵ進ࢆࡋ見直，ࡽࡀ

㸶 ビジョンࡢ実現࡟向け࡚ 

㸵 安定した事業運営࡟向け࡚ 

 ࠙水道事業ࡢ経営ࡢ見通しࠚ 
࠙ୗ水道事業ࡢ経営ࡢ見通しࠚ 

࠙水道事業ࠚ 

水道料金収入ࡣ今後ࡶ減少ࡃ⥆ࡀ見込ࡀࡍ࡛ࡳ，投資ࡢᖹ準化や効率的࡞事業ࡢ運営࡟向けたྲྀ組ࢆ進ࡿࡵこ࡜

投࡞必要࡟ࡵたࡃい࡚ࡋ運営࡟的⥆⥅ࡾわた࡟将来ࢆ水道事業࡝࡞耐震化ࡢ更新や，基幹施設ࡢ老朽施設，ࡾࡼ࡟

資ࢆ行࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

企業債残高ࡣ，施設ࡢ更新や耐震化費用ࡢ増加ࡾࡼ࡟ᖹ成29ᖺ度ࡢ約180億෇ࡽ࠿ᖹ成38ᖺ度ࡣ࡟約230億෇࡟増

加ࡿࡍ見込ࡀࡍ࡛ࡳ，当ᖺ度累積㈈源残額ࡣᖹ成38ᖺ度࠾࡟い࡚約18億෇ࢆ確保ࡿࡍ見通࡚ࡗ࡞࡜ࡋいࡍࡲ。 

当ᖺ度㈈源過୙足額ࡣ，料金収入ࡢ減少ࡾࡼ࡟࡝࡞ᖹ成34ᖺ度以降赤字ࡃ⥆ࡀ見通ࡾ࡞࡜ࡋ，当ᖺ度累積㈈源残

額ࡀ減少傾向ࡿ࡞࡜こࡽ࠿࡜，水道事業ࡀ将来࡟わたࡾ持⥆可能ࡿ࡞࡜資金ࡢ確保࡟向けた料金体系࡟関ࡿࡍ調査

研究ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

࠙ୗ水道事業ࠚ 

 ୗ水道使用料収入ࡣ今後ࡶ減少ࡃ⥆ࡀ見込ࡀࡍ࡛ࡳ，投資ࡢᖹ準化や効率的࡞事業ࡢ運営࡟向けたྲྀ組ࢆ進ࡿࡵ

こࡾࡼ࡟࡜，老朽施設ࡢ更新，耐震化࡝࡞ୗ水道事業ࡢ⥅⥆的࡞運営࡟必要࡞整備ࢆ行࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

 こ࡛ࡲࢀ生活環境ࡢ改善࡜公共用水域ࡢ水質保全ࡢたࡵ，ᖹ成㸵ᖺ度࣮ࣆࢆク࡟汚水管ࡢ࡝࡞整備ࢆ集中的࡟

行ࡁ࡚ࡗたこࡽ࠿࡜，ᖹ成29ᖺ度ࡢ企業債残高ࡣ約541億෇ࡿ࡞࡜見込ࡀࡍ࡛ࡳ，事業量ࡢ減少や，企業債ࡢ償還ࡀ

進ࡴこࡽ࠿࡜，ᖹ成38ᖺ度ࡣ࡟約349億෇࡟減少ࡋ，当ᖺ度累積㈈源残額ࡣᖹ成38ᖺ度࠾࡟い࡚約20億෇ࢆ確保ࡿࡍ

見通࡚ࡗ࡞࡜ࡋいࡍࡲ。 

 当ᖺ度㈈源過୙足額ࡣ，ୗ水道使用料収入ࡢ減少ࡾࡼ࡟࡝࡞，ᖹ成36ᖺ度ࡣ࡛ࡲ赤字ࡃ⥆ࡀ見込࡛ࡀࡍ，ᖹ成37

ᖺ度以降ࡣ，企業債償還金ࡢ減少ࡾࡼ࡟࡝࡞黒字ࡿ࡞࡜見通࡛ࡋあࡿこࡽ࠿࡜，将来ࡢ更新需要や㈈政バラン࡞ࢫ

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ調査研究ࡢ料金体系࡞たうえ࡛，適正ࡋ見通ࢆ࡝

㸴 将来へ向けた目標࡜取組 

㸯 投資計画 

水道事業 

ୗ水道事業 

࠙水道事業ࠚ 

 水道事業ࡢ施設整備ࡢෆ容

，水源，浄水場，配水池，ࡣ

基幹管路ࡢ整備更新࠿࡯ࡢ，

配水池ࡢ耐震化，老朽配水管

計⏬期間，ࡾあ࡛࡝࡞更新ࡢ

10ᖺ間ࡢ投資額ࡢ合計ࡣ約

223億෇࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

࠙ୗ水道事業ࠚ 

 ୗ水道事業ࡢ施設整備ࡢෆ

容ࡣ，管渠，ポンプ場，処理

場ࡢ整備࠿࡯ࡢ，流域ୗ水道

࡝࡞㈇担金ࡿ係࡟施設整備ࡢ

࡛あࡾ，計⏬期間10ᖺ間ࡢ投

資額ࡢ合計ࡣ約 195億෇࡜

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞

㸰 経営ࡢ見通し 

࠙施設整備ࡿࡼ࡟主要࡞指標ࡢ推移ࠚ 

水道事業 ୗ水道事業 

「】年度 」8年度 「】年度 」8年度

実 績 見込み 実 績 見込み

浄水場耐震化率 15.6% 79.9% 処理人口普及率 90.2% 90.7%

配水池耐震化率 8.9% 48.8% 雨水整備率 58.9% 59.7%

基幹管路耐震適合率 54.9% 59.2% 非耐震管更新率 9.7% 26.8%

指 標 名指 標 名

㸦税込単位：百万෇㸧

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

200 530 1,920 2,275 649 453 427 323 580 819 8,176

841 1,109 1,069 1,341 1,047 1,056 1,085 1,305 1,041 1,066 10,960

55 103 50 38 100 86 134 282 439 79 1,366

20 20 21 21 21 21 21 21 21 21 208

19 16 66 18 16 23 15 17 17 17 224

198 144 154 153 130 126 108 103 122 135 1,373

1,333 1,922 3,280 3,846 1,963 1,765 1,790 2,051 2,220 2,137 22,307

簡易水道施設事業費

消火栓事業費

温泉事業費

そࡢ他固定資産取得費

合 計

区　　　分

建

設

改

良

費

原水及び浄水施設事業費

配水施設事業費

㸦税込単位：百万෇㸧

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

1,143 1,061 1,004 930 897 920 844 1,004 969 970 9,742

89 59 323 464 173 177 82 553 576 104 2,600

790 847 498 266 678 756 850 145 236 715 5,781

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

158 119 154 160 79 128 160 96 112 112 1,278

45 8 7 5 5 2 5 2 4 2 86

2,226 2,095 1,987 1,826 1,833 1,984 1,942 1,801 1,897 1,905 19,496合 計

区　　　分

建

設

改

良

費

管渠事業費

ポンプ場事業費

処理場事業費

特定環境事業費

流域ୗ水道事業費

そࡢ他固定資産取得費

㸦注㸧四捨五入ࡢ関係࡛，計࡜内訳ࡣ࡜必ࡎしも一致し࡞い。 
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第 1章 函館市上ୗ水道事業経営ビジョンࡢ策定࡟あた࡚ࡗ 

 

㸯 策定ࡢ趣旨 

ᮏ市ࡢ水道事業ࡣ，明治 22ᖺ࡟横浜࡟次ࡂ日ᮏ࡛２番目ࡢ近代水道࡚ࡋ࡜給水

良，ࡋ実施ࢆ拡張事業ࡿわた࡟６次࡛ࡲ伴い現在࡟発展ࡢ以来，市勢࡚ࡋ開始ࢆ

質࡞水ࡢ安定的࡞供給࡟努ࡋࡲࡁ࡚ࡵた。 

昭和，ࡣた，ୗ水道事業ࡲ 23ᖺ࡟事業認可ཷࢆけ事業ࢆ開始࡚ࡋ以来，事業計

⏬区域ࡢ拡大࡟伴い段階的࡟施設ࡢ整備ࢆ進ࡵ，河川や海ࡢ࡝࡞水質保全や生活

環境ࡢ向上࡟努ࡋࡲࡁ࡚ࡵた。 

現在，人口ࡢ減少࡟࡝࡞伴う水需要ࡢ減少，施設ࡢ老朽化や自然災害ࡿࡼ࡟影

響࡝࡞，上ୗ水道事業ࡾྲྀࢆ巻ࡃ環境ࡣ大ࡃࡁ変化࡚ࡋいࡀࡍࡲ，こࡼࡢう࡞状

況࠾࡟い࡚ࡶ，上ୗ水道施設ࡣ市民生活や社会経済活動ࢆ支えࡿ重要࡞ライࣇラ

イン

※

࡛あࡿこࡽ࠿࡜，安全࣭安心࡞生活環境ࡢ維持࡟寄୚ࡿࡍたࡵ，こ࡛ࡲࢀ構

築ࡁ࡚ࡋた上ୗ水道ࢫࢩテムࡢ機能ࢆ次世代࡟引ࡁ⥅い࡛い࡞࠿けࡲࡾ࡞ࡤࢀせ

 。ࢇ

ᮏビࢪョンࡣ，今後ࡢᮏ市࠾࡟けࡿ上ୗ水道事業ࡢ安定ࡋた事業経営ࡢたࡵ，

水道࣭ୗ水道ࡢ目指ࡁ࡭ࡍ方向性ࢆ明ࡋ࡟࠿ࡽ，望ࡋࡲい上ୗ水道ࡢ姿࡟向けた

ྲྀ組ࢆ示ࡍ指針࡚ࡋ࡜策定ࡍ࡛ࡢࡶࡿࡍ。 

 

㸰 上ୗ水道事業経営ビジョンࡢ位置付け 

 ᮏビࢪョンࡣ，国ࠕࡢ新水道ビࢪョン࣭ࠖࠕ新ୗ水道ビࢪョン やࠖ，国ࡾࡼ࡟策定

函館市ࠕࡿ上఩計⏬࡛あࡢえ，ᮏ市ࡲ踏ࢆ趣旨ࡢ経営戦略ࠖࠕࡿい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀ

総合計⏬ࠖࡢ࡜整合ࢆ図ࡾ策定࡛ࡢࡶࡿࡍ，今後ࡢ上ୗ水道事業࠾࡟けࡿ経営ࡢ

方針や施策ࡢ方向性ࢆ示ࡍ࡛ࡢࡶࡍ。 

 

   ࠙函館市上ୗ水道事業経営ビジョンࡢ位置付けࠚ 

 

㸱 計画期間 

 ᮏビࢪョンࡢ計⏬期間ࡣ，ᖹ成 29 ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成 38 ᖺ度ࡢ࡛ࡲ 10 ᖺ間ࡲࡋ࡜

 。ࡍ
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第 2章 函館市ࡢ上ୗ水道ࡘ࡟い࡚ 

 

㸯 水道事業ࡢ概要 

㸦㸯㸧水道事業ࡢこࢀま࡛ࡢ歩み 

函館市ࡣ，天然ࡢ良港࡟恵ࢀࡲ，᪩ࡽ࠿ࡃᮏᕞ࡜໭海道ࢆ結ぶ交通ࡢ要衝ࡋ࡜

࡚発展ࡋࡲࡁ࡚ࡋた。 

安政６(1859)ᖺࡢ日米修好通商条約ࡾࡼ࡟横浜，長崎࡟ࡶ࡜࡜開港ࡋ，そࡢ後

市勢ࡀ急速࡟発展ࡋࡲࡋたࡀ，当時ࡢ函館ࡣ水利ࡢ便ࡀ悪ࡃ，日常ࡢ飲料水ࡶ࡟

事Ḟࡁ，さࡣ࡟ࡽ度重ࡿ࡞大火や，コࣞラࡢ࡝࡞伝ᰁ病ࡾࡼ࡟多ࡢࡃ犠牲者ࢆ出

明治，ࡾࡲ高࡟間ࡢ市民ࡀ要望ࡢ水道創設，ࡵたࡢた。こࡋࡲい࡚ࡋ 21(1888)

ᖺ࡟水道創設事業࡟着手ࡋ，横浜࡟次ࡄ日ᮏ࡛２番目ࡢ近代水道࡚ࡋ࡜，翌

22(1889)ᖺ࡟完成ࡋࡲࡋた。 

そࡢ後，人口ࡢ増加や生活水準ࡢ向上，産業経済ࡢ発展ࡾࡼ࡟࡝࡞，水需要ࡀ

急⃭࡟増加ࡋたた６，ࡵ次࡟わたࡿ拡張事業ࢆ実施ࡋ，水源ࡢ確保や浄水場

※，

，

配水池

※

，配水ᮏ管

※

昭和，ࡵ進ࢆ整備ࡢ࡝࡞ 54(1979)ᖺ࡟完成ࡋた第６次拡張

事業ࡾࡼ࡟量的࡞安定期ࢆ迎えࡋࡲた。 

ᖹ成４(1992)ᖺ以降ࡣ，水道ᮍ普及地域ࡢ解消࡟向けた給水区域ࡢ拡張や，ᖹ

成 16(2004)ᖺࡢ戸井⏫，恵山⏫，椴法華村，南茅部⏫ࡢ࡜合併ࡾࡼ࡟引ࡁ⥅い

行い，ᖹ成ࢆ࡝࡞整備࣭更新ࡢ水道施設ࡿけ࠾࡟簡易水道ࡢ９事業ࡔ 27(2015)

ᖺ度ᮎ࠾࡟けࡿᮏ市ࡢ水道普及率ࡣ  。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜99.9％

 

࠙年表 函館市水道事業ࡢ主ࠚ࡜ࡈࡁ࡛࡞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᖺ号 西暦 䛷きご䛸 ᖺ号 西暦 䛷きご䛸

明治㻞㻞ᖺ 1889 水道創設䠄明治㻞㻝ᖺ～䠅 昭和㻢㻜ᖺ 1985 笹流䝎䝮改修䠄昭和㻡㻤ᖺ～䠅

元⏫中区配水池建設

ᖹ成㻠ᖺ 1992 給水区域拡張

明治㻞㻥ᖺ 1896 第䠍次拡張事業完成䠄明治㻞㻣ᖺ～䠅 㝕川・東山・鉄山・蛾眉㔝地区

元⏫高区配水池建設

ᖹ成㻝㻜ᖺ 1998 配水池増設䠄ᖹ成㻢ᖺ～䠅

大正㻝㻞ᖺ 1923 第䠎次拡張事業完成䠄大正㻢ᖺ～䠅 赤川高区第㻝，旭岡配水池増設

笹流䝎䝮，赤川ప区浄水場建設 㝕川配水池建設

給水区域拡張

昭和㻞㻠ᖺ 1949 第䠏次拡張事業完成䠄昭和㻝㻝ᖺ～䠅 豊原・鶴㔝・白石地区

防火水道建設

ᖹ成㻝㻢ᖺ 2004 ５市⏫村合併

昭和㻟㻤ᖺ 1963 第䠐次拡張事業完成䠄昭和㻞㻠ᖺ～䠅 䠕事業の簡易水道を引き継ぐ

中㔝䝎䝮䠄現新中㔝䝎䝮䠅建設

赤川高区浄水場建設 ᖹ成㻝㻥ᖺ 2007 大船浄水場ろ過池・配水池増設

赤川ప区浄水場増設

ᖹ成㻞㻟ᖺ 2011 日ノ浜浄水浄ろ過設備整備

昭和㻠㻣ᖺ 1972 第５次拡張事業完成䠄昭和㻠㻝ᖺ～䠅

松倉取水場建設 ᖹ成㻞㻢ᖺ 2014 温泉事業附帯事業化

赤川高区浄水場増設

ᖹ成㻞㻣ᖺ 2015 戸井浄水浄機械電気計装更新

昭和㻡㻠ᖺ 1979 第䠒次拡張事業完成䠄昭和㻠㻤ᖺ～䠅

汐Ἡ取水場建設 ᖹ成㻞㻤ᖺ 2016 赤川ప区浄水場㻞系緩速ろ過池更新䠄ᖹ成㻞㻠ᖺ～䠅

旭岡浄水場建設 椴法華浄水浄機械電気計装設備更新

ᑠ水力発電設備完成
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◆水道事業ࡢ体系 

 

 

 

計画給水人口ࡀ 101人以上ࡢ事業㸦函館地域㸧 

 

 事業㸦湯川地区㸧ࡿࡍ温泉を供給࡟や旅館等ࣝࢸ࣍                             

               (ᖹ成 26 年度かࡽ水道事業ࡢ附帯事業㸧 

               自ࡽ発電した電力を電力会社࡟卸売ࡿࡍ事業 

㸦ᖹ成 26年度かࡽ水道事業ࡢ附帯事業㸧 

 

           水道事業ࡢうち特࡟計画給水人口ࡀ 5,000人以ୗࡢ事業㸦東部地域㸧 

 

◆水道事業ࡢ整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館ࡢ水道 

水道事業 

簡易水道事業 

温泉事業 

売電事業 

行政区域内人口 266,773 人

給水区域内人口 266,763 人

給水人口 266,395 人

普及率 99.9 ％

計⏬給水区域面積 14,099 ha

実績給水区域面積 14,099 ha

計⏬䠍日最大給水㔞 125,500 ㎥㻛日

䠍日最大給水㔞 104,315 ㎥㻛日

䠍日ᖹ均給水㔞 92,500 ㎥㻛日

主䛺水道施設

笹流貯水池 576,000 ㎥

新中㔝貯水池※㻝 600,000 ㎥※㻞

取水施設䠄水源水㔞䠅 㻝㻢かᡤ 165,791 ㎥㻛日

浄水場䠄施設能力䠅 㻝㻟かᡤ 139,203 ㎥㻛日

配水池䠄容㔞䠅 㻞㻤かᡤ 73,833 ㎥

ᑟ水管 φ 㻤㻜㻜～㻡㻜㎜ 38 km

送水管 φ 㻢㻜㻜～㻣㻡㎜ 36 km

配水管 φ 㻝㻜㻜㻜～㻡㻜㎜ 1,263 km

※㻝　໭海道䛸の兼用工作物

※㻞　貯水㔞のうちୖ水道利用分

ᖹ成㻞㻣ᖺ度䠄ᖹ成㻞㻤ᖺ㻟月ᮎ現在䠅

貯水施設䠄貯水㔞䠅
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㸦㸰㸧函館市ࡢ主࡞水道施設 

大船浄水場 

新中㔝貯水池 

赤川高区浄水場 
新中㔝貯水池 

笹流貯水池 赤川ప区浄水場 大船浄水場 

松倉取水場 

松倉取水場 

赤川高区浄水場 

笹流貯水池 

赤川ప区浄水場 

旭岡浄水場 

元⏫配水場 

元⏫配水場 旭岡浄水場 汐Ἡ取水場 

汐Ἡ取水場 

亀

田

川 

松

倉

川 

汐

Ἡ

川 
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臼尻浄水場 

ᑿᮐ部浄水場 

木直浄水場 

ྂ部浄水場 

椴法華浄水場 

日ࣀ浜浄水場 

大澗浄水場 

日浦浄水場 

戸஭浄水場 

臼尻浄水場 ᑿᮐ部浄水場 木直浄水場 

ྂ部浄水場 椴法華浄水場 

大澗浄水場 

日ࣀ浜浄水場 

戸஭浄水場 

日浦浄水場 
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㸰 ୗ水道事業ࡢ概要 

㸦㸯㸧ୗ水道事業ࡢこࢀま࡛ࡢ歩み 

ᮏ市ࡢୗ水道事業ࡣ，昭和 23ᖺ࡟ୗ水道築造認可ཷࢆけ࡚事業࡟着手ࡋ，ᾐ

水対策ࢆ重点ࡋ࡜た合流式ࡿࡼ࡟管渠ࡢ整備ࢆ行࡚ࡗいࡋࡲた。 

そࡢ後，全国的࡟産業活動ࡢ活発化࡜人口ࡢ都市集中ࡀ進ࡔࢇこࡾࡼ࡟࡜，河

川ࡢ࡝࡞汚⃮ࡀ進ࡔࢇこࡽ࠿࡜，水域ࡢ࡬汚ᰁ対策ࡀ必要ࡾ࡞࡜，昭和 45ᖺ࡟

水質汚⃮防Ṇ法ࡢ࡝࡞改正ࡀ行わࢀ，ᮏ市࠾࡟い࡚ࡶ汚水ࢆ処理ࡋ，公共用水域

※

昭和，ࡵたࡿࡍ寄୚࡟水質保全ࡢ 46ᖺ࡟市街化区域

※

全域࡟ୗ水道計⏬ࢆ策定

昭和，ࡋ 49ᖺࡽ࠿南部ୗ水終ᮎ処理場ࡢ運転ࢆ開始࡚ࡋいࡍࡲ。 

昭和 48ᖺࡣ࡟，函館海域ࡀ水質環境基準ࡢ類型指定ཷࢆけたこࡾࡼ࡟࡜，໭

海道ࡿࡼ࡟函館海域流域別ୗ水道整備総合計⏬調査ࡀ行わࢀ，そࡢ結果，広域的

昭和，ࡾࡼ࡟ࢀた。こࡋࡲࡋ遉࡟結論ࡢ࡜いࡋࡲ望ࡀ整備ࡿࡼ࡟流域ୗ水道࡞ 55

ᖺ࡟໭海道ࡀ事業主体ࡾ࡞࡜，函館市ࡢ一部࡜໭斗市㸦ᪧ上磯⏫，ᪧ大㔝⏫㸧࠾

函館湾流域ୗ水道事業ࡿࢀୗ水道計⏬区域࡛構成さࡢ各々ࡿけ࠾࡟⏫び七飯ࡼ

南部ୗ水終ᮎ処ࢆ南側㸦南処理区㸧࡟境ࢆ亀⏣川ࡶい࡚࠾࡟け，ᮏ市ཷࢆ認可ࡀ

理場࡛汚水処理ࡿࡍ函館市公共ୗ水道事業㸦単独㸧，໭側㸦函館湾処理区㸧ࢆ函

館湾浄化センタ࣮࡛汚水処理ࡿࡍ函館市流域関連公共ୗ水道事業࡚ࡋ࡜認可ࢆ

変更ࡋ，ᖹ成２ᖺ࡟໭海道ࡀ建設ࢆ進ࡁ࡚ࡵた函館湾浄化センタ࣮ࡀ一部運転

 。ࡍࡲい࡚ࡋ開始ࢆ供用ࡢ函館市流域関連公共ୗ水道，ࡾࡼ࡟࡜たこࡋ開始ࢆ

そࡢ後，人口ࡢ増加や市街地拡大࡟伴い公共ୗ水道ࡢ計⏬区域ࢆ順次拡大ࡋ

ᖹ成，ࡵ進ࢆ整備ࡽࡀ࡞ 16ᖺࡢ市⏫村合併ࡾࡼ࡟，戸井⏫特定環境保全公共ୗ

水道ࢆ引ࡂ⥅ࡁ，ᖹ成 27ᖺ度ᮎ࠾࡟けࡿୗ水道処理人口普及率ࡣ ࡗ࡞࡜90.2％

࡚いࡍࡲ。 

 

࠙年表 函館市ୗ水道事業ࡢ主ࠚ࡜ࡈࡁ࡛࡞ 

 

 

ᖺ号 西暦 䛷きご䛸 ᖺ号 西暦 䛷きご䛸

昭和㻞㻟ᖺ 1948 ୗ水道築造事業認可 ᖹ成元ᖺ 1989 消化ガス発電設備運転開始

昭和㻠㻣ᖺ 1972 ఫྜྷ䝫ンプ場・港䝫ンプ場䠄雨水䠅運転開始 ᖹ成㻞ᖺ 1990 函館湾浄化セン䝍䞊運転開始

湯川䝫ンプ場運転開始

昭和㻠㻥ᖺ 1974 ༡部ୗ水終ᮎ処理場運転開始

ᖹ成㻠ᖺ 1992 汚泥処理施設汚泥乾燥設備運転開始

昭和㻡㻟ᖺ 1978 宇賀浦中継䝫ンプ場運転開始

ᖹ成㻡ᖺ 1993 汚泥処理施設熱交換設備運転開始

昭和㻡㻢ᖺ 1981 函館市公共ୗ水道事業㻔༡処理区䠅

函館湾流域関連公共ୗ水道䠄函館湾処理区䠅 ᖹ成㻝㻟ᖺ 2001 志海苔䝫ンプ場運転開始

に変更

ᖹ成㻝㻢ᖺ 2004 ５市⏫村合併

昭和㻡㻣ᖺ 1982 ఫྜྷ䝫ンプ場䠄汚水䠅運転開始 戸井⏫特定環境保全公共ୗ水道を統合

昭和㻡㻤ᖺ 1983 大手䝫ンプ場運転開始 ᖹ成㻞㻡ᖺ 2013 合流式ୗ水道緊急改善事業完了䠄ᖹ成㻝㻣ᖺ～䠅

金堀雨水貯留管建設
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◆ୗ水道ࡢ役割 

 ୗ水道ࡣ，人々ࡢ生活や経済活動ࡾࡼ࡟排出さࡿࢀ汚水ࢆ収集，浄化࡚ࡋ自然

支えࢆ経済活動ࡢ࡝࡞企業，ࡾᏲࢆ生活環境࡞衛生的࡛快適，࡛࡜こࡿࡍ還元࡟

 。ࡍࡲい࡚ࡗᏲࡽ࠿水質汚⃮ࢆ水環境ࡢ࡝࡞河川，海洋，࡟同時࡜ࡿ

ᾐࢆ生命，㈈産ࡢ人々，ࡾࡼ࡟࡜こࡿࡍ排除࡟࠿速やࢆた雨水ࡗ降࡟た，街ࡲ

水被害ࡽ࠿Ᏺࡍࡲࡾ。 

 

 

  ࣭公衆衛生ࡢ向上࡜生活環境ࡢ改善  ࣭公共用水域ࡢ水質保全 

  ࣭ᾐ水ࡢ防除             

 

 

◆ୗ水道事業ࡢ体系 

 

 

ձ公共ୗ水道事業 

主࡟市街地ࡢୗ水ࢆ排除࣭処理ࡿࡍたࡵ，市ࡀ管理ࡿࡍୗ水道 

単独公共ୗ水道…市ࡀ単独࡛処理ࡋ，南部ୗ水終ᮎ処理場࡛汚水処理 

特定環境保全公共ୗ水道…市街地以外࡛設置さࡿࢀୗ水道 

流域関連公共ୗ水道…流域ୗ水道࡟接⥆ࡋ，函館湾浄化センタ࣮࡛汚水処理 

ղ流域ୗ水道事業 

函館市ࡢ一部࣭໭斗市࣭七飯⏫ࡢୗ水ཷࢆけ࡚排除࣭処理ࡿࡍたࡵ，໭海道࡜

関係市⏫ࡀ管理ࡿࡍୗ水道 

 

 

 

 

函館のୗ水道

函館市公共ୗ水道事業 ༢独公共ୗ水道

特定環境保全公共ୗ水道

༡部ୗ水終ᮎ処理場䛷処理

函館湾流域ୗ水道事業 流域関連公共ୗ水道

函館湾浄化セン䝍䞊䛷処理
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㸦㸰㸧函館市ࡢ主࡞ୗ水道施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

      

 

 

 

 

流域関連公共ୗ水道 
函館湾処理区 

単独公共ୗ水道 
༡処理区 

函館湾浄化センࢱー 

港ポンプ場 

ఫྜྷポンプ場 

大手ポンプ場 

宇賀浦 
中⥅ポンプ場 

志海苔ポンプ場 

湯川ポンプ場 

༡部ୗ水処理場 
 

亀

田

川 

松

倉

川 汐

Ἡ

川 

函館湾浄化センࢱー管理棟 函館湾浄化センࢱー汚泥処理施設 

༡部ୗ水処理場 

汚水処理施設管理棟 

༡部ୗ水処理場 

汚泥処理施設 

㸦汚水処理施設㸧 

 
㸦汚泥処理施設㸧 
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特定環境保全公共ୗ水道㸦戸஭地区㸧 

༡処理区 

 

ఫྜྷポンプ場 

㸦汚水・雨水㸧 

大手ポンプ場 

㸦雨水㸧 

湯川ポンプ場 

㸦汚水㸧 

志海苔ポンプ場 

㸦汚水㸧 

 戸஭࣐ン࣍ーࣝポンプ所 

㸦汚水㸧 

戸஭支所 

 港ポンプ場 

 㸦雨水㸧 

   ୗ水処理場 

   ポンプ場 

   ༡処理区 

   函館湾処理区 
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◆ୗ水道事業ࡢ整備状況 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ᖹ成㻞㻣ᖺ度䠄ᖹ成㻞㻤ᖺ㻟月ᮎ現在䠅

行政区域内人口 266,773 人

処理区域内人口 240,551 人

水洗化人口 227,417 人

普及率 90.2 ％

水洗化普及率 94.7 ％

事業計⏬面積 4,930 ha

༡処理区 2,666 ha

函館湾処理区 2,264 ha

処理区域面積 4,760 ha

༡処理区 2,587 ha

函館湾処理区 2,173 ha

計⏬䠍日最大汚水㔞 118,445 ㎥㻛日

䠍日最大汚水㔞 111,449 ㎥㻛日

䠍日ᖹ均汚水㔞 97,137 ㎥㻛日

主䛺ୗ水道施設

༡部ୗ水終ᮎ処理場 81,200 ㎥㻛日

函館湾浄化セン䝍䞊 55,000 ㎥㻛日
※

䝫ンプ場 6 かᡤ

マン䝩䞊ル䝫ンプᡤ 46 かᡤ

汚水管 φ 㻝㻢㻡㻜～㻝㻜㻜㎜ 812 km

合流管 φ 㻟㻜㻜㻜～㻝㻡㻜㎜ 226 km

雨水管 φ 㻞㻤㻜㻜～㻞㻜㻜㎜ほか 300 km

※函館市分䠖全体の処理能力から໭斗市，七飯⏫分の能力を㝖いた値

ୗ水処理場䠄処理能力䠅
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第 3章 上ୗ水道事業ࡢ現状࡜課題 

 

㸯 経営ࡢ状況 

㸦㸯㸧本市ࡢ人口推移 

ᮏ市ࡢ人口ࡣ，昭和 55 ᖺࡢ 345,165 人࣮ࣆࢆク࡟減少ࡋ，ᖹ成 27 ᖺࡣ࡟

265,979人࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

 ࠙函館市ࡢ人口推移(国勢調査)ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧水需要ࡢ推移 

過去 10 ᖺ間ࡢ水道ᖺ間有収水量

※

ᖹ成，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜減少傾向ࡣ推移ࡢ 18

ᖺ度ࡢ約 3,307 万㎥ࡽ࠿，ᖹ成 27 ᖺ度ࡣ࡟ 2,963 万㎥࡟減少࡚ࡋいࡲ。ࡍࡲ

た，料金収入ࡣ，ᖹ成 18ᖺ度ࡢ約 45億෇ࡽ࠿ᖹ成 27ᖺ度ࡣ࡟約 41億෇࡟減

少࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

 ࠙有収水量࡜水道料金収入ࡢ推移ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

S25 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

㸦人㸧

35
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43

45

47

2,500

2,700

2,900

3,100

3,300

3,500

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

水

道

料

金

収

入

有

収

水

量

有収水量 水道料金収入㸦税抜㸧

㸦万m3㸧 㸦億෇㸧
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過去 10 ᖺ間ࡢୗ水道ᖺ間有収水量ࡢ推移ࡣ，水道࡜同様࡟減少傾向ࡗ࡞࡜

ᖹ成，ࡾ࠾࡚ 18 ᖺ度ࡢ約 2,906万㎥ࡽ࠿，ᖹ成 27ᖺ度ࡣ࡟ 2,772 万㎥࡟減少

ᖹ成，ࡣた，使用料収入ࡲ。ࡍࡲい࡚ࡋ 18 ᖺ度ࡢ約 47 億෇ࡽ࠿ᖹ成 27 ᖺ度

約ࡣ࡟ 43億෇࡟減少࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

࠙有収水量࡜ୗ水道使用料収入ࡢ推移ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸱㸧財政ࡢ状況 

ձ 水道事業 

ア 収支状況 

水道事業ࡢ収支状況ࡣ，料金収入ࡀ減少࠿࡞ࡿࡍ，事務事業࣭組織機構

削減や，公的資金補償金免除繰上償還ࡢ経費ࡿࡼ࡟࡝࡞ࡋ見直ࡢ

※

ࡿࡼ࡟

支払利息ࡢ軽減࡝࡞経営ࡢ効率化࡟努ࡡࡴ࠾࠾，ࡵ収支均衡ࡀ保たࢀ健全

た，ᖹ成ࡲ。ࡍࡲい࡚ࡋ維持ࢆ経営࡞ 27ᖺ度ᮎ࡛約 24億෇ࡢ当ᖺ度累積

㈈源

※

 。ࡍࡲい࡚ࢀ確保さࡣ資金࡞必要࡟事業運営，ࡾ࠾࡚ࡋ有ࢆ

 

 ࠙単年度収支࡜累積財源残㢠ࡢ推移ࠚ 
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㹆18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

単年度収支 当年度累積財源残㢠

㸦億෇㸧

35

37

39

41

43

45

47

49
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᭷
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㔞

᭷収水㔞 ୗ水道使用料収入

䠄億෇䠅

䠄万m3
䠅
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イ 企業債残高ࡢ推移 

施設ࡢ整備や老朽化対策ࡣ࡟多額ࡢ資金ࡀ必要ࡿ࡞࡜たࡵ，企業債ࢆ借

入࡚ࢀ㈈源ࡢ一部࡚ࡋ࡜いࡍࡲ。水道事業ࡢ建設改良費ࡣ，計⏬的࡞事業

ᖹ成，ࡣ企業債残高，ࢀࡽ図ࡀᖹ準化ࡡࡴ࠾࠾ࡾࡼ࡟実施ࡢ 18ᖺ度ᮎࡢ約

214億෇ࡽ࠿ᖹ成 27ᖺ度ᮎࡣ࡟約 185 億෇࡟減少࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

 ࠙建設改良費࡜企業債残高ࡢ推移ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ーࣝ蓋࣍ン࣐インࢨࢹ

函館市型地上式消火栓            
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ウ 財務比較分析 

    経営ࡼ࠾び施設ࡢ状況ࢆ表ࡍ経営指標ࡾࡼ࡟，ᮏ市ࡢ水道事業ࡢ経営状

況ࢆ類似団体ࡼ࠾び全国ᖹ均ࡢ࡜比較ࡾࡼ࡟ศ析ࡋࡲࡋた。 

ᖹ成，ࡿい࡚ࡋ総務省࡛公表，ࡣい࡚ࡘ࡟各数値，࠾࡞     26 ᖺ度決算࠾࡟

けࡿ経営比較ศ析表࡟基࡙い࡚いࡍࡲ。類似団体ࡣ࡜，給水人口規模ࡀ 15

万人以上 30万人ᮍ満ࡢ都市࡛ 77団体࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

 

 

 

経常収支比率   

指標ࡢ意味 給水収益や一般会計ࡢࡽ࠿繰入金ࡢ࡝࡞収益࡛，維持管理費や支払利息ࡢ࡝࡞費用

 指標ࡍ表ࢆ࠿ࡿ程度賄え࡚いࡢ࡝ࢆ

ศ析ࡢ考え方 単ᖺ度ࡢ収支ࡀ黒字࡛あࡿこࢆ࡜示ࡍ 100％以上࡚ࡗ࡞࡜いࡿこࡀ࡜必要 

算 出 式 経常収益 平 経常経費 ェ 100 㸦％㸧                  

当 ヱ 値 ࠙函館市110.82ࠚ ࠙類似団体ᖹ均114.43ࠚ ࠙全国ᖹ均113.03ࠚ 

流動比率 

指標ࡢ意味 短期的࡞債務࡟対ࡿࡍ支払能力ࢆ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 㸯ᖺ以ෆ࡟支払うࡁ࡭債務࡟対࡚ࡋ支払うこࡿࡁ࡛ࡀ࡜現金ࡀ࡝࡞あࡿ状況ࢆ示ࡍ 

100％以上࡛あࡿこࡀ࡜必要 

算 出 式 流動資産 平 流動㈇債 ェ 100   㸦％㸧                             

当 ヱ 値 ࠙函館市140.41ࠚ ࠙類似団体ᖹ均289.8ࠚ ࠙全国ᖹ均264.16ࠚ 

企業債残高対給水収益比率 

指標ࡢ意味 給水収益࡟対ࡿࡍ企業債残高ࡢ割合࡛あࡾ，企業債残高ࡢ規模ࢆ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 明確࡞数値基準࡞ࡣい࡜考えࡿࢀࡽ。経ᖺ比較や類似団体ࡢ࡜比較ࡿࡼ࡟࡝࡞ 

算 出 式 企業債現在高合計 平 給水収益 ェ 100  㸦％㸧                      

当 ヱ 値 ࠙函館市442.25ࠚ ࠙類似団体ᖹ均301.99ࠚ ࠙全国ᖹ均283.72ࠚ 

料金回収率 

指標ࡢ意味 給水࡟係ࡿ費用ࡢ࡝，ࡀ程度給水収益࡛賄え࡚いࢆ࠿ࡿ表ࡋた指標 

ศ析ࡢ考え方 料金回収率ࡀ 収入࡛ࡢ給水収益以外ࡀ費用ࡿ係࡟場合，給水ࡿい࡚ࡗୗ回ࢆ100％

賄わ࡚ࢀいࡿこࢆ࡜意味ࡿࡍ 

算 出 式 供給単価 平 給水原価 ェ100 㸦％㸧      

当 ヱ 値 ࠙函館市105.62ࠚ ࠙類似団体ᖹ均107.05ࠚ ࠙全国ᖹ均104.60ࠚ 
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࠙財務比較分析表ࠚ 

※類似団体ᖹ均を  比較ࡢした場合࡜1.00

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᮏ市ࡢ水道事業ࡢ経営状況ࢆ類似団体ࡼ࠾び全国ᖹ均࡜比較ࡋた結果,

給水原価ࡀᖹ均ࢆୗ回ࡾ࠾࡚ࡗ，効率的࡟水ࢆ供給࡚ࡋいࡿこࡀ࡜示さࢀ

࡚いࡍࡲ。 

上回ࢆᖹ均ࡶ企業債残高給水収益比率，ࡾୗ回ࢆᖹ均ࡀた，流動比率ࡲ

ࡗ࡞࡜水準࡞ᖹ均的ࡣ指標ࡢ࠿࡯経常収支比率，ࡀࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜水準ࡿ

 。ࡍࡲ言え࡜ࡿ健全࡛あࡡࡴ࠾࠾ࡣ経営状況ࡢ水道事業，ࡾ࠾࡚

 

給水原価 

指標ࡢ意味 有収水量㸯㎥あたࡘ࡟ࡾい࡚，ࡔࢀ࡝けࡢ費用࡚ࡗ࠿࠿ࡀいࢆ࠿ࡿ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 明確࡞数値基準࡞ࡣい࡜考えࡿࢀࡽ。経ᖺ比較や類似団体ࡢ࡜比較ࡿࡼ࡟࡝࡞ 

算 出 式 㸦経常費用㸫㸦ཷ託工事費 + ᮦ料ࡼ࠾び୙用品売却原価 + 付帯事業費㸧㸫長

期前ཷ金戻入㸧平ᖺ間総有収水量   㸦෇/㎥㸧                    

当 ヱ 値 ࠙函館市131.21ࠚ ࠙類似団体ᖹ均155.09ࠚ ࠙全国ᖹ均164.21ࠚ 

有収率 

指標ࡢ意味 施設ࡢ稼働ࡀ収益࡚ࡗࡀ࡞ࡘ࡟いุࢆ࠿ࡿ断ࡿࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 100％࡟近けࡤࢀ近い࡝࡯施設ࡢ稼働状況ࡀ収益࡟཯映さ࡚ࢀい࡜ࡿ言えࡿ 

算 出 式 ᖺ間総有収水量 平 ᖺ間総配水量 ェ 100   㸦％㸧                  

当 ヱ 値 ࠙函館市87.29ࠚ ࠙類似団体ᖹ均90.23ࠚ ࠙全国ᖹ均89.78ࠚ 
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ղ ୗ水道事業 

ア 収支状況 

ୗ水道事業ࡢ収支状況ࡣ，使用料収入ࡀ減少࠿࡞ࡿࡍ，事務事業࣭組織

機構ࡢ見直ࡿࡼ࡟࡝࡞ࡋ経費ࡢ削減や，公的資金補償金免除繰上償還ࡼ࡟

保ࡀ収支均衡ࡡࡴ࠾࠾，ࡾࡼ࡟活用ࡢ軽減や資ᮏ費ᖹ準化債ࡢ支払利息ࡿ

たࢀ健全࡞経営ࢆ維持࡚ࡋいࡍࡲ。 

た，ᖹ成ࡲ 27ᖺ度ᮎ࡛約 19億෇ࡢ当ᖺ度累積㈈源ࢆ有ࡾ࠾࡚ࡋ，事業

運営࡟必要࡞資金ࡣ確保さ࡚ࢀいࡍࡲ。 

 

  ࠙単年度収支࡜累積財源ࡢ推移ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 企業債残高ࡢ推移 

施設ࡢ整備や老朽化対策ࡣ࡟多額ࡢ資金ࡀ必要ࡿ࡞࡜たࡵ，企業債ࢆ借

 。ࡍࡲい࡚ࡋ࡜一部ࡢ㈈源࡚ࢀ入ࡾ

ୗ水道事業ࡢ建設改良費ࡘ࡟い࡚ࡣ，汚水管

※

࠿࡜こࡔࢇ進ࡀ整備ࡢ࡝࡞

ᖹ成ࡣ企業債残高，ࡾ࠾࡚ࡋ減少ࡣ近ᖺࡽ 18ᖺ度ᮎࡢ約 695 億෇ࡽ࠿ᖹ成

27ᖺ度ᮎࡣ࡟約 576億෇࡟減少࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

 ࠙建設改良費࡜企業債残高ࡢ推移ࠚ 
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ウ 流域ୗ水道事業㈇担金 

函館湾浄化センタ࣮ࡼ࠾び流域幹線管渠

※

施設ࡣ函館湾流域ୗ水道事務

組合ࡾࡼ࡟維持管理さࡾ࠾࡚ࢀ，施設ࡢ維持管理࡟要ࡿࡍ費用ࡣ，計⏬水

量や流入水量ࡢ࡝࡞割合࡟応࡚ࡌ組合ࢆ構成２ࡿࡍ市㸯⏫ࡀ㈇担࡚ࡋいࡲ

 。ࡍ

総，ࡣ費用ࡿࡍ要࡟整備，ࡋ実施ࡀ໭海道ࡣい࡚ࡘ࡟整備ࡢた，施設ࡲ

事業費ࡽ࠿国庫補ຓ額ࢆ差ࡋ引いた額ࢆ໭海道２࡜市㸯⏫࡛஧ศࡋ，さࡽ

 。ࡍࡲい࡚ࡋ㈇担࡚ࡌ応࡟㈇担割合ࡢᮏ市࡟

 

࠙流域ୗ水道施設管理運営費用ࡼ࠾び施設整備費 㸦ᖹ成ࠚ 27年度㸧 

 㸦単位：千෇㸧 

 㸰市㸯⏫㈇担総㢠 函館市 割 合 

運営経費㈇担金 678,855 454,284 66.9% 

施設整備費 80,593 57,703 67.9% 

 

エ 経営指標分析 

    経営ࡼ࠾び施設ࡢ状況ࢆ表ࡍ経営指標ࡾࡼ࡟，ᮏ市ࡢୗ水道事業ࡢ経営

状況ࢆ類似団体ࡼ࠾び全国ᖹ均ࡢ࡜比較ࡾࡼ࡟ศ析ࡋࡲࡋた。 

ᖹ成，ࡿい࡚ࡋ総務省࡛公表，ࡣい࡚ࡘ࡟各数値，࠾࡞     26 ᖺ度決算࠾࡟

けࡿ経営比較ศ析表࡟基࡙い࡚いࡍࡲ。類似団体ࡣ࡜，人口 10 万人以上，

処理区域

※

ෆ人口密度 50人/ha以上࡛供用開始後 30ᖺ以上経過ࡋた都市࡛

42団体࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

 

 

 

 

 

 

経常収支比率   

指標ࡢ意味 料金収入や一般会計ࡢࡽ࠿繰入金ࡢ࡝࡞収益࡛，維持管理費や支払利息ࡢ࡝࡞費用

 指標ࡍ表ࢆ࠿ࡿ程度賄え࡚いࡢ࡝ࢆ

ศ析ࡢ考え方 単ᖺ度ࡢ収支ࡀ黒字࡛あࡿこࢆ࡜示ࡍ 100％以上࡚ࡗ࡞࡜いࡿこࡀ࡜必要 

算 出 式 経常収益 平 経常経費 ェ 100 㸦％㸧                 

当 ヱ 値 ࠙函館市114.97ࠚ ࠙類似団体ᖹ均105.47ࠚ ࠙全国ᖹ均107.74ࠚ 
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流動比率 

指標ࡢ意味 短期的࡞債務࡟対ࡿࡍ支払能力ࢆ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 㸯ᖺ以ෆ࡟支払うࡁ࡭債務࡟対࡚ࡋ支払うこࡿࡁ࡛ࡀ࡜現金ࡀ࡝࡞あࡿ状況ࢆ示ࡍ 

100％以上࡛あࡿこࡀ࡜必要 

算 出 式 流動資産 平 流動㈇債 ェ 100  㸦％㸧                              

当 ヱ 値 ࠙函館市51.50ࠚ ࠙類似団体ᖹ均52.63ࠚ ࠙全国ᖹ均56.46ࠚ 

企業債残高対事業規模比率 

指標ࡢ意味 料金収入࡟対ࡿࡍ企業債残高ࡢ割合࡛あࡾ，企業債残高ࡢ規模ࢆ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 明確࡞数値基準࡞ࡣい࡜考えࡿࢀࡽ。経ᖺ比較や類似団体ࡢ࡜比較ࡿࡼ࡟࡝࡞ 

算 出 式 㸦企業債現在高㸫一般会計㈇担額㸧 平 㸦営業収益㸫ཷ託工事収益㸫雨水処理㈇

担金㸧 ェ 100  㸦％㸧                         

当 ヱ 値 ࠙函館市933.18ࠚ ࠙類似団体ᖹ均843.57ࠚ ࠙全国ᖹ均776.35ࠚ 

経費回収率 

指標ࡢ意味 使用料࡛回収ࡁ࡭ࡍ経費ࡢ࡝，ࢆ程度使用料࡛賄え࡚いࢆ࠿ࡿ表ࡋた指標 

ศ析ࡢ考え方 使用料࡛回収ࡁ࡭ࡍ経費࡚࡭ࡍࢆ使用料࡛賄え࡚いࡿ状況ࢆ示ࡍ 100％以上࡛あࡿ

こࡀ࡜必要 

算 出 式 ୗ水道使用料平汚水処理費㸦公費㈇担ศࢆ除ࡃ㸧ェ100 㸦％㸧      

当 ヱ 値 ࠙函館市109.54ࠚ ࠙類似団体ᖹ均99.96ࠚ ࠙全国ᖹ均96.57ࠚ 

汚水処理原価 

指標ࡢ意味 有収水量㸯㎥あたࡢࡾ汚水処理࡟要ࡋた費用࡛あࡾ，汚水資ᮏ費࣭汚水維持管理費

 た指標ࡋ表ࢆトࢫコࡿ係࡟た汚水処理ࡵ含ࢆ両方ࡢ

ศ析ࡢ考え方 明確࡞数値基準࡞ࡣい࡜考えࡿࢀࡽ。経ᖺ比較や類似団体ࡢ࡜比較ࡿࡼ࡟࡝࡞ 

算 出 式 汚水処理原価㸦公費㈇担ศࢆ除ࡃ㸧平ᖺ間有収水量  㸦෇/㎥㸧            

当 ヱ 値 ࠙函館市142.12ࠚ ࠙類似団体ᖹ均147.29ࠚ ࠙全国ᖹ均142.28ࠚ 

水洗化率 

指標ࡢ意味 現在処理区域ෆ人口ࡢうࡕ，実㝿࡟水洗便所ࢆ設置࡚ࡋ汚水処理࡚ࡋいࡿ人口ࡢ割

合ࢆ表ࡋた指標 

ศ析ࡢ考え方 公共用水域ࡢ水質保全や，使用料収入ࡢ増加ࡢ࡝࡞観点ࡽ࠿  いࡋࡲ望ࡀ100％

算 出 式 水洗便所設置済人口平処理区域ෆ人口ェ100 㸦％㸧                      

当 ヱ 値 ࠙函館市94.36ࠚ ࠙類似団体ᖹ均93.83ࠚ ࠙全国ᖹ均94.57ࠚ 
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࠙財務比較分析表ࠚ 

※類似団体ᖹ均を  比較ࡢした場合࡜1.00

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ᮏ市ࡢୗ水道事業ࡢ経営状況ࢆ類似団体ࡼ࠾び全国ᖹ均࡜比較ࡋた結果，

使用料収入࡟対ࡿࡍ企業債残高ࡢ割合ࢆ示ࡍ企業債残高対事業規模比率ࡀ，

ᖹ均ࡾࡼ高いࡢࡢࡶ，経常収支比率࡝࡞，そࡢ他ࡢ指標ࡣᖹ均以上ࡢ水準࡜

 。ࡍࡲ言え࡜ࡿ健全࡛あࡡࡴ࠾࠾ࡣ経営状況ࡢୗ水道事業，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞
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㸦㸲㸧事業ࡢ執行体制 

ᮏ市ࡢ上ୗ水道事業࡟従事ࡿࡍ職員ࡣ，過去 10 ᖺ間࡛ 77 人減少ࡋᖹ成 27 ᖺ

度ᮎ࡛ 185人࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。上ୗ水道事業ࡢ運営࡟あたࡣ࡚ࡗ，市民ࢽ㸫ࢬや

事業環境ࡢ変化࡟柔軟࡟対応ࡋ，迅速ࡘ࠿的確࡞施策展開ࡿࡁ࡛ࡀ組織体制ࡢ整

備ࢆ進ࡵ，こ࡟࡛ࡲࢀ，処理場ࡢ運転管理ࡘ࡟い࡚包括的民間委託

※

たࡋᑟ入ࢆ

浄水場，࠿࡯

※

࡞⧋修ࡢ上ୗ水道管路，ࡋ民間委託ࢆ࡝࡞運転管理ࡢ夜間休日ࡢ

公民連，࡝࡞ࡿࡍ開設ࢆ水道修⧋センタ࣮やୗ水道管理センタ࣮，ࡶい࡚ࡘ࡟࡝

携ࡢ推進ࡿࡼ࡟事業ࡢ効率化ࢆ図ࡋࡲࡁ࡚ࡗた。 

た，ᖹ成ࡲ 28ᖺ４᭶ࡣ࡟，料金関連業務ࡢ民間委託ࡢ拡大ࡾࡼ࡟，上ୗ水道

関連ࡢワンࢫトップサ࣮ビࢆࢫ提供ࠕࡿࡍ函館市水道࠾客さࡲセンタ࣮ 開設ࠖࢆ

 。ࡍࡲい࡚ࡵ進ࢆ向けたྲྀ組࡟向上ࡢࢫ市民サ࣮ビ，࡝࡞ࡿࡍ
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㸦㸳㸧水道料金・ୗ水道使用料 

ᮏ市ࡢ水道料金ࡣ，様々ྲྀ࡞組ࡾࡼ࡟経費ࡢ削減࡟努ࡵ，ᖹ成６ᖺ４᭶ࡢ改定

以降 20ᖺ以上࡟わたࡾ料金ࢆ維持ࡋ，道ෆࡢ主要都市࡛ࡣ最ࡶ安い水準ࡗ࡞࡜

࡚いࡍࡲ。 

 

 ࠙水道料金ࡢ比較 㸦口径ࠚ 20 ㎜ 1ヵ᭶ 20 ㎥使用㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᮏ市ࡢୗ水道使用料ࡣ，道ෆࡢ主要都市ࡢᖹ均࡜同程度ࡢ水準࡚ࡗ࡞࡜いࡲ

え，ᖹ成ࡲ踏ࢆ࡝࡞状況ࡿい࡚ࢀ࠿置ࡢた，地域経済ࡲ。ࡍ 13 ᖺ度以降４回࡟

わたࡾ累進度

※

 。ࡍࡲい࡚ࡗ図ࢆ㈇担ప減ࡢ大口使用者，ࡆୗࡁ引ࢆ

 

࠙ୗ水道使用料ࡢ比較 㸦1ヵ᭶ࠚ 20㎥使用㸧 
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㸦㸴㸧広報広聴活動ࡢ状況 

ᮏ市࡛ࡣ，こࡲࢀ ࡾࡼࡔ企業局ࠕ࡛ や࣮ࠖ࣍ムࡿࡼ࡟ࢪ࣮࣌各種ࡢ情報発信ࡢ

ࡌ通ࢆ࡝࡞施設見学ࡿࡍ実施ࡋ関連࡟࡝࡞日ࠖࡢୗ水道ࠕ水道逬間ࠖやࠕ，࠿࡯

࡚，上ୗ水道事業ࡢ࡬理解ࢆ深ྲྀࡿࡵ組ࢆ進ࡋࡲࡁ࡚ࡵた。 

た，ᖹ成ࡲ 24ᖺ度ࡣࡽ࠿，上ୗ水道事業ࡢ運営ࡘ࡟࡝࡞い࡚，幅広ࡃ各界各      

層ࡢ市民ࡢࡽ࠿意見ࢆ求ࡿࡵたࡵ，函館市企業局経営懇話会ࢆ設置࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

          

 

                          

 

                           

 

企業局ࡾࡼࡔ 

 

 

 

水道逬間 
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㸰 上ୗ水道事業ࡢ状況 

㸦㸯㸧水道事業ࡢ状況 

ձ 水道施設ࡢ状況 

ア 水 源 

ᮏ市ࡢ水道水源域ࡀ࡝ࢇ࡜࡯，ࡣ道有林࡛あࡾ，水源ࢇ࠿養保安林

※

指࡟

定さࢀ良好࡞状態࡟あࡍࡲࡾ。一部ࡣ࡟私有林や私有地ࡀあࡀࡍࡲࡾ，水

道創設期ࡢࡽ࠿水道水源࡛あࡿ亀⏣川ࡢ流域ࡘ࡟い࡚ࡣ，水源ࢇ࠿養ࡢた

ࡢ水源林ࡣ現在࡛，ࡾ図ࢆ林地化ࡵ進ࢆ土地ྲྀ得ࡽ࠿大正８㸦1919㸧ᖺࡵ

面積ࡣ約 500ha 森林㈙ࡿࡼ࡟໭海道ෆ࡛外国資ᮏࡣ近ᖺ。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜

収ࡀ進࡛ࢇいࡿこࡽ࠿࡜，໭海道水資源ࡢ保全࡟関ࡿࡍ条例ࡀ施行さࢀ，

ᖹ成 26 ᖺࡣ࡟，ᮏ市ࡢ水道水源ࡢ集水区域全 13 地区ࡘ࡟い࡚水資源保全

地域ࡢ指定ཷࢆけࡋࡲた。 

こࡼࡢう࡟，ᮏ市ࡢ水道水源域ࡣ，⥅⥆的࡞水源林ࡢ整備や用地ྲྀࡢ得

࡞ࡾ図ࢆ連携ࡢ࡜関係機関ࡶ今後，ࡀࡍࡲい࡚ࢀ保たࡀ環境࡞良好ࡾࡼ࡟

 。ࡍࡲࡾあࡀ必要ࡴ組ࡾྲྀ࡟環境保全ࡢ水道水源域，ࡽࡀ

浄水場間࡛原，ࡵたࡿい࡚ࡋ⥆ᑟ水管࡛接ࢆ水源࡞主要ࡣた，ᮏ市࡛ࡲ

水ࢆ相互融通ࡿࡍこࡾࡼ࡟࡜，Ῥ水࡝࡞水源ࡢ状況࡟応ࡌた柔軟ྲྀ࡞水ࢆ

行࡚ࡗいࡍࡲ。 

現在ࡢᮏ市࠾࡟けࡿ水源水量ࡣ㸯日当たࡾ約 17万㎥࡛あࡡࡴ࠾࠾，ࡾ水

道ࡢ安定供給࡟必要࡞水量ࢆ確保࡚ࡋいࡀࡍࡲ，尾ᮐ部地区ࡢ水源ࡘ࡟い

必ࡀ水源開発࡞新た，ࡵたࡿあ࡟状況ࡿࡍ減少ࡀ水源水量࡟Ῥ水期，ࡣ࡚

要࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

 ࠙各水源࡜浄水場ࡢ接⥆状況ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新中㔝 
貯水池 

笹流 
貯水池 

松倉 
取水場 

汐Ἡ 
取水場 

赤川ప区 
浄水場 

赤川高区 
浄水場 

旭岡 
浄水場 
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イ 浄水場・配水池 

ᮏ市ࡣ࡟，赤川ప区浄水場，赤川高区浄水場，旭岡浄水場࠿࡯ࡢ 10箇所

合計，࡟ 13 箇所ࡢ浄水場࡜ 28箇所ࡢ配水池ࡀあࡍࡲࡾ。 

浄水場࣭配水池ࡣ水ࢆ作ࡾ貯ࡃ࠾ࡵ水道ࡢ基幹ࡿ࡞࡜施設࡛ࡃྂ，ࡀࡍ

確保，水ࡢ耐震性能࡜老朽化ࡢ施設，ࡣたᮏ市࡛ࡗࡲ始ࡀ整備ࡢ水道ࡽ࠿

需要ࡢ減少ࢆ見据えた施設ࡢ効率的࡞運用ࡀ課㢟࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

施設ࡢ耐震化率ࡣ，ᖹ成 27ᖺ度ᮎ࡛浄水場ࡀ 15.6％，配水池ࡀ ࡜8.7％

全国ᖹ均㸦ᖹ成ࢀࡒࢀそ，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞ 26 ᖺ度ᮎ㸧ࡢ ࡜23.4％ ࡾࡼ49.7％

ࡲ，維持ࡢ機能ࡿけ࠾࡟災害時ࡢ࡝࡞地震，ࡀࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜పい状況ࡶ

たࡣ᪩期ࡢ機能回復ࢆ図ࡿたࡵ業務⥅⥆計⏬㸦㹀㹁Ｐ㸧

※

，ࡾ࠾࡚ࡋ策定ࢆ

今後ࡣ，定期的࡞訓練ࡢ実施や，そࡢ結果ࢆ踏ࡲえた㹀㹁Ｐࡢ見直ࡀࡋ必

要ࡍࡲࡾ࡞࡜。 

ᪧ函館地域ࡘ࡟い࡚ࡣ，赤川ప区浄水場２ࡢ系ࢁ過池更新࡜配水池ࡢ増

設ࢆ完了ࡋࡲࡋたࡀ，赤川高区浄水場ࡘ࡟࡝࡞い࡚ࡶ，各施設ཷࡢけ持ࡘ

供給区域ࡢ水需要ࡢ動向຺ࢆ࡝࡞案࡚ࡋ，効率的࡞整備ࢆ行う必要ࡀあࡾ

 。ࡍࡲ

東部地域ࡢ水道施設ࡣ，こ࡛ࡲࢀ浄水場や配水池ࡢ࡝࡞整備更新ࢆ行ࡗ

施設ࡿ迎えࢆ更新時期ࡃࡌ同ࡰ࡯，ࡋ点在ࡀ施設࡞ᑠ規模，ࡀたࡋࡲࡁ࡚

ࡾあࡀ必要ࡿࡵ進ࢆ整備࡞た効果的ࡵ含ࡶ統廃合ࡢ施設，ࡽ࠿࡜こࡿあࡀ

維ࢆ供給ࡢ水࡞安全，ࡣい࡚࠾࡟た，ྂ部浄水場や尾ᮐ部浄水場ࡲ。ࡍࡲ

持ࡿࡍたࢁ，ࡵ過設備ࡢ࡝࡞整備ࡀ必要ࡍࡲࡾ࡞࡜。 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新後ࡢ赤川ప区浄水場㸰系緩速ࢁ過池 

 

ウ 管 路 

ᮏ市࡛ࡣ，昭和 43 ᖺࡢ十勝沖地震࡚ࡗࡼ࡟管路࡟多ࡢࡃ被害ཷࢆけた

こࢆ࡜契機࡟，現在࡛ࡲ計⏬的࡟配水管

※

ᑟ水管，ࡵ進ࢆ更新ࡢ࡝࡞

※

や送

水管

※

，配水ᮏ管࡜いࡗた基幹管路ࡢ耐震適合率ࡣ，ᖹ成27ᖺ度ᮎ࡛54.9％

全国ᖹ均㸦ᖹ成，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜ 26ᖺ度ᮎ㸧35.9％ࢆ上回ࡿ状況࡚ࡗ࡞࡜い
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 。ࡍࡲ

管体強度ࡀ脆弱࡞普通鋳鉄管ࡢ࡝࡞更新対象管路ࡣ，ᖹ成 27 ᖺ度ᮎࡢ

総延長約 1,337 ㎞࡟対࡚ࡋ約 40kmࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜，基幹管路

※

࡛あࡿ赤川࣭

旭岡系配水ᮏ管ࢆ含࡚ࡵ，今後ࡶ引ࡁ⥆ࡁ計⏬的࡞管路ࡢ更新ࡀ必要࡞࡜

 。ࡍࡲࡾ

 

࠙管種別延長内訳ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࠙更新対象管路延長ࡢ推移ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ࠙水道管路耐震化状況ࠚ 

配水管ᕸ設工事 

 

区分 延長㻔km㻕

耐震適合管

延長㻔km㻕

割合

䠄％䠅

全国ᖹ均

䠄％䠅

ᑟ水管 29.6 26.9 91% 31.3%

送水管 17.3 11.9 69% 39.7%

配水本管 104.0 44.0 42% 35.0%

合計 150.9 82.8 54.9% 35.9%

79.2
74.1

68.9
63.6

58.5
52.9

47.9 45.5
40.9 39.4
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㸦km㸧

848.1 296.6 108.5 

44.0 39.4 
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イࣝ鋳鉄管ࢱࢡࢲ ポࣜエࣞࢳン管 塩化ビニࣝ管 鋼管他 普通鋳鉄管ほか

㸦km㸧
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ղ 安全࡞水へࡢ取組状況 

ア 水道水ࡢ水質管理 

ᮏ市࡛ࡣ，水質基準࡟適合ࡋた安全࡞水ࢆ供給ࡿࡍたࡵ，水源毎࡟水質

検査地点や検査㡯目，検査頻度ࢆ࡝࡞定ࡵたࠕ水質検査計⏬ࠖ

※

毎ᖺ度策ࢆ

定ࡋ，水質検査ࢆ実施࡚ࡋいࡍࡲ。 

ࡢ実施࡞適ษࡢෆ部精度管理，ࡵたࡿࡍ確保ࢆ信㢗性ࡢた，水質検査ࡲ

水質検，ࡋ参加࡟外部精度管理ࡿい࡚ࡋ実施ࡀ厚生労働省や໭海道，࠿࡯

査ࡢ精度向上࡟努࡚ࡵいࡍࡲ。 

さࡣ࡟ࡽ，消毒用࡟注入さࡿࢀ塩素ࡢ量ࢆ気温や水温ࡾࡼ࡟調整ࡋ，水

道水中ࡢ残留塩素濃度ࡢప減ࢆ図ࡾ，塩素ࡀ原因ࡢ一࡜ࡘさࡿࢀ水道ࡢカ

ル࢟臭ࢆ抑制ࡿࡍこ࠾，ࡾࡼ࡟࡜いࡋい水ࡢ供給ࡾྲྀ࡟組࡛ࢇいࡍࡲ。 

 

                   ࠙水道水ࡢ水質 㸦ᖹ成ࠚ 27 年度㸧 

 

 

 

 

 

 

 

水質検査 

 

イ 給水装置

※

 直結給水方式࡜管理࡞適ษࡢ࡝࡞

配水管ࡽ࠿ศ岐ࡋた給水装置ࡣ個人や企業ࡢ㈈産࡛あࡾ，給水装置ࡢ所

有者ࡣ適ษ࡞維持管理ࢆ行う必要ࡀあࡍࡲࡾ。ᮏ市࡛ࡣ給水装置࡟起因ࡍ

所有者や指定給水装置工，ࡵたࡄ防࡟ᮍ然ࢆ発生ࡢ問㢟や事故ࡢ衛生上ࡿ

事事業者࡟࡝࡞対ࡿࡍ情報提供や適ษ࡞指ᑟ࣭ຓ言ࢆ行࡚ࡗいࡍࡲ。 

水道ࡢ給水方式ࡣ，配水管ࡽ࠿蛇口࡬直接水ࢆ送ࠕࡿ直結給水方式 ，ࠖ࡜

ཷ水槽࡟水ࢆ貯ࡽ࠿࡚ࡵ蛇口࡬水ࢆ送ࠕࡿ貯水槽水道方式ࠖ࡟ࡘ２ࡢศ類

さࡍࡲࢀ。こࡢうࡕ，貯水槽水道方式ࡘ࡟い࡚ࡣ，ཷ水槽以降ࡢ水質ࡘ࡟

い࡚所有者ࡀ適ษ࡟管理ࡿࡍ必要ࡀあࡿこࡽ࠿࡜，市立函館保健所࡜連携

ࢆ徹底ࡢ行い衛生管理ࢆ指ᑟ࣭ຓ言ࡿࡍ関࡟管理࡞適ษ࡚ࡋ対࡟所有者ࡋ

図࡚ࡗいࡍࡲ。    

ࡿい࡚ࢀ面࡛優ࡢ水質や衛生管理，ࡽ࠿࡜こࡿ࡞࡜୙要ࡀた，ཷ水槽ࡲ

直結給水方式ࡢ普及ಁ進ࡾྲྀ࡟組ࡳ，ᖹ成 28 ᖺ４᭶ࡣࡽ࠿増ᅽ装置ࢆ使

用ࠕࡿࡍ直結増ᅽ式給水 ࡽ࠿࡛ࡲ㸳階ࡢ従来，ࡋᑟ入ࠖࢆ 10 階程度ࡢ࡛ࡲ

いしい࠾ 函館ࡢ

水ࡢ要件 水道水

水温㸦℃㸧 「0以ୗ 16

硬度㸦対g/１㸧 10～100 22

蒸留残留物㸦対g/１週 」0～「00 72

過࣐ン࢞ン酸ࣜ࢝ウ࣒消費量㸦対g/１週 」.0以ୗ 1

臭気強度㸦T４３㸧 」以ୗ 1以ୗ

逿離炭酸㸦対g/１㸧 」～」0 2.1

残留塩素㸦対g/１㸧 0.4以ୗ 0.3

検査㡯目
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直結給水ࡀ可能࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

࠙給水方式࡜水質管理区分ࠚ 

 

 

 

  ࠙中層建築物㸦㸲階以上㸧直結給水件数ࡢ推移ࠚ 
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ճ 附帯事業ࡢ状況 

ア 温泉事業 

ᮏ市ࡢ温泉事業ࡣ，昭和 11ᖺࡢᪧ湯川⏫ࡿࡼ࡟⏫営温泉供給事業ࡢ開始

昭和，ࡾࡲ始࡟ 14ᖺࡢ函館市ࡢ࡜合併後ࡣ，市水道課㸦当時㸧࡟経営ࡀ移

管さࢀ函館市温泉事業ࡾ࡞࡜，ᖹ成 26 ᖺ度ࡣࡽ࠿経営ࡢ効率化ࢆ図ࡿた

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜附帯事業ࡢ函館市水道事業，ࡵ

戦後湯ࡢ川温泉ࡣ，道ෆ有数ࡢ観ග地࡚ࡋ࡜急速࡟発展࣍，ࡋテルや旅

館࡟温泉ࢆ供給ࡿࡍたࡵ，こ࡛ࡲࢀ源泉や供給施設ࡢ࡝࡞整備ࢆ進ࡁ࡚ࡵ

໭海道立地質研，ࡽ࠿࡜たこࡗあ࡟పୗ傾向ࡀ温泉水఩ࡢ源泉，ࡀたࡋࡲ

究所࡟調査研究ࢆ委託ࡋた結果，温泉資源ࡢ保護対策ࡢ推進࡜新た࡞施設

整備ࡿࡼ࡟安定供給体制ࡢ᪩期確立ࡘ࡟い࡚ࡢ提言ࢆ得ࡋࡲた。 

こࡢたࡵ，温泉資源ࡢ保護対策࡚ࡋ࡜供給量ࡢ縮減ࡾྲྀ࡟組࡟ࡶ࡜࡜ࡴ，

源泉ࡢ集約整備ࢆ࡝࡞行い温泉ࡢ供給࡟努࡚ࡵいࡀࡍࡲ，今後ࡶ引ࡁ⥆ࡁ

໭海道や市立函館保健所ࡢ࡜࡝࡞連携ࢆ図ࡾ，温泉資源ࡢ保護࡟向けたྲྀ

組ࢆ進ࡿࡵこࡀ࡜必要࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

࠙温泉供給量ࡢ推移ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 分離装置           温泉供給ポンプࢫ࢞        
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(㎥)

源泉 6 ஭

供給管延長 6,559 ｍ

供給件数 102 件

供給量 3,850 ㎥/日

温泉事業の概要䠄ᖹ成㻞㻣ᖺ度ᮎ䠅
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イ 売電事業 

新中㔝ࢲムࡽ࠿赤川高区浄水場࡟原水ࢆ送ࡿᑟ水管路ࡢ約 100ｍࡢ高ప

差ࢆ利用ࡋ，今࡛ࡲᮍ利用࡚ࡗ࡞࡜いた再生可能エネルࢆ࣮ࢠ有効活用ࡍ

利用ࡢ固定価格㈙ྲྀ制度ࠖࡢ࣮ࢠ再生可能エネルࠕࡿࡵ定ࡀ国，࡛࡜こࡿ

同浄ࢆᑠ水力発電設備，࡟目的ࢆ࡜こࡿࡍ確保ࢆ売電収入࡞安定的ࡿࡼ࡟

水場ෆ࡟整備ࡋ，ᖹ成 28ᖺ度ࡽ࠿売電ࢆ開始࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

մ 環境㈇荷ప減へࡢ取組 

ア 水ࡢ有効利用 

昭和 43ᖺࡢ十勝沖地震ࡾࡼ࡟配水管ࡀ大࡞ࡁ被害ཷࢆけ，有効率

※

約ࡣ

実施࡞計⏬的ࡢ後，漏水調査ࡢそ，ࡀたࡋࡲࡋపୗ࡛ࡲ水準ࡿୗ回ࢆ60％

や老朽配水管ࡢ更新，水ᅽࡢ適正化ࡾྲྀ࡟࡝࡞組ࡳ，現在ࡢ有効率ࡣ約

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜92％

 

イ 資源・エネࣝࢠーࡢ有効活用 

水道事業ࡣ，全国ࡢ電力ࡢ約㸯％ࢆ消費ࡿࡍエネル࣮ࢠ消費産業ࡢ側面

ࡿ図ࢆప減ࡢ環境㈇荷ࡿけ࠾࡟水道事業ࡶい࡚࠾࡟ᮏ市。ࡍࡲい࡚ࡋ有ࡶ

たࡵ，再生可能エネルࢆ࣮ࢠ活用ࡋたᑠ水力発電設備ࢆᑟ入ࡋ，ᖹ成 28ᖺ

度ࡽ࠿稼働࡚ࡋいࡍࡲ。こࡾࡼ࡟ࢀ，一般家庭約 260世帯ศࡢ使用電力量

ᖺ間約ࡿࡍ相当࡟ 140万 kWhࡢ発電ࢆ行い売電ࡿࡍこ࡛࡜，஧酸化炭素排

出量ࢆᖺ間࡛約 680ｔ削減ࡿࡍ効果ࡀあࡍࡲࡾ。 

ࡿࡍ再利用࡟࡝࡞ࡋ戻ࡵ乾燥後埋，ࡣ浄水汚泥ࡿࡍた，浄水場࡛発生ࡲ

 。ࡍࡲい࡚ࡵ努࡟有効活用࡝࡞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ࠙ᑠ水力発電設備ࡢ概要ࠚ 
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㸦㸰㸧ୗ水道事業ࡢ状況 

ձ ୗ水道施設ࡢ状況 

ア 処理場・ポンプ場 

ᮏ市ࡣ࡟，南部ୗ水終ᮎ処理場࠿࡯ࡢ，ポンプ場６ࡀ箇所，マン࣮࣍ル

ポンプ所㸦ᑠ規模࡞ポンプ場㸧ࡀ 46 箇所あࡾ，施設ࡢ整備ࡣ完了࡚ࡋいࡲ

࡝࡞電気設備ࡿࡍ制御ࢆࡽࢀ機械設備やそࡢ࡝࡞ポンプ，ࡣ࡟施設ෆ。ࡍ

数多ࡢࡃ機器類ࡀ設置さࡾ࠾࡚ࢀ，計⏬的࡞更新ࢆ行うこ࡛࡜老朽化ࡼ࡟

課ࡀ確保や津波対策ࡢ耐震性能，ࡀࡍࡲい࡚ࡋ防Ṇ࡟ᮍ然ࢆపୗࡢ機能ࡿ

㢟࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

処理場࣭ポンプ場ࡣ࡛࡝࡞，地震ࡢ࡝࡞災害時࠾࡟けࡿ機能ࡢ維持，ࡲ

たࡣ᪩期ࡢ機能回復ࢆ図ࡿたࡵ業務⥅⥆計⏬㸦㹀㹁Ｐ㸧ࢆ策定ࡾ࠾࡚ࡋ，

今後ࡣ，定期的࡞訓練ࡢ実施や，そࡢ結果ࢆ踏ࡲえた㹀㹁Ｐࡢ見直ࡀࡋ必

要ࡍࡲࡾ࡞࡜。 

 

イ 管 渠 

ᮏ市ࡢୗ水道管渠ࡢ総延長ࡣ，ᖹ成 27 ᖺ度ᮎ࡛約 1,338km ࠾࡚ࡗ࡞࡜

た昭和ࡋ開始ࢆ事業，ࡾ 20 ᖺ代࡟整備さࢀた管渠ࡣ，ᕸ設後 60 ᖺ以上ࡀ

経過ࡋ施設ࡢ老朽化ࡀ進࡛ࢇいࡍࡲ。  

近ᖺ，全国的࡟管渠施設ࡢ老朽化࡟起因ࡿࡍ大規模࡞道路㝗ἐࡢ࡝࡞事

故ࡀ増加傾向࡟あࡿこࡽ࠿࡜，こࢆࡽࢀᮍ然࡟防Ṇࡿࡍたࡵ，テࣞビカ࣓

ラࡿࡼ࡟࡝࡞管渠ෆ部ࡢ調査結果ࡾࡼ࡟策定ࡋた長ᑑ命化

※

計⏬࡟࡝࡞基

ᖹ成，ࡁ࡙ 8 ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成 27 ᖺ度࡛ࡲ約 17 ㎞ࢆ計⏬的࡟更新ࡋ，併せ࡚

耐震化ࢆ図ࡋࡲࡁ࡚ࡗたࡀ，今後 10 ᖺ間࡛ࡣ約 30 ㎞ࡘ࡟い࡚更新ࡀ必要

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜状況࡞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査࣓ࣛ࢝ビࣞࢸ           ࢺッ࣎用࣓ࣟࣛ࢝ビࣞࢸ
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ղ 公衆衛生ࡢ向上࡜生活環境ࡢ改善 

ア 汚水ࡢ処理 

家庭や工場ࡽ࠿排出さࢀた汚水ࢆ速や࡟࠿排除ࡿࡍたࡵ，汚水管ࡢ整備

ᖹ成。ࡍࡲい࡚ࡵ進ࢆ 27ᖺ度ᮎ࠾࡟けࡿ処理区域面積ࡣ 4,760ha，処理区

域ෆ人口ࡣ 240,551 人，処理人口普及率ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜％90.2，ࡣ，全国ᖹ

均 全道ᖹ均，ࡾ上回ࢆ77.8％  。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜水準ࡌ同ࡰ࡯࡜90.7％

，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜約99％ࡣ処理人口普及率ࡿけ࠾࡟た，ୗ水道計⏬区域ෆࡲ

汚水ࡣ࡛࡝࡞箇所ࡢᮍ定ࡀ土地利用，ࡀࡍ状況࡛ࡿい࡚ࡋ完了ࡀ整備ࡰ࡯

管ࡀᮍ整備ࡢ状況࡟あࡍࡲࡾ。 

 

イ 水洗化ࡢ普及ಁ進 

ᮏ市ࡢ水洗化率

※

処理，ࡾあ࡟増加傾向ࡾࡼ࡟࡝࡞普及啓発ࡢ水洗化，ࡣ

区域ෆ人口ࡀ減少࠿࡞ࡿࡍ，水洗化人口ࡡࡴ࠾࠾ࡣ横ࡤい࡛推移࡚ࡋいࡲ

 。ࡍ

ᖹ成 27ᖺ度ᮎ࠾࡟けࡿ水洗化人口ࡣ 227,417人，水洗化普及率ࡣ 94.7％

予定ࡢ老朽化，建替えࡢ事情や家屋࡞経済的ࡢ所有者，ࡀࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜ᮍ水洗ࡣ家屋࡛ࡢ一部，ࡾࡼ࡟⏤理ࡢ࡝࡞

ᮏ市࡛ࡣ，普及ಁ進ࡢたࡵᮍ水洗家屋ࡢ所有者࡟対ࡋ，郵送ࡿࡼ࡟水洗

化ࡢ要請ࢆ行࡚ࡗい࠿࡯ࡿ，無利子ࡢ水洗便所改造等資金㈚付制度ࢆ࡝࡞

設け࡚いࡍࡲ。 

 

 

  ࠙水洗化状況ࡢ推移ࠚ 
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ウ ୙明水対策 

୙明水ࡣ࡜，汚水管や合流管࡬流入ࡿࡍ地ୗ水ࡢ࡝࡞こ࡛࡜，流入箇所

࡚ࡗࡼ࡟老朽化ࡢ管渠，ࡣ࡟発生原因，ࡀࡍࡲいいࢆࡢࡶい࡞ࡁ把握࡛ࡀ

生ࡌたࡦび割ࢀや接合部ศࡢ隙間ࡢࡽ࠿࡝࡞地ୗ水ࡢ流入や，個人ࡀ設置

排水設備ࡿࡍ

※

 。ࡍࡲࢀࡽ考えࡀ࡝࡞ᾐ入ࡢ雨水ࡿࡼ࡟⥆誤接ࡢ

୙明水ࡀ発生࡜ࡿࡍ汚水管࡟流ࢀ込ࡴ水ࡢ量ࡀ増え，流ୗ能力࡟支㞀ࢆ

維持管ࡢ処理場，࠿࡯ࡿ࡞࡟࡜こࡿ୚えࢆ影響࡞ࡁ大࡟市民生活，ࡋたࡁ

理費ࡀ増加ࡿࡍ原因ࡍࡲࡾ࡞ࡶ࡜。こࡢたࡵ，雨天時࠾࡟けࡿマン࣮࣍ル

ෆ部ࡢ水఩計測や排水設備誤接⥆調査࣭改善指ᑟࢆ行う࡟ࡶ࡜࡜，修⧋工

事ࢆ実施࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

  ࠙分流式ࡢ排水方法ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

屋根 

 イࣞ 風呂 ྎ所ࢺ

 

屋根࡟降ࡗた雨水ࡣ雨水管へ 

誤接⥆ࡢ例  劣化ࡿࡼ࡟隙間かࡢࡽ侵入水  
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ճ ᾐ水ࡢ防除 

ア 雨水管

※

 整備ࡢ

ୗ水道ࡣ都市ෆ࡟降ࡗた雨水ࢆ速や࡟࠿排除ࡋᾐ水被害ࢆ防ࡄ役割ࢆ担

併せた雨࡟࡝࡞整備ࡢ高い地域や道路ࡢᾐ水頻度，ࡣᮏ市࡛。ࡍࡲい࡚ࡗ

水管ࡢ整備ࢆ優ඛ的࡟進࡚ࡵいࡍࡲ。 

ᖹ成 27 ᖺ度ᮎࡢ公共ୗ水道ࡢ雨水整備面積ࡣ 2,803ha ࡛事業計⏬面積

ࡋ対࡟ 関係機，ࡣい࡚ࡘ࡟整備ࡢ雨水管。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜整備率ࡢ58.9％

関ࡢ࡜連携ࢆ図ࡾ，河川や道路ࡢ整備事業࡟併せ࡚効率的，効果的࡟進ࡵ

 。ࡍࡲࡾあࡀ必要ࡿ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 対策前ࡢ大雨ࡿࡼ࡟ᾐ水状況㸦H20㸧 
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մ 公共用水域ࡢ水質保全 

ア 処理場ࡢᨺ流水質 

ୗ水道ࡣୗ水ࢆ処理場࡟集ࢀࡁ，ࡵい࡞水࡟処理࡚ࡋᨺ流ࡿࡍこ࡛࡜公 

共用水域ࡢ水質汚⃮ࢆ防Ṇࡋ，豊࡞࠿自然環境ࢆ保全ࡿࡍ役割ࢆ担࡚ࡗいࡲ

規ࡾࡼ࡟び水質汚⃮防Ṇ法ࡼ࠾ୗ水道法，ࡣ水質基準ࡢᨺ流水ࡢୗ水道。ࡍ

制さ࡚ࢀいࡍࡲ。 

 

 ࠙処理場かࡢࡽᨺ流水質 㸦ᖹ成ࠚ 27年度㸧  

࠙上段：流入水質 ୗ段：ᨺ流水質ࠚ 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

             

ᨺ流水ࡢ水質試験 

 

 

 

 

 

 

南部下水終末処理場 函館湾浄化センター 放流水

均࠯間࠰ 均࠯間࠰ 規制値

19.0 19.6

19.2 20.9

7.3 7.0

7.1 7.0

170 300

7.7 7.2

100 150 水質汚濁防止法

13 18 160

120 180

5.1 6.6

80,000 320,000

87 140

水温 ℃

ｐH

BOD mg／L

COD mg／L

ᵓ.8～8.ᵔ

15

40

3,000大腸菌群数
個／ｍ

3

SS mg／L
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イ 河川ࡢ水質 

ୗ水道ࡢ整備ࡾࡼ࡟水洗化ࡀ進ࡔࢇこ࡛࡜，市ෆࢆ流ࡿࢀ河川࡛ࡣ水質

※水質㸦BODࡿࡁ生息࡛ࡀ࡝࡞ナࣇコイや，ࢀࡽࡳࡀ改善ࡢ

㸳mg/ℓࡀ 以ୗ㸧

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜

 

     ࠙亀田川ࡢ水質ࡢ推移ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ࠙鮫川ࡢ水質ࡢ推移ࠚ 
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յ 環境㈇荷ప減へࡢ取組 

ᮏ市࡛ࡣ，温室効果ࢫ࢞

※

排出ࡢ抑制や資源ࡢ有効利用ࡢたࡵ，ୗ水ࡢ処理   

過程࡛発生ࡿࡍ消化ࢫ࢞

※

やୗ水汚泥

※

 。ࡍࡲい࡚ࡵ努࡟有効活用ࡢ

  

ア ୗ水汚泥 

ୗ水汚泥ࡣ，ᖺ間࡛約 2,300ｔ発生ࡀࡍࡲࡾ࠾࡚ࡋ，ᖹ成 13 ᖺࡽ࠿セ࣓

ントࡢ原料࡚ࡋ࡜有効活用࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

イ 消化ࢫ࢞ 

ୗ水汚泥ࡽ࠿発生ࡿࡍ消化ࢫ࢞，ࡣࢫ࢞発電エンࢪンや࣎ࢫ࢞イラࡢ燃

料࡚ࡋ࡜有効活用࡚ࡋいࡍࡲ。発電ࡋた電力ࡣ処理場ෆ࡛利用࣎，ࡋイラ

い࡚ࡋ有効活用࡚ࡋ࡜熱源ࡢ乾燥ࡢ加温や汚泥ࡢ消化タンクࡣ蒸気ࡢࡽ࠿

 。ࡍࡲ

 

ウ コージ࢙ネࣞーࢩョン

※ 

消化ࢫ࢞発電エンࢪンࡢ冷却水࣑ࢦ，࡜焼却工場ࡢ蒸気タ࣮ビン発電࡛

発生ࡿࡍ温水ࢆ有効活用ࡋ，消化タンクࡢ加温࡟利用࡚ࡋいࡍࡲ。 

た蒸気ࡋ回収ࡽ࠿排気熱ࡢンࢪエンࢫ࢞ࡿࡍ使用࡟発電ࢫ࢞た，消化ࡲ

 。ࡍࡲい࡚ࡋ有効活用࡚ࡋ࡜熱源ࡢ汚泥乾燥ࢆ

 

 

 

         

   

 

 

 

 

 

 

乾燥汚泥               消化ࢫ࢞発電機 
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44.1% 16.6% 36.5% 2.8%熱量換算

ࣇラࢢ タイトル

消化ࢫ࢞利用 温水利用ࡢࡽ焼却工場か࣑ࢦ 電力購入 㔜油購入

再生ｴﾈﾙｷﾞｰ利用熱量 66.2% 電力・㔜油消費熱量

㸦GJ㸧

 

࠙༡部ୗ水終ᮎ処理場エネࣝࢠー利用状況フࣟーࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ࠙再生エネࣝࢠー利用状況   㸦H27実績㸧ࠚ

  

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

買電

都市ゴ䝭 排熱䝪イラ䞊

ゴ䝭焼却工場

䠄温水䠅

ୗ水汚泥

　買電・㔜油

消化ガス 䝪イラ 　㔜油

汚水処理施設 ガス発電設備

消化䝍ンク

加       温

汚泥乾燥設備

給湯・暖ᡣ

䠄汚泥処理施設䠅

汚泥処理施設

　　　　　冷却水　　　　　　　　　排気ガス

温水回収

熱交換器

汚泥熱交換器

消化ガスの再生利用形態

電力

蒸気

温水



38 

 

第 4章 上ୗ水道事業ࡢ将来ࡢ事業環境 

 

㸯 将来ࡢ外部環境 

㸦㸯㸧函館市ࡢ将来人口 

函館市人口ビࢪョン㸦ᖹ成 27ᖺ 10᭶㸧࡛ࡣ，今後ࡶᮏ市ࡢ人口ࡣ減少傾向ࡀ

ᖹ成ࡿ計⏬最終ᖺ࡛あࡢョンࢪᮏビ，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜ࡋ見通ࡃ⥆ 38 ᖺࡢ推計人口

㸦中఩㸧ࡣ 231,000 人࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

 ࠙函館市ࡢ将来人口ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧水需要ࡢ見通し 

人口ࡢ減少や節水型機器ࡢ普及ࡾࡼ࡟࡝࡞，水需要ࡣ減少ࡃ⥆ࡀこࡀ࡜見込ࡲ

ᖹ成，ࡣ水道有収水量ࡢࡾ㸯日当た，ࢀ 27ᖺ度ࡢ 80,949 ㎥ࡽ࠿ᖹ成 38 ᖺ度࡟

ࡣ 67,000 ㎥程度࡟減少ࡿࡍ見込ࡍ࡛ࡳ。同様࡟，㸯日当たࡢࡾୗ水道有収水量

ᖹ成，ࡶ 27ᖺ度ࡢ 75,747㎥ࡽ࠿，ᖹ成 38 ᖺ度ࡣ࡟ 61,000㎥程度࡟減少ࡿࡍ見

込࡚ࡗ࡞࡜ࡳいࡍࡲ。こࡢたࡵ，今後ࡢ上ୗ水道施設ࡢ更新࡟あたࡣ࡚ࡗ，水需

要࡟対応ࡋた施設規模ࡢ適正化ࢆ図ࡾ，効果的࡞施設ࡢ更新ࢆ進ࡿࡵ必要ࡀあࡾ

 。ࡍࡲ

 

㸦㸱㸧水道料金収入・ୗ水道使用料収入ࡢ見通し 

水需要ࡢ減少ࡀ見込ࡿࢀࡲこࡽ࠿࡜，水道࣭ୗ水道事業ࡢ料金࣭使用料収入ࡣ

減少࡚ࡋいࡃ見通࡚ࡗ࡞࡜ࡋいࡍࡲ。こࡢたࡵ，今後࠾࡟い࡚ࡶ引ࡁ⥆ࡁ効率的

 。ࡍࡲࡾあࡀ必要ࡿࡵ努࡟運営ࡢ事業࡞
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࠙水需要，料金・使用料収入ࡢ見通しࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸰 将来ࡢ内部環境 

㸦㸯㸧水道施設ࡢ状況 

ᮏ市࡛ࡣ，主࡟昭和 40 ᖺ代以前࡟整備さࢀた老朽管路ࡢ更新ࢆ進࡚ࡵいࡍࡲ

࡞劣化状況，ࡶい࡚ࡘ࡟管種ࡢ࡝࡞クタイル鋳鉄管ࢲࡴ含ࢆ基幹管路ࡣ今後，ࡀ

 。ࡍࡲࡾ࡞࡜必要ࡀ更新࡚ࡌ応࡟࡝

浄水場ࡢ࡝࡞施設ࡘ࡟い࡚ࡶ，高度経済成長期ࡢ急速࡞水需要ࡢ増加࡟対応ࡍ

見込ࡀ増加ࡢ施設や設備ࡿࡍ老朽化ࡣ今後，ࡽ࠿࡜たこࡁ࡚ࡋ拡張整備࡟ࡵたࡿ

 。ࡍࡲࢀࡲ

 

  ࠙年代別水道管路延長内訳ࠚ 
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㸦㸰㸧ୗ水道施設ࡢ状況 

ᮏ市࡛ࡣ，国ࡢ支援制度ࢆ利用ࡋ，長ᑑ命化計⏬ࡢ対象ࡿ࡞࡜ᕸ設後 50 ᖺ以

上経過ࡋた管渠ࡘ࡟い࡚，劣化状況࡟応࡚ࡌ計⏬的࡞更新ࢆ行ࡋࡲࡁ࡚ࡗたࡀ，

今後ࡣ更新ࡢ対象ࡿ࡞࡜管渠ࡢ増加ࡀ見込ࡍࡲࢀࡲ。さࡣ࡟ࡽ，処理区域ࡢ拡大

た処理場やポンプࡁ࡚ࡋ整備ࢆ施設࡟合わせ࡚段階的࡟増加ࡢ伴う流入水量࡟

場ࡘ࡟い࡚ࡶ，管渠࡜同様࡟老朽化ࡿࡍ施設や設備ࡢ増加ࡀ見込ࡍࡲࢀࡲ。 

࡟ࡵ行うたࢆ更新ࡢୗ水道施設࡞計⏬的，ࡋ利用ࢆ支援制度ࡢ国ࡶた，今後ࡲ

ࡿࡍ⏬計࡟一体的ࢆ点検，調査，修⧋，改築，ࡋ予測ࢆ状態ࡢ施設࡞長期的，ࡣ

ント࣓ࢪトックマネࢫୗ水道ࠕ

※

計⏬ࠖࢆ策定ࡿࡍ必要ࡀあࡍࡲࡾ。 

 

 

࠙年代別ୗ水道管渠延長内訳ࠚ 
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㸱 こࢀかࡢࡽ上ୗ水道事業ࡢ課題 

上ࡢࡽ࠿ࢀこ，ࡽ࠿ෆ容ࡢ事業環境ࠖࡢ将来ࠕ課㢟ࠖや࡜現況ࡢ上ୗ水道事業ࠕ 

ୗ水道事業ࡾྲྀࡀ組ࡁ࡭ࡴ課㢟ࡋࡲࡵ࡜ࡲࢆた。 

 

区分 取ࡾ組ࡁ࡭ࡴ課題 

水 道 ○安心࡛安定ࡋた水ࡢ確保 

○水質管理体制ࡢ強化 

○増加ࡿࡍ老朽化施設ࡢ࡬対策 

○配水池容量ࡢ確保 

○施設ࡢ耐震化࡜災害対策 

○水需要ࡢ減少࡟伴う施設規模ࡢ適正化 

○貯水槽水道ࡢ衛生管理ࡢ徹底 

○温泉ࡢ安定供給 

ୗ水道 ○汚水管ࡢ整備 

○水洗化ࡢ普及ಁ進 

○雨水管ࡢ整備 

○増加ࡿࡍ老朽化施設ࡢ࡬対策 

○施設ࡢ耐震化࡜災害対策 

○水需要ࡢ減少࡟伴う施設規模ࡢ適正化 

○公共用水域ࡢ水質保全ྲྀࡢ組ࡢ⥅⥆ 

経 営 

環 境 

○料金࣭使用料収入ࡢ減少 

○効率的࡞事業運営ࡢ⥅⥆ 

○環境㈇荷ప減ྲྀࡢ組 
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第 5章 上ୗ水道事業ࡢ目指ࡍもࡢ 

 

㸯 基本理念㸦目指ࡁ࡭ࡍ理想像㸧 

水ࡣ生命ࡢ源࡛あࡾ，絶えࡎ地球上ࢆᚠ環ࡽࡀ࡞ࡋ，人々ࡢ生活ࢆ支え，潤いࢆ

୚え࡟ࡶ࡜࡜ࡿ，産業や文化ࡢ発展ࡢ礎ࡿ࡞࡟，極࡚ࡵ重要࡞資源࡛ࡍ。 

 こࡢ水ࡣ࡝ࢇ࡜࡯ࡢ海水や雪氷，大気中ࡢ水ศ࡚ࡋ࡜࡝࡞Ꮡ在ࡿࡍたࡵ，私た

 。ࢇせࡲࡾあ࠿ࡋ࠿ࡎわࡢ水ࡢ地球全体ࡣ水ࡿࡁ利用࡛ࡀࡕ

こࡢ貴重࡞水࠿࠿࡟わࡿ水道࣭ୗ水道事業ࡣ，こ࡛ࡲࢀ，公衆衛生ࡢ向上࡜生活

環境ࡢ改善ࢆ使命ࡋ࡜，市民ࡀ安心࡛ࡿࡁ水ࢆ安定的࡟供給࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ，公共

用水域ࡢ水質保全࡟࡝࡞努ࡋࡲࡁ࡚ࡵた。 

今や上ୗ水道ࡣ，市民生活や都市活動ࢆ支えࡿḞࡍ࠿こ࡞ࡁ࡛ࡢ࡜い社会基盤

施設ࡀࡍࡲࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜，こࡣࡽࢀ，長いᖺ᭶࠿ࢆけ࡚ඛ人たࡀࡕ築ࡁ上ࡁ࡚ࡆ

た貴重࡞㈈産࡛ࡍ。 

こࡶࡽ࠿ࢀ，安全࡛快適࡞市民生活࡟㈉献࡚ࡋいࡃた࡟ࡵ，健全࡞経営࡜ࡶࡢ

施設ࡢ質的࡞向上ࢆ図ࡾ，上ୗ水道ࡢ機能ࢆ次世代࡟引ࡁ⥅い࡛いࡃこࡀ࡜，上

ୗ水道事業ࡢ目指ࡁ࡭ࡍ将来像࡜考え࡚いࡍࡲ。 

こࡼࡢう࡞こࡽ࠿࡜，ᮏ上ୗ水道事業経営ビࢪョンࢆ推進ࡿࡍうえ࡛ࡢ基ᮏ理

念ࠕࢆ信㢗࡛ࢆࡋࡽࡃ支え，ᮍ来ࡄ࡞ࡘ࡬水ࡍࡲࡋ࡜ࠖࡕࡳࡢ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信頼࡛ࡽࡃしを支え，未来へࡄ࡞ࡘ水ࡢみち 

安 全

ࡿしを支えࡽࡃ

持 ⥆

健全࡞運営

強 靱

災害࡟強い

信 頼 
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㸰 基本方針 

 基ᮏ理念ࡢ実現࡬向け，次ࡢࡘ４ࡢ基ᮏ方針ࢆ設定ࡋࡲࡋた。 

 

 

 

  

   安全࡛良質࡞水ࡢ安定供給や，汚水処理ࡿࡼ࡟快適࡞生活環境ࡢ確保࡟ 

向けたྲྀ組ࢆ進ࡍࡲࡵ。  

 

 

 

 

 

 

   地震や津波ࡢ࡝࡞災害࡟対࡚ࡋ強靱࡞ライࣇラインࢆ目指࡟ࡶ࡜࡜ࡍ， 

危機管理体制ࡢ強化ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 

 

 

 

 

 

   事業経営ࡢ効率化や，人や組織ࡢ活性化，情報発信ࡢ強化ྲྀࡢ࡝࡞組ࢆ 

進ࡵ，持⥆性ࡢあࡿ安定ࡋた経営基盤ࢆ確立ࡍࡲࡋ。 

 

 

 

 

 

 

  再生可能エネルࡢ࣮ࢠ活用や，資源ࡢ有効利用ࡿࡼ࡟࡝࡞環境㈇荷ࡢప 

減ࡾྲྀ࡟組ࡍࡲࡳ。 

 

 

 

 

㸯 ࡽࡃしを支えࡿ上ୗ水道 

㸱 信頼さࡿࢀ事業運営 

㸲 環境対策ࡢ推進 

㸰 災害࡟強い上ୗ水道 
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第 6章 将来࡟向けた目標࡜取組 

 

㸯 計画水量ࡢ見込み 

ᮏビࢪョン࠾࡟けࡿ計⏬水量ࡣ，水需要予測ࡾࡼ࡟推計ࡋたᖹ成 38ᖺ度ࡢ㸯日

最大給水量 96,000㎥，㸯日最大汚水量 88,000 ㎥࡚ࡋ࡜いࡍࡲ。 

ࢆࡋ見直࡚ࡌ応࡟必要ࡾࡼ࡟࡝࡞変化ࡢ社会情勢，ࡣい࡚ࡘ࡟計⏬水量，࠾࡞

行いࡍࡲ。 

 

㸰 施策体系 

 基ᮏ方針࡟基࡙ࡃ施策目標࡜，そ࡟ࡽࢀ対ࡿࡍ主要施策ࡋࡲࡵ࡜ࡲࢆた。 
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㸱 主要施策࡜具体的࡞取組 

 

 

  

 

 

 

 

主 要 施 策 

ձ水源域ࡢ適ษ࡞保全 

࣭水源域ࡢ保全ࢆ図ࡿたࡵ，計⏬的࡞森林ࡢ整備࣭保育ࢆ推進ࡍࡲࡋ。 

けたཷࢆ指定ࡢ水資源保全地域ࡾࡼ࡟条例ࠖࡿࡍ関࡟保全ࡢ໭海道水資源ࠕ࣭

水源域ࡘ࡟い࡚，໭海道࡜連携ࡋ適正࡞土地利用ࡢ確保ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 

 

 

 

 

 

主 要 施 策 

ձ新規水源整備 

࣭尾ᮐ部浄水場࠾࡟けࡿ安定ྲྀ水ࢆ確保ࡿࡍたࡵ，新た࡞水源ࢆ整備ࡍࡲࡋ。 

 

 

施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ձ新規水源整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸯㸧安心࡛ࡿࡁ水ࡢ確保 

施 策 目 標 

上水道 

 

㸦㸰㸧安定取水ࡢ確保 

施 策 目 標 

上水道 

ᑿᮐ部浄水場 

新規水源整備 
調査 
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主 要 施 策 

ձ水質管理体制ࡢ充実 

࣭水質管理ࡢ充実ࢆ図ࡿたࡵ，水質検査機器ࡢ整備更新ࢆ進ࡵ，外部精度管理

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ向けたྲྀ組࡟向上ࡢ検査精度࡚ࡋ利用ࢆ࡝࡞

水࣭源ࣃト࣮ࣟルやᮎ端給水栓ࡢ水質検査࡝࡞，水源ࡽ࠿蛇口ࡢ࡛ࡲ一貫ࡋた

水質┘視ࢆ⥅⥆的࡟行いࡍࡲ。 

 

ղ浄水場ࢁ過設備ࡢ整備 

࣭耐塩素性病原生物

※

対策ࡢ強化ࢆ図ࡿたࡵ，ྂ部浄水場ࢁ࡟過設備ࢆ整備ࡋ

 。ࡍࡲ

尾࣭ᮐ部地区ࡢ࡬࡝࡞安全࡞水ࡢ供給࡜，将来的࡞施設ࡢ統廃合ࡿࡼ࡟効率的

 。ࡍࡲࡋ整備ࢆ過設備ࢁ࡞新た࡟尾ᮐ部浄水場，ࡵたࡿ図ࢆ運用ࡢ水道施設࡞

 

 

施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ղ浄水場ࢁ過設備ࡢ整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ྂ部浄水場 
 過設備整備ࢁ

ᑿᮐ部浄水場 
 過設備整備ࢁ

㸦㸱㸧安全࡞水ࡢ供給 

施 策 目 標 

上水道 
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主 要 施 策 

ձ 老朽施設ࡢ計⏬的࡞更新࡜施設規模ࡢ適正化 

水࣭道施設ࡢ機能維持ࢆ図ࡿたࡵ，将来ࡢ水需要࡟対応ࡋた施設規模ࡢ見直ࡋ

や供給区域ࡢ࡝࡞検討ࢆ行い，計⏬的，効果的࡞老朽施設ࡢ更新ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

対象施設 

࣭赤川高区浄水場ࢁ過池 

࣭元⏫高区配水池 

࣭赤川ప区第㸯配水池 

࣭赤川高区࣭旭岡系配水ᮏ管 

࣭更新対象配水管 

 

ղ配水池容量ࡢ確保 

大࣭規模࡞宅地開発ࡀ進࡚ࢀࡽࡵいࡿ，赤川高区浄水場ࡢࡽ࠿供給区域࡟対ࡍ

 。ࡍࡲࡋ整備ࢆ配水池࡟新た，ࡵたࡿ図ࢆ安定供給ࡿ

尾࣭ᮐ部地区࠾࡟࡝࡞けࡿ安定供給ࡢ維持ࢆ図ࡿたࡵ，尾ᮐ部浄水場࡟配水池

 。ࡍࡲࡋ増設ࢆ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸲㸧水道施設機能ࡢ保全 

施 策 目 標 

上水道 
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施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ձ老朽施設ࡢ計⏬的࡞更新࡜施設規模ࡢ適正化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ղ配水池容量ࡢ確保 

 

 

 

 

 

主࡞整備内容 

更新管路延長㸦旭岡・赤川高区系配水本管㸧㸦km㸧     7 km 

更新管路延長㸦普通鋳鉄管࡝࡞㸧㸦km㸧    40 km 

 

 

 

 

 

 

 

赤川高区浄水場ࢁ過池 

赤川ప区 

第㸯配水池 

旭岡・赤川高区系配水本管 

配水管更新 

中ࡢ沢配水池・送水管 ᑿᮐ部配水池 

元⏫高区 

配水池 
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主 要 施 策 

ձ指定給水工事事業者ࡢ࡜連携 

給࣭水装置࡟起因ࡿࡍ事故ࢆ防Ṇࡿࡍたࡵ，指定給水工事事業者࡟対࡚ࡋ給水

装置࡟関ࡿࡍ規則，製品規格，工法ࡢ࡝࡞情報ࢆ速や࡟࠿提供ྲྀࡿࡍ組ࢆ進ࡵ

 。ࡍࡲࡾ図ࢆ連携強化ࡢ࡜指定給水工事事業者，࡝࡞ࡿ

 

ղ貯水槽水道ࡢ適ษ࡞管理 

࣭貯水槽水道ࡢ適ษ࡞維持管理ಁࡢ進ࢆ図ࡿたࡵ，市立函館保健所࡜連携ࡋ，

所有者࡟対࡚ࡋ適ษ࡞管理࡟関ࡿࡍ指ᑟやຓ言ࢆ行いࡍࡲ。 

給࣭水装置࠾࡟けࡿ水質悪化ࢫࣜࡢクࢆప減ࡿࡍたࡵ，ྲཱྀ 水槽ࡀ୙要ࡿ࡞࡜直

結給水方式ࡢ普及ಁ進࡟努ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸳㸧適ษ࡞給水装置管理ࡢ推進 

施 策 目 標 

上水道 
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主 要 施 策 

ձ汚水管ࡢ整備 

公࣭衆衛生ࡢ向上や生活環境ࡢ改善ࡢたࡵ，ᮍ普及地区解消࡟向けた汚水管ࡢ

整備ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

ղ水洗化ࡢ普及ಁ進 

新࣭た࡟処理区域ࡗ࡞࡜た家屋ࡢ࡬戸別訪問ࢆ引ࡁ⥆ࡁ実施ࡋ，水洗化ࡢ普及

ಁ進࡟向けたྲྀ組ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

 

施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ձ汚水管ࡢ整備 

 

 

 

 

 

主࡞指標 

㡯 目 
27 年度 

実 績 

38 年度 

見込み 

処理人口普及率 

㸦処理人口/行政人口㸧ェ100 
90.2 % 90.7 % 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸴㸧ୗ水道ࡢ普及ಁ進 

施 策 目 標 

ୗ水道 

未普及地区ࡢ整備 
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   主 要 施 策 

ձ老朽施設ࡢ計⏬的࡞更新࡜施設規模ࡢ適正化 

࣭老朽化ࡿࡍ施設ࡢ増加࡟対応ࡿࡍたࢫ，ࡵトックマネ࣓ࢪント計⏬ࢆ策定

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ維持管理࣭更新ࡢ施設࡞計⏬的，ࡋ

将࣭来ࡢ水需要ࢆ見据えた施設規模ࡢ見直ࢆࡋ行い，効果的࡞ୗ水道施設ࡢ更

新ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

ղ୙明水対策ࡢ推進 

࣭୙明水ࡿࡼ࡟汚水管ࡢࡽ࠿溢水

※

被害ࢆ防Ṇࡋ，処理場ࡢ維持管理費用ࡢ抑

制ࢆ図ࡿたࡵ，引ࡁ⥆ࡁ୙明水ࡢ調査ࡢ࡝࡞対策ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

 

施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ձ老朽施設ࡢ計⏬的࡞更新࡜施設規模ࡢ最適化 

 

 

 

 

  

主࡞整備内容 

更新管渠延長㸦km㸧   30 km 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸵㸧ୗ水道施設機能ࡢ保全 

施 策 目 標 

ୗ水道 

施設ࡢ更新・長ᑑ命化 
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   主 要 施 策 

ձᨺ流水質ࡢ適正管理 

࣭公共用水域ࡢ水質保全ࡢたࡵ，引ࡁ⥆ࡁ適正࡞汚水処理ࢆ行う࡟ࡶ࡜࡜，水

質検査機器ࡢ計⏬的࡞更新ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

処࣭理場࠾࡟けࡿ雨水貯留管ࡢ適ษ࡞運用࡝࡞，雨天時ᨺ流水質ࡢ向上࡬向け

たྲྀ組ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

汚水処理施設運転管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸶㸧公共用水域ࡢ水質保全 

施 策 目 標 

ୗ水道 
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主 要 施 策 

ձ温泉供給設備ࡢ計⏬的࡞更新࡜供給量ࡢ適ษ࡞管理 

࣭温泉ࡢ安定供給ࢆ図ࡿたࡵ，引ࡁ⥆ࡁ計⏬的࡞供給設備ࡢ更新ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

温࣭泉水఩や揚湯量ࡢ࡝࡞観測࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ⥆⥅ࢆ，໭海道や市立函館保健所

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ向けたྲྀ組࡬保護ࡢ温泉資源ࡿけ࠾࡟湯川地区，ࡋ連携࡜࡝࡞

温࣭泉使用者࡟対ࡿࡍ減量ࡢ࡬協力要請࡝࡞，供給量ࡢ縮減࡟向けたྲྀ組ࢆ進

 。ࡍࡲࡵ

 

 

施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ձ温泉供給設備ࡢ計⏬的࡞更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主࡞整備内容 

温泉供給本管更新延長㸦km㸧   6.5 km 

 

 

 

 

㸦㸷㸧温泉ࡢ安定供給 

施 策 目 標 

上水道 

温泉供給本管更新 

ᥭ湯ポンプ更新 

  導湯管更新 
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主 要 施 策 

ձ水道施設ࡢ耐震化 

地࣭震ࡿࡼ࡟水道施設ࡢ被害ࢆ最ᑠ限࡟Ṇࡵ，緊急時࠾࡟けࡿ給水ࢆ可能࡞限

基幹施設，ࡵたࡿࡍ確保ࡾ

※

࡛あࡿ旭岡浄水場，旭岡配水池，赤川高区第㸯配

水池ࢆ補強ࡋ耐震化ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 。ࡍࡲࡾ図ࢆ併せ࡚耐震化࡟更新，ࡣい࡚ࡘ࡟老朽施設ࡢ他ࡢた，そࡲ

 

ղୗ水道施設ࡢ耐震化 

地࣭震ࡿࡼ࡟ୗ水道施設ࡢ被害ࢆ最ᑠ限࡟Ṇࡵ，ୗ水道施設ࡢ機能ࢆ確保ࡿࡍ

たࡵ，更新࡟併せ࡚耐震化ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

津࣭波ࡿࡼ࡟ᾐ水被害ࡀ予想さࡿࢀ施設ࡘ࡟い࡚ࡣ，効果的࡞津波対策ࡢ検討

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          耐震⥅手ࡢ水道管 

 

 

㸦画像提供：日本ࢱࢡࢲイࣝ鉄管協会㸧 

 

 

 

㸦㸯㸧地震対策ࡢ推進 

施 策 目 標 

上水道 

 

ୗ水道 
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施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ձ水道施設ࡢ耐震化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ղୗ水道施設ࡢ耐震化 

 

 

 

 

 

主࡞指標 

㡯 目 
27 年度 

実 値 

38 年度 

見込み 

浄水場耐震化率㸦水道㸧 

㸦耐震化さࢀた浄水施設能力/全浄水施設能力㸧ェ100 
15.6 % 79.9 % 

配水池耐震化率㸦水道㸧 

㸦耐震化さࢀた配水池容量/全配水池容量㸧ェ100 
8.9 % 48.8 % 

基幹管路耐震適合率㸦水道㸧 

㸦耐震化さࢀた基幹管路延長/全基幹管路延長㸧ェ100 
54.9 % 59.2 % 

非耐震管更新率※㸦ୗ水道㸧 

㸦耐震化さࢀた管渠延長/耐震性࡞ࡢい管渠総延長㸧ェ100 
9.7 % 26.8 % 

 

 

 

 

 

 

旭岡浄水場 耐震化 

旭岡配水池 
耐震化 

赤川高区第㸯 
配水池 
耐震化 

老朽施設ࡢ更新࡟併࡚ࡏ耐震化 

老朽施設ࡢ更新࡟併࡚ࡏ耐震化 
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   主 要 施 策 

ձ雨水管ࡢ整備 

࣭雨水管ࡘ࡟い࡚ࡣ，緊急性ࡢ高い地区ࢆ優ඛ的࡟整備࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ，道路工

事࡟࡝࡞併せた効率的࡞整備ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 

ղ雨水流出抑制対策ࡢ強化 

民࣭間事業者ࡿࡼ࡟࡝࡞大規模࡞土地利用ࡾࡼ࡟，雨水流出量ࡀ従前ࡾࡼ増加

抑ࡢ雨水流入量ࡢ࡬行い，ୗ水道ࢆຓ言や指ᑟࡿࡍ対࡟雨水処理，ࡣ場合ࡿࡍ

制ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 

 

施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ձ雨水管ࡢ整備 

 

 

 

 

 

主࡞指標 

㡯 目 
27 年度 

実 値 

38 年度 

見込み 

雨水整備率 

㸦雨水整備面積/事業計画面積㸧ェ100 
58.9 % 59.7 % 

 

 

 

 

 

 

 

雨水管ࡢ整備 

㸦㸰㸧ᾐ水対策ࡢ推進 

施 策 目 標 

ୗ水道 
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主 要 施 策 

ձ 災害対策マࢽュアル࡜訓練ࡢ充実化 

࣭災害時࠾࡟けࡿ応急体制ࢆ強化ࡿࡍたࡵ，訓練ࢆ࡝࡞通࡚ࡌ業務⥅⥆計⏬

(㹀㹁Ｐ)ࡢ࡝࡞災害対策マࢽュアルࢆ適宜見直ࡋ，一層ࡢ充実化ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 

ղ公民連携ࡢ推進 

災࣭害時࠾࡟けࡿ管路施設ࡢ応急復ᪧ࡟࡝࡞関ࡿࡍ協定࡟基࡙ࡁ，災害時࡟᪩

期ࡢ機能回復ࢆ図ࡿたࡵ，民間事業者ࡢ࡜合同訓練ࢆ࡝࡞定期的࡟行う࡜࡜

 。ࡍࡲࡋ推進ࢆ組ྲྀࡢ公民連携ࡿけ࠾࡟࡝࡞断水作業，࡟ࡶ

࣭浄水場࡜処理場ࡘ࡟い࡚ࡣ，災害時࠾࡟けࡿ復ᪧ応援࡟࡝࡞関ࡋ，民間事業

者ࡢ࡜協定ࡢ締結࡟向けたྲྀ組ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

ճ広域連携ࡢ推進 

࣭近隣事業者や道ෆ他都市ࡢ࡜災害復ᪧ࡟関ࡿࡍ研修会や共同訓練࡟࡝࡞参

加ࡋ, 広域的࡞応援態勢ࡢ充実ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

࣭災害時࠾࡟けࡿ迅速࡞連携体制ࡢ確立࡟向け࡚，応援࣭ཷ援計⏬ࡢ策定ྲྀ࡟

 。ࡍࡲࡳ組ࡾ

 

մ災害時資器ᮦࡢ確保 

࣭資器ᮦࡢ備蓄࡜管理ࢆ適ษ࡟行う࡟ࡶ࡜࡜，災害時࠾࡟けࡿ薬品࣭燃料࡝࡞

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ向けたྲྀ組࡟確保࡞優ඛ的ࡢ

 

 

 

 

 

 

 

 

      函館市防災訓練         日本水道協会道西地区災害時総合応援訓練 

㸦㸱㸧災害対応力ࡢ向上 

施 策 目 標 

ୗ水道 上水道 
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主 要 施 策 

ձ適正࡞料金体系ࡢ検討 

人࣭口ࡢ減少࡟伴う水需要ࡢ減少やᑠ口利用者ࡢ増加，施設ࡢ老朽化や災害対

策ࡢ拡充࡝࡞，経営環境ࡀ大ࡃࡁ変化࡚ࡋいࡿたࡵ，上ୗ水道事業ࡀ将来࡟わ

たࡾ持⥆可能ࡿ࡞࡜料金体系࡟関ࡿࡍ調査研究ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

ղ収納率

※

 向上ࡢ

経࣭営ࡢ健全性や利用者㈇担ࡢ公ᖹ性ࢆ保ࡘたࡵ，滞納整理ྲྀࡢ࡬組ࡢ強化ࢆ

進ࡵ収納率ࡢ向上ࢆ図ࡾ，併せ࡚効率的࡞徴収方法ࡢᑟ入࡬向けた検討ࢆ進

 。ࡍࡲࡵ

 

ճコࢫト縮減ྲྀࡢ組推進 

࣭民間活力ࢆ活用ࡋたＰＰＰ/ＰＦＩ手法

※

い࡚検討ࡘ࡟施設整備ࡿࡼ࡟࡝࡞

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ

 

մアセットマネ࣓ࢪント

※

 策定ࡢ⏬投資࣭㈈政計ࡃ基࡙࡟

࣭上ୗ水道施設ࡢ整備࣭更新，維持管理࡟係ࡿ費用ࢆ最適化ࡋ，中長期的࡟収

支バランࢀྲྀࡢࢫた投資࣭㈈政計⏬ࢆ策定ࡿࡍた࡟ࡵ，アセットマネ࣓ࢪント

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ向けたྲྀ組࡟ᑟ入ࡢ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸯㸧健全࡞事業経営ࡢ推進 

施 策 目 標 

ୗ水道 上水道 
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主 要 施 策 

ձ 人ᮦ育成࡜効率的࡞組織体制ࡢ構築 

経࣭営環境ࡢ変化࡟迅速ࡘ࠿柔軟࡟対応ࡿࡍたࡵ，簡素࡛効率的࡞組織体制ࡢ

構築࡟努ࡍࡲࡵ。 

࣭長ᖺࡢ経験࡛ᇵわࢀた技術ࢆ，着実࡟次ࡢ世代ࡢ職員࡟⥅ᢎࡿࡍたࡵ，職場

研修ࡢ実施や技術マࢽュアルࡢ࡝࡞整備ࡾྲྀ࡟組ࡍࡲࡳ。 

࣭職員ࡢ能力開発ࡢたࡵ，企業局独自ࡢ職員研修ࢆ計⏬的࡟実施ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

࡟育成ࡢ人ᮦ，ࡋ活用ࢆ࡝࡞研修ࡿࡍ実施ࡢ外部団体ࡢ࡝࡞日ᮏ水道協会，࡟

努ࡍࡲࡵ。 

 

ղ公民連携ࡢ推進ࡿࡼ࡟効率的࡞事業ࡢ運営 

࣭業務委託ࡘ࡟い࡚ࡣ，こྲྀࡢ࡛ࡲࢀ組ࢆ⥅ᢎ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ，効率的࡞事業ࡢ

運営࡟向け࡚，さࡿ࡞ࡽ検討ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

࣭民間事業者ࡢ࡝࡞職員࡟対ࡿࡍ技術指ᑟࡾࡼ࡟公民一体ࡗ࡞࡜た技術⥅ᢎ

 。ࡍࡲࡵ努࡟

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    断水作業௙ษ弁操作訓練               職員研修 

 

 

㸦㸰㸧効率的࡞組織࡙ࡾࡃ 

施 策 目 標 

ୗ水道 上水道 
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主 要 施 策 

ձ 情報提供ࡢ充実 

࣭上ୗ水道事業࡟対ࡿࡍ理解ࢆ得ࡿたࡵ，引࣮࣍，ࡁ⥆ࡁムࢪ࣮࣌や広報紙ࢆ

活用ࡋ，効果的࡞情報提供࡟努ࡍࡲࡵ。 

 

ղ 利用者ࡢ࡜コ࣑ュࢽケ࣮ࢩョンಁࡢ進 

出࣭前講ᗙや上ୗ水道施設見学会ࢆ࡝࡞通ࡌ，利用者ࡢ࡜コ࣑ュࢽケ࣮ࢩョン

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ組ྲྀࡿࡵ深ࢆ理解ࡢ࡬࡝࡞や役割ࡳࡃࡋࡢ上ୗ水道，ࡾ図ࢆ

上࣭ୗ水道事業ࡢ適正ࡘ࠿合理的࡞運営ࢆ図ࡿたࡵ，企業局経営懇話会ࢆ࡝࡞

通࡚ࡌ広ࡃ市民ࡢࡽ࠿意見ࢆ求ࡵ，市民ࢆࢬ࣮ࢽ事業運営࡟཯映させྲྀࡿ組

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

       施設見学会               企業局経営懇話会 

 

 

 

 

 

 

㸦㸱㸧透明性ࡢ高い事業運営 

施 策 目 標 

ୗ水道 上水道 
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主 要 施 策 

ձ省エネル࣮ࢠ対策ࡢ推進 

電࣭力使用量ࡢ削減ࢆ図ࡿたࡵ，新技術ࢆ利用ࡋた省エネ型機器ࡢᑟ入ࢆ積極

的࡟進ࡍࡲࡵ。 

 

ղ資源ࡢ有効活用ࡢ推進 

࣭水資源ࡢ有効活用ࢆ図ࡿたࡵ，漏水防Ṇ調査ྲྀࡢ࡝࡞組ࢆ推進ࡋ，有効率ࡢ

向上࡟努ࡍࡲࡵ。 

浄࣭水場や処理場࡛発生ࡿࡍ汚泥ࡘ࡟い࡚ࡣ，さࡿ࡞ࡽ有効活用࡟向けた調査

研究ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

再࣭生可能エネルࡢ࣮ࢠ有効活用ࡾࡼ࡟環境㈇荷ࡢప減ࢆ図ࡿたࡵ，赤川高区

浄水場࠾࡟けࡿᑠ水力発電設備ࡢ安定的࡞運転࡟努ࡍࡲࡵ。 

処࣭理過程࡛発生ࡿࡍ消化ࡣࢫ࢞，引ࢫ࢞ࡁ⥆ࡁ発電エンࢪンࡢ࡝࡞燃料ࡋ࡜

࡚利用ࡋ，資源ࡢ有効活用࡟努ࡍࡲࡵ。 

࣭さࡿ࡞ࡽ再生可能エネルࡢ࣮ࢠ有効活用࡟向け࡚調査研究ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漏水防Ṇ調査 

 

 

㸦㸯㸧環境㈇荷ࡢప減 

施 策 目 標 

ୗ水道 上水道 
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第 7章 安定した事業運営࡟向け࡚ 

 

㸯 水道事業 

㸦㸯㸧投資計画 

  計⏬期間ෆࡢ施設整備ࡢෆ容ࡣ，水源，浄水場，配水池，基幹管路ࡢ整備更新

更新ࡢ更新や消火栓整備，温泉供給施設ࡢ耐震化，老朽配水管ࡢ配水池，࠿࡯ࡢ

計⏬期間，ࡾあ࡛࡝࡞ 10ᖺ間ࡢ投資額ࡢ合計ࡣ約 223億෇࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

࠙建設改良事業費ࡢ内訳ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦注㸧四捨五入ࡢ関係࡛，計࡜内訳ࡣ࡜必ࡎしも一致し࡞い。 

 

○計画期間内ࡢ主࡞施設整備ࡢ内容 

 

ձ原水ࡼ࠾び浄水施設事業費 

  水源࣭浄水場ࡢ設備や施設，ᑟ水管ࡢ࡝࡞整備更新事業費࡛ࡍ。 

   赤川高区浄水場ࢁ過池更新 

   旭岡浄水場ࢁ過池耐震化 

ղ配水施設事業費 

  配水池，送配水管ࡢ࡝࡞整備更新事業費࡛ࡍ。 

配水池更新㸦元⏫高区，赤川ప区第㸯㸧 

配水池耐震化㸦赤川高区，旭岡㸧 

中ࡢἑ配水池࣭送水管整備 

   管路更新㸦配水ᮏ管，配水管㸧 

   配水管整備 

 

 

 

㸦税込単位：百万෇㸧

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

200 530 1,920 2,275 649 453 427 323 580 819 8,176

841 1,109 1,069 1,341 1,047 1,056 1,085 1,305 1,041 1,066 10,960

55 103 50 38 100 86 134 282 439 79 1,366

20 20 21 21 21 21 21 21 21 21 208

19 16 66 18 16 23 15 17 17 17 224

198 144 154 153 130 126 108 103 122 135 1,373

1,333 1,922 3,280 3,846 1,963 1,765 1,790 2,051 2,220 2,137 22,307

温泉事業費

そࡢ他固定資産取得費

合 計

区　　　分

建

設

改

良

費

原水及び浄水施設事業費

配水施設事業費

簡易水道施設事業費

消火栓事業費
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ճ簡易水道施設事業費 

 簡易水道ࡢ施設，設備，管路ࡢ࡝࡞整備更新事業費࡛ࡍ。 

   尾ᮐ部浄水場水源，ࢁ過池，配水池整備 

   ྂ部浄水場ࢁ過設備整備 

   配水管更新 

մ消火栓事業費 

 消火栓ࡢ整備事業費࡛ࡍ。 

յ温泉事業費 

  温泉供給管࡝࡞温泉施設ࡢ更新事業費࡛ࡍ。 

նそࡢ他固定資産取得費 

  水道࣓࣮タ࣮，水質検査機器ࡢ࡝࡞固定資産ྲྀ得費࡛ࡍ。 
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㸦㸰㸧経営ࡢ見通し 

水道料金収入ࡣ今後ࡶ減少ࡃ⥆ࡀ見込ࡀࡍ࡛ࡳ，投資ࡢᖹ準化や効率的࡞事

業ࡢ運営࡟向けたྲྀ組ࢆ進ࡿࡵこࡾࡼ࡟࡜，老朽施設ࡢ更新や，基幹施設ࡢ耐震

化࡝࡞水道事業ࢆ将来࡟わたࡾ⥅⥆的࡟運営࡚ࡋいࡃた࡟ࡵ必要࡞投資ࢆ行ࡗ

࡚いࡍࡲࡁ。企業債残高ࡣ，施設ࡢ更新や耐震化費用ࡢ増加ࡾࡼ࡟ᖹ成 29ᖺ度

約ࡢ 180億෇ࡽ࠿ᖹ成 38ᖺ度ࡣ࡟約 230 億෇࡟増加ࡿࡍ見込ࡀࡍ࡛ࡳ，当ᖺ度

累積㈈源残額ࡣᖹ成 38 ᖺ度࠾࡟い࡚約 18 億෇ࢆ確保ࡿࡍ見込࡚ࡗ࡞࡜ࡳいࡲ

 。ࡍ

当ᖺ度㈈源過୙足額ࡣ，料金収入ࡢ減少ࡾࡼ࡟࡝࡞ᖹ成 34 ᖺ度以降赤字ࡀ⥆

将ࡀ水道事業，ࡽ࠿࡜こࡿ࡞࡜減少傾向ࡀ当ᖺ度累積㈈源残高，ࡾ࡞࡜ࡋ見通ࡃ

来࡟わたࡾ持⥆可能ࡿ࡞࡜資金ࡢ確保࡟向けた料金体系࡟関ࡿࡍ調査研究ࢆ進

 。ࡍࡲࡵ

 

࠙水道事業ࡢ経営ࡢ見通しࠚ  
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㸰 ୗ水道事業 

㸦㸯㸧投資計画 

計⏬期間ෆࡢ施設整備ࡢෆ容ࡣ，管渠，ポンプ場，処理場ࡢ整備࠿࡯ࡢ，流域

ୗ水道ࡢ施設整備࡟係ࡿ㈇担金や水質検査機器࡛࡝࡞あࡾ，計⏬期間 10 ᖺ間ࡢ

投資額ࡢ合計ࡣ約 195億෇࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

࠙建設改良事業費ࡢ内訳ࠚ 

㸦注㸧四捨五入ࡢ関係࡛，計࡜内訳ࡣ࡜必ࡎしも一致し࡞い。 

 

○計画期間内ࡢ主࡞施設整備ࡢ内容 

 

ձ管渠事業費 

汚水管や雨水管ࡢ新設ࡼ࠾び更新費用࠿࡯ࡢ公共桝新設費用ࡼ࠾び街路事業

 。ࡍ事業費࡛ࡢ移設工事ࡢ伴う管渠࡟࡝࡞

ղポンプ場事業費 

各ポンプ場ࡢ機械࣭電気設備ࡢ更新࠿࡯ࡢ，マン࣮࣍ルポンプ所ࡢ新設工事ࡢ

事業費࡛ࡍ。 

ճ処理場事業費 

南部ୗ水終ᮎ処理場ࡢ汚水処理施設࡜汚泥処理施設࠾࡟けࡿ機械࣭ 電気設備ࡢ

更新事業費࡛ࡍ。 

մ特定環境事業費 

戸井地区࠾࡟けࡿ公共桝新設工事ࡢ事業費࡛ࡍ。 

յ流域ୗ水道事業費 

函館湾浄化センタ࣮ࡢ機械࣭ 電気設備ࡢ更新事業費࡟係ࡿ函館市ࡢ㈇担ศ࡛ࡍ。 

նそࡢ他固定資産費 

水質検査機器ࡢ࡝࡞固定資産ྲྀ得費࡛ࡍ。 

 

㸦税込単位：百万෇㸧

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

1,143 1,061 1,004 930 897 920 844 1,004 969 970 9,742

89 59 323 464 173 177 82 553 576 104 2,600

790 847 498 266 678 756 850 145 236 715 5,781

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 10

158 119 154 160 79 128 160 96 112 112 1,278

45 8 7 5 5 2 5 2 4 2 86

2,226 2,095 1,987 1,826 1,833 1,984 1,942 1,801 1,897 1,905 19,496

処理場事業費

特定環境事業費

流域ୗ水道事業費

そࡢ他固定資産取得費

合 計

区　　　分

建

設

改

良

費

管渠事業費

ポンプ場事業費
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㸦㸰㸧経営ࡢ見通し 

ୗ水道使用料収入ࡣ今後ࡶ減少ࡃ⥆ࡀ見込ࡀࡍ࡛ࡳ，投資ࡢᖹ準化や効率的

ୗ࡝࡞更新，耐震化ࡢ老朽施設，ࡾࡼ࡟࡜こࡿࡵ進ࢆ向けたྲྀ組࡟運営ࡢ事業࡞

水道事業ࡢ⥅⥆的࡞運営࡟必要࡞整備ࢆ行࡚ࡗいࡍࡲࡁ。 

こ࡛ࡲࢀ生活環境ࡢ改善࡜公共用水域

※

࣮ࣆࢆᖹ成㸵ᖺ度，ࡵたࡢ水質保全ࡢ

ク࡟汚水管ࡢ࡝࡞整備ࢆ集中的࡟行ࡁ࡚ࡗたこࡽ࠿࡜，ᖹ成 29ᖺ度ࡢ企業債残

高ࡣ約 541億෇ࡿ࡞࡜見込ࡀࡍ࡛ࡳ，事業量ࡢ減少や，企業債ࡢ償還ࡀ進ࡴこ࡜

ᖹ成，ࡽ࠿ 38 ᖺ度ࡣ࡟約 349 億෇࡟減少ࡋ，当ᖺ度累積㈈源残額ࡣᖹ成 38 ᖺ

度࠾࡟い࡚約 20億෇ࢆ確保ࡿࡍ見通࡚ࡗ࡞࡜ࡋいࡍࡲ。 

  当ᖺ度㈈源過୙足額ࡣ，ୗ水道使用料収入ࡢ減少ࡾࡼ࡟࡝࡞，ᖹ成 36ᖺ度ࡲ

ᖹ成，ࡀࡍ見込࡛ࡃ⥆ࡀ赤字ࡣ࡛ 37ᖺ度以降ࡣ，企業債償還金ࡢ減少ࡼ࡟࡝࡞

見ࢆ࡝࡞ࢫ更新需要や㈈政バランࡢ将来，ࡽ࠿࡜こࡿあ࡛ࡋ見通ࡿ࡞࡜黒字ࡾ

通ࡋたうえ࡛，適正࡞料金体系ࡢ調査研究ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

࠙ୗ水道事業ࡢ経営ࡢ見通しࠚ 
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第 8章 ビジョンࡢ実現࡟向け࡚ 

 

㸯 進行管理 

ᮏビࢪョンࡢ実現࡟向けた施策ࡢ実施࡟あたࡣ࡚ࡗ，Ｐ㹂㹁Ａサイクル

※

ࡿࡼ࡟

進行管理ࢆ行い，今後ࡢ上ୗ水道事業ࡾྲྀࢆ巻ࡃ環境ࡢ変化࡟対応ࡿࡍた࡟ࡵ，

必要࡟応࡚ࡌ見直ࢆࡋ行いࡍࡲ。 

ࢆ࡝࡞結果ࡢ進捗状況や評価ࡢ施策，ࡣ࡚ࡗあた࡟ࡋ見直ࡢョンࢪた，ᮏビࡲ

函館市企業局経営懇話会࡟報告ࡋ，そ࡟ࡽࢀ対ࡿࡍ意見ࢆ࡝࡞参考ࡽࡀ࡞ࡋ࡟，

見直ࢆࡋ進࡚ࡵいࡍࡲࡁ 
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■用語ࡢ解説■㸦50 音㡰㸧 

 

࠙あ行ࠚ 

●アセッ࣐ࢺネジ࣓ンࢺ 

施設ࡢ構造や機能ࡢ劣化状況࡟応ࡌた，適ษ࡞機能保全対策を実施ࡿࡍこ࡛࡜，

施設ࡢ有効活用や長ᑑ命化を図ࡾ，ࣛ イフサイࣝࢡコࢺࢫ

※

も࡜࡜ࡿ最適化を図ࡢ

࡜を目的࡜こࡿᖹ準化を図ࡢ事業費ࡃ基࡙࡟管理ࢡࢫ中࡛ࣜࡢた財源ࢀࡽ限，࡟

 。管理手法ࡿࡍ

●溢水 

水ࡀあふࡿࢀこ࡜。 

●雨水管 

雨水を排除ࡿࡍたࡢࡵ管ࡢこ࡜。 

●汚水管 

家庭かࡽ排出さࡿࢀしᒀや生活排水，工場࡝࡞かࡢࡽ汚水を排除ࡿࡍたࡢࡵ管

 。࡜こࡢ

●汚泥 

浄水処理やୗ水を処理࡟ࡁ࡜ࡿࡍ発生ࡿࡍ汚ࡢࢀかたまࡢࡾこ࡜。  

●温室効果ࢫ࢞ 

஧酸化炭素，࣓ た赤外線ࢀᨺ射さࡽ地表か，࡚ࡗあ࡟大気圏ࡢ࡝࡞ン，フࣟンࢱ

 。࡜こࡢ気体ࡍࡽ温室効果をもたࡾࡼ࡟࡜こࡿࡍ一部を吸収ࡢ

 

࠙か行ࠚ 

●幹線管渠 

ୗ水を排水ࡿࡍたࡢࡵ主要ࡿ࡞࡜管渠ࡢこ࡜。 

●基幹管路 

原水を取水ࡿࡍ施設かࡽ浄水施設ま࡛水を送ࡿ導水管や，浄水施設かࡽ配水池

ま࡛水を送ࡿ送水管，幹線ࡿ࡞࡜配水管ࡢこ࡜。 

●基幹施設 

取水施設や浄水施設，配水池ࡢ࡝࡞施設ࡢこ࡜。 

●給水装置 

 配水管かࡽ分岐し࡚設けࢀࡽた，個人や企業ࡀ所有ࡿࡍ給水管ࡼ࠾び給水用具

 。࡜こࡢ

●公共用水域 

河川，湖沼，港湾，沿岸海域そࡢ他公共ࡢ用࡟供さࡿࢀ水域ࡢこ࡜。 
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●公的資金補償金免除繰上償還 

企業債ࡢ償還途上࠾࡟い࡚据置期間経過後，満期償還期日以前࡟借入金ࡢ全部

またࡣ一部をప利ࡢも࡟ࡢ借ࡾ換え࡚も補償金ࡀ免除さࡿࢀ償還制度ࡢこ࡜。 

●コージ࢙ネࣞーࢩョン 

消化ࢫ࢞を利用したࢫ࢞エンジン࡛発電ࡿࡍほか，そࡢ際࡟生ࡿࡌ熱を更࡟利

用࡝࡞ࡿࡍ，㸯種類ࡢエネࣝࢠーかࡽ複数ࡢエネࣝࢠーを取ࡾ出ࡢ࣒ࢸࢫࢩࡍこ

 。࡜

●業務⥅⥆計画㸦BCP㸧 

災害，事件，事故ࡢ状況࡟見舞わ࡚ࢀも，そࡢ状況へࡢ対応ࡔけ࡛ࡃ࡞，そࡒࢀ

࡝࡜࡟社会的混乱を最ᑠ限，ࡾࡼ࡟中断ࡢ業務ࡿい࡚ࡗい࡚日常行࠾࡟組織ࡢࢀ

 。た計画ࡵび行動手㡰を定ࡼ࠾方法ࡿࡍ⥆⥅業務をࡁ࡭ࡍ対応࡟優先的，ࡵたࡿࡵ

 

࠙さ行ࠚ 

●市街化区域 

既࡟市街地を形成し࡚いࡿ区域ࡼ࠾び概ࡡ 10 年以内࡟優先的，計画的࡟市街

化を図ࡿ区域ࡢこ࡜。 

●収納率 

確定した納付さࡁ࡭ࡿࢀ㢠㸦調定㢠㸧ࡢうち，実際࡟納付さࢀた㢠㸦収入済㢠㸧

 。࡜こࡢ割合を表した数値ࡢ

収納率㸦％㸧＝収入済㢠／調定㢠ェ100 

●消化ࢫ࢞ 

ୗ水汚泥中ࡢ有機物ࡀ微生物ࡾࡼ࡟代謝分解さࢀ発生ࡢࢫ࢞ࡿࡍこ࡜。 

●浄水場 

水源かࡽ送ࢀࡽた原水を，飲用࡟適ࡼࡿࡍう࡟処理ࡿࡍ設備ࡀあࡿ施設ࡢこ࡜。 

●処理区域 

ୗ水を終ᮎ処理場࡛処理ࡿࡍこྍࡀ࡜能࡞区域ࡢこ࡜。 

●水源かࢇ養保安林 

森林࡟降ࡗた雨を地中࡟蓄え，ゆ࡜ࡾࡃࡗ川࡟流ࡍこ࡛࡜洪水ࡢ防Ṇや水資源

 。࡜こࡢした保安林࡜確保を目的ࡢ

●水洗化率 

処理区域内࠾࡟けࡿ水洗化ྍ能戸数࡟対ࡿࡍ水洗化済戸数ࡢ割合を表した数値

 。࡜こࡢ

水洗化率㸦％㸧＝水洗化済戸数／水洗化区域戸数ェ100 

●水質検査計画 

水質検査ࡢ適ṇ化や透明性を図ࡿたࡵ，水質検査ࡢ採水箇所，㡯目，㢖度࡟࡝࡞

 。ࡢたもࡵい࡚定ࡘ
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 ࢺネジ࣓ン࣐ࢡッࢺࢫ●

 施設ࡢ構造や機能ࡢ劣化状況࡟応ࡌた，適ษ࡞機能保全対策を実施ࡿࡍこ࡛࡜，

施設ࡢ有効活用や長ᑑ命化を図ࡾ，ࣛイフサイࣝࢡコࡢࢺࢫ最適化を図ࡿこ࡜を

目的ࡿࡍ࡜管理手法。 

●送水管 

 浄水施設かࡽ配水池ま࡛水を送ࡿ管ࡢこ࡜。 

 

࠙た行ࠚ 

●耐塩素性病原生物 

各種病原生物ࡢうち，水道ࡢ消毒࡟対し࡚著しࡃ抵抗性を示ࡍもࡢࡢ総称。 

●長ᑑ命化 

施設ࡢ耐用年数を延伸し，ࣛイフサイࣝࢡコࡢࢺࢫ縮減࡟寄୚ࡿࡍこ࡜。 

●導水管 

原水を取水ࡿࡍ施設かࡽ浄水施設ま࡛水を送ࡿ管ࡢこ࡜。 

 

 ࠚ行ࡣ࠙

●配水管 

配水池࡝࡞かࡽ水を配ࡿた࡟ࡵᕸ設さࢀた管路ࡢこ࡜。 

●排水設備 

ྎ所，風呂，水洗ࢺイࣞࡢ࡝࡞生活排水を公共ୗ水道ま࡛流ࡍたࡢࡵ排水管や

汚水まࡢ࡝࡞ࡍ設備ࡢこ࡜。 

●配水池 

浄水処理した水量࡜時間変動ࡿࡍ配水量ࡢ調整や，事故災害時࠾࡟けࡿ生活用

水ࡢ確保を目的࡜し࡚，一時的࡟水を蓄えࡿ池ࡢこ࡜。 

●配水本管 

配水管ࡢうち幹線ࡿ࡞࡜管路ࡢこ࡜。 

●BOD㸦生物化学的酸素要求量㸧 

溶存酸素ࡢ存在ࡢも࡛࡜，有機物ࡀ生物化学的࡟分解さࢀ安定化ࡿࡍた࡟ࡵ要

 。ࡘ一ࡢ指標ࡍ汚濁状態を表ࡢ水，࡛࡜こࡢ酸素量ࡿࡍ

●Ｐ㹂㹁Ａサイࣝࢡ 

計画㸦Plan㸧，実行㸦Do㸧，評価㸦Check㸧，改善㸦Action㸧ࡢプࣟセࡢࢫ繰ࡾ返し

 。手法ࡢ経営管理ࡿࡍ的改善を推進⥆⥅，ࡾࡼ࡟

●包括的民間委託 

民間企業ࡢ創意工夫ࡾࡼ，࡚ࡗࡼ࡟効率的࡞サービࡀࢫ提供࡛ࡼࡿࡁう࡟，一

 。࡜こࡿࡍ業務を複数年契約・性能発注方式࡛委託ࡢし࡚࡜ࡾま࡜まࡢࡘ
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●ＰＰＰ/ＰＦＩ手法 

 公共施工等ࡢ設計ࠊ建設ࠊ維持管理及び運営ࠊ࡟民間ࡢ資金ࣀ࡜ウࣁウを活用

しࠊ公共サービࡢࢫ提供を民間主導࡛行うこࠊ࡛࡜効率的かࡘ効果的࡞公共サー

ビࡢࢫ提供を図ࡿこ࠾࡞。࡜，国࡛ࠕ，ࡣ多様࡞ PPP/PFI手法導入を優先的࡟検討

人口，ࡾࡼ࡟指針ࠖࡢࡵたࡿࡍ 20万人以上ࡢ地方公共団体等࠾࡟い࡚，一定規模

以上࡛民間事業者ࡢ資金，経営能力及び技術的能力を活用ࡿࡍ効果ࡀ認ࡿࢀࡽࡵ

公共施設整備事業を，優先的࡟検討ࡿࡍも࡜ࡢし࡚いまࡍ。 

 

࠙や行ࠚ 

●有効率 

料金徴収ࡢ対象ࡗ࡞࡜た水量や水道事業࡛使用した水量ࡢ࡝࡞有効水量を給水

量࡛除した数値をいい，水ࡀ有効࡟使用さ࡚ࢀいࡿかを示ࡍ指標ࡢこ࡜。 

●有収水量 

水道料金・ୗ水道使用料ࡢ対象ࡗ࡞࡜た水量。 

 

 ࠚ行ࡽ࠙

●ࣛイフサイࣝࢡコࢺࢫ 

構造物や製品࠾࡟い࡚，建設㸦製造㸧初期かࡽ，維持管理，廃棄ࡿ⮳࡟ま࡛࡟必

要ࡿ࡞࡜費用ࡢ総㢠。 

●ࣛイフࣛイン 

補給路線࡜いう意味࡛，水道，ୗ水道，ࢫ࢞，電気，通信࡝࡞࡝࡞市民生活࡟必

要࡞もࡢをネッࢺワーࡾࡼ࡟ࢡ供給ࡿࡍ設備ࡢ総称。 

●累積財源 

利益剰余金࡛内部࡟留保さ࡚ࢀいࡿ資金ࡢこ࡜。 

●累進度 

水量区分ࡢ࡜ࡈ使用料単価ࡢ最ᑠࡢも࡟ࡢ対ࡿࡍ割増率ࡢこ࡜。 

 



函館市交通事業経営ビジョン㸦素案㸧࠙概要版ࠚ 

㸯 函館市交通事業経営ビジョンࡢ策定࡟あた࡚ࡗ 

㸯 策定ࡢ趣旨 

  ᮏ市ࡢ交通事業ࡣ，こࠕ࡛ࡲࢀ函館市交通事業経営計⏬㸦第２次㸧ࠖ࡟基࡙ࡁ経営ࡢ健全化ࡾྲྀ࡟組ࡳ，ᖹ成26ᖺ度

ᮎ࡟市バࢫ事業ࡢ累積資金୙足額ࡀ解消さࡋࡲࢀたࡀ，今後ࡶ人口ࡢ減少࡟伴う利用者ࡢ減少や老朽化ࡋた施設ࡢ更新費

用ࡢ増加ࡀ見込ࡿࢀࡲ状況࡟あࡍࡲࡾ。そࡢ一方࡛，函館ア࣮ࣜナや໭海道新幹線ࡢ開業࡟伴う観ග客等ࡢ利用ࡀ増加ࡍ

 。ࡍࡲい࡚ࡌ生ࡶ良い変化࡟環境ࡃ巻ࡾྲྀࢆ事業，࡝࡞ࡿ

こうࡋた中，市電ࠕ，ࡣ࡟人࡜環境࡟優ࡋい公共交通機関࡚ࠖࡋ࡜，安全࡞輸送サ࣮ビࡢࢫ提供ࡾࡼ࡜ࡶࡣ，市民ࡀ

安心࡚ࡋ暮ࡍࡽこࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡁ࡛ࡀ࡜や観ග客ࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆ交流人口ࡢ拡大࡬寄୚ࡿࡍこ࡜，さࡣ࡟ࡽ，賑わいࡢあ

 。ࡍ࡛ࢁこ࡜ࡿい࡚ࢀࡽࡵ求ࡶ役割ࡢ࡝࡞࡜こࡿࡍ㈉献࡬創造ࡢ都市空間ࡿ

 ᮏビࢪョンࡣ，今後ࡢᮏ市࠾࡟けࡿ交通事業ࡢ安定ࡋた事業経営ࡢたࡵ，目指ࡁ࡭ࡍ方向性ࢆ明ࡋ࡟࠿ࡽ，望ࡋࡲい姿

  。ࡍ࡛ࡢࡶࡿࡍ策定࡚ࡋ࡜指針ࡍ示ࢆ向けたྲྀ組࡟

 

㸰 函館市交通事業経営ビジョンࡢ位置付け࡜計画期間 

 ᮏビࢪョンࠕ，ࡣ函館市交通事業経営計⏬㸦第２次㸧ࠖࡢ後⥅計⏬ࠕ，࡚ࡋ࡜函館市総合計⏬ࠖࡢ࡜整合ࢆ図ࠕ，ࡾ函

館市地域公共交通網形成計⏬ࠖࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆ函館市ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡢや観ග࡟関ࡿࡍ計⏬࡜調和ࡀ保たࢀた計⏬ࡋ࡜，計⏬

期間ࢆᖹ成29ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成38ᖺ度10ࡢ࡛ࡲᖺ間ࡍࡲࡋ࡜。 

㸰 函館市ࡢ路面電車ࡘ࡟い࡚ 

 ᮏ市ࡢ路面電車ࡣ，大正２ᖺ࡟明治後期ࡽ࠿໭海道࡛唯一運行࡚ࡋいた馬車鉄道ࢆ電化࡚ࡋ東雲⏫～湯ࡢ川間ࢆ開業ࡋ

たこ࡟࡜始ࡾࡲ，昭和18ᖺ࡟函館市ࡀ事業ࢆ引ࡋࡲࡂ⥅ࡁた。 

 そࡢ後，人口ࡢ増加࡟ࡶ࡜࡜市電ࡢ利用者ࡶ増え⥆け，軌道ࢆ延伸࡝࡞ࡿࡍ事業ࡣ拡大路線ࢆ進ࡋࡲࡳたࡀ，昭和40ᖺ

代࡟入࡜ࡿ一転ࡋ，自家用自動車ࡢ普及や市中心部ࡽ࠿郊外ࡢ࡬ఫ宅地ࡢ移動࡚ࡗࡼ࡟࡝࡞利用者ࡀᖺ々減少ࡋ⥆けたた

 。たࡋࡲࡁ࡚ࡵ努࡟健全化ࡢ経営，࡚ࡗࡼ࡟࡜こࡿࡍ実施ࢆ対策࡞様々ࡢ࡝࡞売却ࡢ縮ᑠや資産ࡢ路線，ࡵ

 現在ࡶ函館市ࡢ人口減少࡟伴࡚ࡗ市電ࡢ市民利用ࡣ減少傾向࡟あࡀࡍࡲࡾ，ᖹ成27ᖺ度ࡣ函館ア࣮ࣜナや໭海道新幹線

 。ࡍ࡛ࢁこ࡜たࡋ増加ࡀ伸び，乗客数ࡀ利用ࡢ観ග客等ࡢ国ෆ外࡚ࡗࡼ࡟࡝࡞開業ࡢ

㸱 交通事業ࡢ現状 

㸯 経営ࡢ現状  

 

 乗車人員ࡣ，近ᖺࡰ࡯ࡣ横㏺い࡛推移࡚ࡋいࡢࡢࡶࡿ，ᖹ成27ᖺ度ࡣ約530万人ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜，ᖹ成18ᖺ度660ࡢ万人࡜

比࡚࡭約130万人減少࡚ࡋいࡲ。ࡍࡲた，乗車料金収入ࡣ，ᖹ成27ᖺ度ࡣ約８億８千万෇ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜，ᖹ成18ᖺ度ࡢ約

10億４千万෇࡜比࡚࡭約㸯億６千万෇減少࡚ࡋいࡍࡲ。交通事業ࡣ，こ࡛ࡲࢀ利用者ࡢ減少ࡾࡼ࡟࡝࡞厳ࡋい経営状況ࡀ

⥆い࡚いたたࡵ，ᖹ成12ᖺ度２ࡽ࠿次࡟わたࡿ経営計⏬࡟基࡙ࡁ，一般会計ࡢ支援ཷࢆけࡽࡀ࡞事業ࡢ健全化࡟努ࡁ࡚ࡵ

たこ࡛࡜，ᖹ成15ᖺ度ࡽ࠿単ᖺ度収支ࡢ黒字ࢆ維持ࡋ，ᖹ成12ᖺ度࡟約17億෇あࡗた累積資金୙足額ࡣᖹ成26ᖺ度࡟解消

さࢀ，ᖹ成27ᖺ度࡛ࡣ約２億６千万෇ࡢ㈈源ࢆ確保࡚ࡋいࡍࡲ。  

࠙乗車人員࡜乗車料金収入ࡢ推移ࠚ ࠙単年度収支࡜累積財源ࡢ推移ࠚ 

㸰 施設ࡢ現状 

 線路関係施設ࡢうࡕ軌道ࡘ࡟い࡚ࡣ，毎日ࡢ電車ࡢ運行࣮ࣞࡾࡼ࡟ルࡢ摩耗や軌道ࡢ傷ࡀࡳ生ࡿࡌこࡽ࠿࡜，定期的࡞

点検整備や計⏬的࡞軌道改良ࡀ必要ࡍࡲࡾ࡞࡜。こࡢたࡵ，函館市交通事業経営計⏬㸦第２次㸧࠾࡟い࡚10，ࡣᖺ間࡛

2,000ｍࡢ軌道改良ࢆ計⏬ࡋ，こ࡛ࡲࢀ計⏬ࡾ࠾࡝実施ࡋࡲࡁ࡚ࡋた。ࡲた，停留場ࡘ࡟い࡚ࡣ，函館駅前ࡼ࠾び五稜郭

公園前，中央病院前ࡢ㸱停留場ࡘ࡟い࡚ࢨࢹイン性ࡢ高い停留場࡟全面改築ࡋࡲࡋたࡀ，約半数ࡢ停留場࡛ࡣ上屋ࡀᮍ整

備࡛あࡗたࡾ，安全地帯࣮ࣟࢫࡀプ化さ࡚ࢀい࡞い状況࡟あࡍࡲࡾ。 

 電路関係施設ࡢうࡕ，変電設備ࡘ࡟い࡚ࡣ当面更新ࡢ必要性ࡣపい状況࡛ࡀࡍ，電車࡬電力ࢆ供給ࡿࡍ架線や電車専用

信号ࡢ࡝࡞保安設備ࡘ࡟い࡚ࡣ，軌道同様࡟計⏬的࡞更新ࡀ必要ࡍࡲࡾ࡞࡜。 

 車両ࡘ࡟い࡚ࡣ，現在保有ࡿࡍ車両ࡢ多ࡀࡃ昭和20～40ᖺ代࡟製造さࢀたྂい車両࡛あࡾ，一部ࡢ車両࡛ࡣ冬期間ࡢ融

雪剤ࡢ影響ࡾࡼ࡟࡝࡞車体࡟腐食ࡀ見ཷけࡿࢀࡽ状況࡟あࡿたࡵ，今後ࡣ車両ࡢ計⏬的࡞更新や劣化ࡢ状況࡟応ࡌた車体

改良ࡀ࡝࡞必要ࡍࡲࡾ࡞࡜。 

㸱 安全ࡢ現状 

 安全࡞輸送ྲྀࡢ࡬組ࡣ࡚ࡋ࡜，計⏬的࡞施設ࡢ改良や車両ࡢ更新࠿࡯ࡢ࡝࡞，経営トップࡢ主ᑟࡿࡼ࡟安全管理体制ࡢ

い࡚ࡵ努࡟実施࡞確実ࡢ安全対策，࡝࡞ࡿࡵ努࡟醸成ࡢ向上や安全意識ࡢ技術ࡢ職員࡚ࡌ通ࢆ࡝࡞各種研修や訓練，࡜ࡶ

  。ࡍࡲ

㸲 交通事業ࡢ将来ࡢ事業環境࡜課題 

㸳 交通事業ࡢ目指ࡍもࡢ 

㸯 基本理念 

 函館市࠾࡟い࡚路面電車ࡣ，身近࡞乗ࡾ物ࡽ࠿ࡃ࡚ྂࡋ࡜市民࡟愛さࢀ，親ࡋࡲࡁ࡚ࢀࡲࡋた。ࡲた，公共交通機関

，ࡽ࠿背ᬒ࣭文化的要素࡞歴史的ࡢそ，ࡃ࡞ࡣけ࡛ࡔいう࡜都市基盤࡞重要ࡿ支えࢆ࢕モビࣜテࡢ市民や観ග客࡚ࡋ࡜

観ග資源ࡢ࡚ࡋ࡜役割ࡶ果たࡋࡲࡁ࡚ࡋた。 

 ᖹ成25ᖺ６᭶ࡣ࡟路面電車開業100周ᖺࢆ迎え，翌26ᖺ度ᮎ࡟累積資金୙足額ࡢ解消ࢆ果た27，ࡋᖺ度ࡣ࡟函館ア࣮ࣜ

ナや໭海道新幹線ࡢ開業࡟伴࡚ࡗ，国ෆ外ࡢ観ග客等ࡿࡼ࡟需要ࡢ増加ࡀ見込ࡿࢀࡲ状況ࡋࡲࡾ࡞࡟た。 

 こࡼࡢう࡞状況ࢆ踏ࡲえ，こࡽ࠿ࢀඛࡶ市民ࡢ足࡛あࡿ市電ࢆᏲࡾ⥆け࡚いࡃた࡟ࡵ，観ග客等ࡢ需要ࡾྲྀࢆ込࡜ࡴ

 。ࡍࡲࡾあࡀ必要ࡃい࡛ࢇ組ࡾྲྀ࡟施策ࡢࡵたࡃࡔいた࡚ࡋ利用࡟方々ࡢࡃ多ࡿࡍ࡜ࡵ始ࢆ市民，࡟ࡶ࡜

 こࡢたࡵ，ᮏビࢪョン࠾࡟い࡚ࡣ，基ᮏ理念࡟基࡙ࡁ，輸送ࡢ安全確保ࡾࡼ࡜ࡶࡣ，便利࡛，快適࡛，定時性ࢆ保ࡗ

たサ࣮ビࡢࢫ提供ࢆ基ᮏ姿勢ࡍࡲࡋ࡜。 

࠙乗車人員࡜乗車料金収入ࡢ見通しࠚ 

㸯 将来ࡢ事業環境 

 ໭海道新幹線ࡢ開業ࡿࡼ࡟観ග客等利用者ࡢ増加ࡼ࡟

ࡿ࡞࡜対前ᖺ比࡛増加ࡣ乗車料金収入ࡢᖹ成28ᖺ度，ࡾ

見込ࡀࡍ࡛ࡳ，そࡢ後ࡣ人口ࡢ減少ࡿࡼ࡟࡝࡞市電利用

者数ࡢ減少ࡾࡼ࡟，長期的ࡣ࡟乗車料金収入や乗車人員

  。ࡍࡲࢀ予想さ࡜ࡢࡶࡃい࡚ࡋ減少，ࡣ

 こࡢたࡵ，将来࡟わた࡚ࡗ路面電車ࢆ維持࡚ࡋいࡃた

࡜行うࢆ向けた各種対策࡟安全確保ࡢ輸送ࡁ⥆ࡁ引，ࡵ

ࢆ収入࡞必要࡛࡜こࡿ図ࢆ利用ಁ進ࡢ一層ࡾࡼ，࡟ࡶ࡜

確保࡚ࡋいࡃこࡀ࡜重要࡞課㢟࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。  



ᮏビࢪョンࡢ実現࡟向けた施策ࡢ実施࡟あ

たࡣ࡚ࡗ，Ｐ㹂㹁Ａサイクルࡿࡼ࡟進行管理ࢆ

行い，今後ࡢ交通事業ࡾྲྀࢆ巻ࡃ環境ࡢ変化࡟

対応ࡿࡍた࡟ࡵ，必要࡟応࡚ࡌ見直ࢆࡋ行いࡲ

 。ࡍ

施，ࡣ࡚ࡗあた࡟ࡋ見直ࡢョンࢪた，ᮏビࡲ

策ࡢ進捗状況や評価ࡢ結果ࢆ࡝࡞函館市企業局

経営懇話会࡟報告ࡋ，そ࡟ࡽࢀ対ࡿࡍ意見࡝࡞

 。ࡍࡲࡁい࡚ࡵ進ࢆࡋ見直，ࡽࡀ࡞ࡋ࡟参考ࢆ

㸶 ビジョンࡢ実現࡟向け࡚ 

㸰 経営ࡢ見通し 

輸送ࡢ安全ࡢ確保࡜将来࡟わたࡿ事業ࡢ安

定的࡞運営ࡢたࡵ，車両ࡼ࠾び軌道ࡢ改良事

業ࢆ増額ࡿࡍこࡽ࠿࡜，企業債残高ࡣᖹ成29

ᖺ度ࡢ約19億෇ࡽ࠿ᖹ成38ᖺ度ࡣ࡟約27億෇

ࡣ当ᖺ度累積㈈源，ࡀࡍ࡛ࡳ見込ࡿࡍ増加࡟

ᖹ成38ᖺ度࠾࡟い࡚ࡶ黒字ࡀ確保さࡿࢀ見通

維持ࢆ経営࡞健全ࡡࡴ࠾࠾，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜ࡋ

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜ࡳ見込ࡿࡁ࡛

 今後ࡣ，将来࡟わた࡚ࡗ持⥆可能࡞公共交

通網ࡢ構築࡟向け࡚市電ࡢ役割ࢆ果た࡚ࡋい

前ࢆ維持ࡢ経営࡞安定的，ࡾࡼ࡜ࡶࡣ࡜こࡃ

提ࡋ࡜た利用ࡋやࡍい料金体系ࡘ࡟い࡚調査

研究ࢆ進࡚ࡵいࡍࡲࡁ。  

࠙経営ࡢ見通しࠚ 

㸯 投資計画 

 交通事業ࡢ施設整備ࡢෆ訳ࡣ，軌道費࡚ࡋ࡜毎ᖺ⥅⥆的࡟実施࡚ࡋいࡿ軌道改良࠿࡯ࡢ，安全地帯ࡢ改良࡝࡞

老朽࡚ࡋ࡜車両費，࡟ࡽさ。ࡍࡲい࡛ࢇ見込ࢆ࡝࡞改良ࡢ伴う架線等࡟無電柱化ࡢ国道࡚ࡋ࡜電路費，ࡳ見込ࢆ

化ࡋた車両࡟替え࡚㸱両ࡢ超ప床車両ࡢᑟ入17࡜両ࡢ車体改良ࢆ見込ࡾ࠾࡛ࢇ，計⏬期間10ᖺ間ࡢ投資額ࡢ合計

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜約40億෇，ࡣ

㸵 安定した事業運営࡟向け࡚ 

㸯 安全࡛信頼さࡿࢀ公共交通 

㸰 便利࡛快適࡞輸送サービࡢࢫ提供 

㸱 まちや地域へࡢ㈉献 

㸲 経営基盤ࡢ強化 

 安全管理体制ࡢ強化や安全࡟配慮ࡋた投資ࢆ計⏬的࡟実施࠾，ࡋ客様ࡀ安心࡚ࡋ利用࡛ࡼࡿࡁう，ࡾࡼ一層ࡢ

安全性ࡢ強化ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 定時性ࡢ確保࠾，ࢇࢁࡕࡶࡣ客様ࡀ便利࡛快適࡟利用࡛ࡼࡿࡁう，利用者目線࡟立ࡗたサ࣮ビࡢࢫ提供࡟努ࡵ

 。ࡍࡲ

 人࡜環境࡟優ࡋい路面電車࡚ࡋ࡜，公共交通機関ࡢ࡬転換ಁࡀ進さࡼࡿࢀう，市ࡢ関係施策࡜連携ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

   。ࡍࡲࡳ組ࡾྲྀ࡟࡝࡞ＰＲ活動࡞積極的，࡟

 収益力強化ࡢたࡾࡼ，ࡵ一層ࡢ増収増客対策ࢆ進࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ，組織力ࢆ強化ࡋ，効率的࡛安定ࡋた経営ࡀ図

 。ࡍࡲࡵう努ࡼࡿࢀࡽ

㸰 基本方針 

 基本理念ࡢ実現࡟向け，次ࡢ㸲ࡢࡘ基本方針を設定しました。 

㸴 将来へ向けた目標࡜取組 

㸦注㸧四捨五入ࡢ関係࡛，計࡜内訳ࡣ࡜必ࡎしも一致し࡞い。 
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第㸰章 函館市ࡢ路面電車ࡘ࡟い࡚ 

 㸯 交通事業ࡢ概要࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２ 

  

第㸱章 交通事業ࡢ現状 

 㸯 経営ࡢ現状࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭６ 

 ２ 施設ࡢ現状࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸯㸵 

 㸱 安全ࡢ現状࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２㸮 

 

第㸲章 交通事業ࡢ将来ࡢ事業環境࡜課題 

 㸯 将来ࡢ事業環境࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２㸱 

 ２ 将来ࡢ課㢟࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２４ 

 

第㸳章 交通事業ࡢ目指ࡍもࡢ 

 㸯 基ᮏ理念࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２㸳 

 ２ 基ᮏ方針࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２６ 

 

第㸴章 将来࡟向けた目標࡜取組 

 㸯 施策体系࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２㸵 

 ２ 主要施策࡜具体的ྲྀ࡞組࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭２８ 

  

第㸵章 安定した事業運営࡟向け࡚ 

 㸯 投資計⏬࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸱㸳 

 ２ 経営ࡢ見通࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭ࡋ㸱６ 

 

第㸶章 ビジョンࡢ実現࡟向け࡚ 

 㸯 進行管理࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸱㸵 

 

用語ࡢ説明࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭࣭㸱８ 

  㸦本文中ࡢࠖ※ࠕࡢ用語㸧 
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第Ძ章 函館市交通事業経営ビジョンの策定にあたƬて 

 

㸯 策定ࡢ趣旨 

 ᮏ市ࡢ交通事業ࡣ，こࠕ࡛ࡲࢀ函館市交通事業経営計⏬㸦第２次㸧ࠖ ࡁ基࡙࡟

経営ࡢ健全化ࡾྲྀ࡟組ࡳ，ᖹ成26ᖺ度ᮎ࡟市バࢫ事業ࡢ累積資金୙足額ࡀ解消

さࡋࡲࢀたࡀ，今後ࡶ人口ࡢ減少࡟伴う利用者ࡢ減少や老朽化ࡋた施設ࡢ更新

費用ࡢ増加ࡀ見込ࡿࢀࡲ状況࡟あࡍࡲࡾ。そࡢ一方࡛，函館ア࣮ࣜナや໭海道新

幹線ࡢ開業࡟伴う観ග客等ࡢ利用ࡀ増加࡝࡞ࡿࡍ，事業ࡾྲྀࢆ巻ࡃ環境࡟良い

変化ࡶ生࡚ࡌいࡍࡲ。 

こうࡋた中，市電ࠕ，ࡣ࡟人࡜環境࡟優ࡋい公共交通機関࡚ࠖࡋ࡜，安全࡞輸

送サ࣮ビࡢࢫ提供ࡾࡼ࡜ࡶࡣ，市民ࡀ安心࡚ࡋ暮ࡍࡽこࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡁ࡛ࡀ࡜

や観ග客ࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆ交流人口ࡢ拡大࡬寄୚ࡿࡍこ࡜，さࡣ࡟ࡽ，賑わいࡢあ

 。ࡍ࡛ࢁこ࡜ࡿい࡚ࢀࡽࡵ求ࡶ役割ࡢ࡝࡞࡜こࡿࡍ㈉献࡬創造ࡢ都市空間ࡿ

ᮏビࢪョンࡣ，今後ࡢᮏ市࠾࡟けࡿ交通事業ࡢ安定ࡋた事業経営ࡢたࡵ，目指

ࡍ策定࡚ࡋ࡜指針ࡍ示ࢆ向けたྲྀ組࡟い姿ࡋࡲ望，ࡋ࡟࠿ࡽ明ࢆ方向性ࡁ࡭ࡍ

 。ࡍ࡛ࡢࡶࡿ

 

㸰 交通事業経営ビジョンࡢ位置付け 

 ᮏビࢪョンࠕ，ࡣ函館市交通事業経営計⏬㸦第２次㸧ࠖ 函館，࡚ࡋ࡜⏬後⥅計ࡢ

市総合計⏬ࡢ࡜整合ࢆ図ࠕ，ࡾ函館市地域公共交通網形成計⏬ࠖࡿࡍ࡜ࡵࡌࡣࢆ

函館市ࡾࡃ࡙ࡕࡲࡢや観ග࡟関ࡿࡍ計⏬࡜調和ࡀ保たࢀた計⏬ࡍࡲࡋ࡜。 

 

 

㸱 計画期間 

 ᮏビࢪョンࡢ計⏬期間ࡣ，ᖹ成29ᖺ度ࡽ࠿ᖹ成38ᖺ度10ࡢ࡛ࡲᖺ間ࡍࡲࡋ࡜。 
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第Წ章 函館市の路面電車にƭいて 

 

㸯 交通事業ࡢ概要 

㸦㸯㸧交通事業ࡢこࢀま࡛ࡢ歩み 

 ᮏ市ࡢ路面電車ࡣ，大正 

２(1913)ᖺ６᭶29日࡟明治

後期ࡽ࠿໭海道࡛唯一運行

ࡋ電化ࢆいた馬車鉄道࡚ࡋ

࡚東雲⏫～湯ࡢ川間ࢆ開業

 。ࡍࡲࡾࡲ始࡟࡜たこࡋ

 開業当初࡟電灯電力供給

事業ࢆ行࡚ࡗいた函館水電

株式会社ࡣ軌道事業࡜バࢫ

事業ࢆ運営࡚ࡋいࡋࡲたࡀ，

度重ࡿ࡞運㈤ࡢ値上ࡆや電

力会社ࡢ合併࡚ࡗࡼ࡟࡝࡞，市民ࡽ࠿安定ࡋた運営ࢆ望ࡴ強い声ࡀあࡾࡀ，さ

昭和18(1943)ᖺ，函，࡚ࡗ࡞࡜一因ࡶ࡝࡞社会情勢ࡢいう当時࡜戦時ୗࡣ࡟ࡽ

館市ࡀ軌道事業࡜バࢫ事業ࢆ引ࡄ⥅ࡁこࡋࡲࡾ࡞࡟࡜た。 

 

 そࡢ後，函館市ࡢ人口ࡢ増加

増えࡶ利用者ࡢ市電࡟ࡶ࡜࡜

⥆け，そࡢ需要ࡢ高ࡽ࠿ࡾࡲ，

昭和26(1951)ᖺࡣࡽ࠿軌道ࡢ

延伸や車両ࡢ増強࡝࡞，軌道事

業ࡣ拡大路線ࢆ進ࡋࡲࡳた。ࡋ

昭和40ࡣ傾向ࡢこ，ࡽࡀ࡞ࡋ࠿

ᖺ代࡟入࡜ࡿ一転ࡋ，モ࣮タࣜ

自家ࡿࡼ࡟進展ࡢョンࢩ࣮ࢮ

用自動車ࡢ普及や市中心部࠿

࡝࡞移動ࡢఫ宅地ࡢ࡬郊外ࡽ

縮ᑠやࡢ向け࡚路線࡟健全化ࡢ経営，ࡵけたた⥆ࡋᖺ々減少ࡀ利用者࡚ࡗࡼ࡟

資産ࡢ売却ࡢ࡝࡞様々࡞対策ࢆ実施ࡋࡲࡁ࡚ࡋた。 

 

 

 

 

大ṇ㸰年(開業年)ࡢ電車ࡢ路線状況 

昭和 39年(最盛期)ࡢ電車ࡢ路線状況 
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 こࡼࡢう࡞中，ᖹ成12ᖺ࡟函館市

公共交通施策基ᮏ方針ࡀ策定さࢀ，

㸯地域２事業者࡛あࡗたバࢫ事業

こࡿࡍ移管࡬い࡚民間事業者ࡘ࡟

࡟一方࡛施設整備ࡢそ，ࡾࡲ決ࡀ࡜

多額ࡢ投資ࢆ要ࡿࡍ軌道事業ࡘ࡟

い࡚ࡣ市営維持ࡀ適ษ࡜さࢀたこ

わた࡟２次࡚ࡋ࡜⏬個別計，ࡽ࠿࡜

策定ࢆ⏬函館市交通事業経営計ࡿ

移管ࡢ࡬民間事業者ࡢ事業ࢫバ，ࡋ

図ࢆ解消ࡢ累積資金୙足額ࡢそ࡜

 。たࡋࡲࡾ

 

 現在ࡶ函館市ࡢ人口減少࡟伴࡚ࡗ市電ࡢ市民利用ࡣ減少傾向࡟あࡀࡍࡲࡾ，

ᖹ成27(2015)ᖺ度ࡣ函館ア࣮ࣜナや໭海道新幹線ࡢ開業࡚ࡗࡼ࡟࡝࡞国ෆ外

 。ࡍ࡛ࢁこ࡜たࡋ増加ࡀ伸び，乗客数ࡀ利用ࡢ観ග客等ࡢ

 

 

࠙年表 函館市交通事業ࡢ主ࠚ࡜ࡈࡁ࡛࡞ 

 

 

 

 

ᖺ号 西暦 䛷きご䛸 ᖺ号 西暦 䛷きご䛸

明治㻟㻜ᖺ 1897  亀函馬車鉄道株式会社䠄明治㻞㻤ᖺ設立䠅に䜘䜛馬車 昭和㻠㻟ᖺ 1968  電車ワンマン運行開始

鉄道の開業

昭和㻠㻡ᖺ 1970  函館市交通事業経営審議会から路面電車を５ヵᖺ䛷

明治㻠㻠ᖺ 1911  函館水電株式会社䛜買収 廃Ṇしバスに転換す䜛䛸いう内容の答申䛜出䛥䜜䜛。

大正㻞ᖺ 1913  馬車鉄道の電化に䜘䜚路面電車㻔東雲⏫～湯の川 昭和㻠㻥ᖺ 1974  䛂地方公営交通事業の経営の健全化の促進に関す䜛

間㻕開業㻔㻢月㻕 法律䛃㻔昭和㻠㻤ᖺ制定㻕に䜘䜛財政再建団体の指定を受

 函館区内開通㻔弁天⏫・谷地頭・若松橋・湯の川 各 け䜛。㻔～昭和㻢㻟ᖺ 財政再建期間終了㻕

区間㻕㻔㻝㻜月㻕

昭和㻡㻟ᖺ 1978  ガス会社前～五稜郭駅前間廃Ṇ

大正㻝㻠ᖺ 1925  若松橋～万ᖺ橋間開通

ᖹ成元ᖺ 1989  函館市交通事業健全化要綱策定

昭和㻥ᖺ 1934  函館大火　電車㻠㻤両・施設焼失

ᖹ成㻟ᖺ 1991  函館市交通事業健全化計⏬策定㻔ᖹ成㻠～㻝㻟ᖺ度㻕

昭和㻝㻤ᖺ 1943  函館市へ事業譲渡・函館市交通局発足

ᖹ成㻠ᖺ 1992  松風⏫～宝来⏫㻔東雲線㻕廃Ṇ

昭和㻞㻜ᖺ 1945  鮫川～湯の川間軌道撤去

ᖹ成㻡ᖺ 1993  函館駅前～五稜郭公園前㻔ガス会社回䜚線㻕廃Ṇ

昭和㻞㻡ᖺ 1950  亀田～宮前⏫間開通

ᖹ成㻝㻞ᖺ 2000  函館市公共交通施策基本方針の策定

昭和㻞㻢ᖺ 1951  宮前⏫～五稜郭公園前間開通  函館市交通事業経営計⏬の策定㻔ᖹ成㻝㻞～㻞㻝ᖺ度㻕

昭和㻞㻥ᖺ 1954  亀田～五稜郭鉄道工場前間開通 ᖹ成㻝㻟ᖺ 2001  バス事業を函館バス株式会社へ移管㻔～ᖹ成㻝㻡ᖺ㻕

昭和㻟㻜ᖺ 1955  鉄道工場前～五稜郭駅前間開通 ᖹ成㻞㻞ᖺ 2010  函館市交通事業経営計⏬㻔第㻞次㻕の策定㻔ᖹ成㻞㻞～

㻟㻝ᖺ度㻕

昭和㻟㻠ᖺ 1959  湯の川温泉～湯の川間開通

ᖹ成㻞㻟ᖺ 2011  函館市水道局䛸の組織統合に䜘䜚函館市企業局発足

昭和㻠㻞ᖺ 1967  函館市交通事業財政再建計⏬㻔～昭和㻠㻢ᖺ㻕

廃Ṇ前日ࡢ五稜郭駅前(昭和 53 年 10᭶ 31日) 



4 

 

㸦㸰㸧現在ࡢ路線࡜系統 

 

 

㸦㸱㸧主࡞車両 
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◆交通事業ࡢ整備状況 

 

 

 

ᖹ成「】年度㸦ᖹ成「8年」᭶ᮎ現在㸧

内　　容 内　　容

10.8「1 ㎞ 「盤か所

「1.監監監 ㎞ 監「か所

0.08】 ㎞ 最  長 0.盤】」 ㎞

「系統 最  短 0.「4】 ㎞

総　長 18.盤44 ㎞ ᖹ  均 0.4」」 ㎞

最　長 9.4盤盤 ㎞ 1か所

最　短 9.1】8 ㎞ 「】か所

ᖹ　均 9.」「「 ㎞ 」1か所

」】 両 18か所

客　車 」「 両 10か所

除雪車 「 両 盤か所

装飾車 」 両 監.監 ｍ

4」.1年᭶ 「1.盤4 ㎞

】4.「 人 1か所

区　　　分

軌道亘長 停留場数

軌道延長 安全地帯営業路線

区　　　分

待 合 所

上　  屋

広報装置

総　　数 軌道専用

運転系統

在籍車両

信　　号

停 留 場

停留場間

距　　離

系 統 長

内　　訳

軌道優先

案内装置

軌道敷幅

ᖹ均車௧ 架 線 長

ᖹ均定員 営業所数

単線亘長

系 統 数
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第Ჭ章 交通事業の現状 

 

㸯 経営ࡢ現状 

㸦㸯㸧函館市ࡢ人口推移 

ᮏ市ࡢ人口ࡣ，昭和55ᖺ345,165ࡢ人࣮ࣆࢆク࡟減少ࡋ，ᖹ成27ᖺࡣ࡟

265,979人࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

࠙函館市ࡢ人口推移㸦国勢調査ࠚ㸧  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧乗車人員ࡢ推移 

 乗車人員ࡣ，近ᖺࡰ࡯ࡣ横㏺い࡛推移࡚ࡋいࡢࡢࡶࡿ，ᖹ成27ᖺ度ࡣ約530万

人ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜，ᖹ成18ᖺ度ࡢ約660万人࡜比࡚࡭約130万人減少࡚ࡋいࡍࡲ。

ᖹ成18ᖺ，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜約８億８千万෇ࡣᖹ成27ᖺ度，ࡣた，乗車料金収入ࡲ

度ࡢ約10億４千万෇࡜比࡚࡭約㸯億６千万෇減少࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

࠙乗車人員࡜乗車料金収入ࡢ推移ࠚ 
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320,000

340,000

360,000

380,000

400,000
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㸦人㸧

4,000
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6,000

6,500

7,000
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800
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950
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1,200

乗

車

人

員

乗

車

料

金

収

入

乗車人員 乗車料金収入㸦税抜㸧

(百万෇)(千人)
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㸦㸱㸧昭和41年度以降ࡢ乗車人員㸦市電・ࢫࣂ㸧࡜自動車保有ྎ数ࡢ推移 

 昭和40ᖺ代以降，モ࣮タࣜࢩ࣮ࢮョンࡢ急速࡞進展࡚ࡗࡼ࡟，市民ࡢ移動手

段ࡀ公共交通機関ࡽ࠿自家用自動車࡟移ࡾ変わࡾ，市電やバࡢࢫ利用者ࡶᖺ々

減少ࡋ⥆け࡚ࡋࡲࡁた。 

 約50ᖺ前ࡢ昭和41ᖺ度࡜ᖹ成27ᖺ度ࢆ比࡜ࡿ࡭，市電ࡣ㸯㸭９近࡛ࡲࡃ減少

㸦約4,530万人→約530万人㸧ࡋ，バࡣࢫ㸯㸭㸳近࡛ࡲࡃ減少㸦約3,530万人→約

720万人㸧࡚ࡋいࡍࡲ。そࡢ一方࡛，市ෆࡢ自動車保有ྎ数ࡣ約９倍࡟増加㸦約

２万ྎ→約18万ྎ㸧࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

 

  ࠙昭和41年度以降ࡢ乗車人員㸦市電・ࢫࣂ㸧࡜自動車保有ྎ数ࡢ推移ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          㸦資料：函館ࢫࣂ株式会社，໭海道運輸局函館運輸支局㸧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

S41 S49 S57 H2 H10 H18 H27

フࣛࢢ ࣝࢺイࢱ

市電 ࢫࣂ 自動車

㸦千人㸧
㸦千ྎ㸧

乗

車

人

員

协

市

電

・

ࣂ

ࢫ

卐 

自

動

車

保

有

ྎ

数 



8 

 

㸦㸲㸧財政ࡢ状況 

 ձ 収支状況 

 交通事業ࡣ，こ࡛ࡲࢀ利用者ࡢ減少ࡾࡼ࡟࡝࡞厳ࡋい経営状況ࡀ⥆い࡚い

たたࡵ，ᖹ成12ᖺ度２ࡽ࠿次࡟わたࡿ経営計⏬࡟基࡙ࡁ，一般会計ࡢ支援ࢆ

ཷけࡽࡀ࡞事業ࡢ健全化࡟努ࡁ࡚ࡵたこ࡛࡜，ᖹ成15ᖺ度ࡽ࠿単ᖺ度収支ࡢ

黒字ࢆ維持ࡋ，ᖹ成12ᖺ度࡟約17億෇あࡗた累積資金୙足額ࡣᖹ成26ᖺ度࡟

解消さࢀ，ᖹ成27ᖺ度࡛ࡣ約２億６千万෇ࡢ㈈源ࢆ確保࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

 

࠙単年度収支࡜累積財源ࡢ推移ࠚ 
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 ղ 企業債残高ࡢ推移 

施設ࡢ整備や老朽化対策࡜いࡗた建設改良ࡢ実施ࡣ࡟，多額ࡢ資金ࡀ必要

 。ࡍࡲい࡚ࡋ࡜一部ࡢ㈈源࡚ࢀ入ࡾ借ࢆ企業債，ࡵたࡿ࡞࡜

交通事業ࡢ建設改良ࡣ経営計⏬࡟基࡙ࡁ計⏬的࡟実施ࡾ࠾࡚ࡋ，ᖹ成27ᖺ

度ᮎࡢ企業債残高15，ࡣ億㸳千万෇࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ 

 

 

 

 

࠙建設改良費࡜企業債残高ࡢ推移ࠚ 
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 ճ 財務比較分析 

 経営状況ࢆ表ࡍ経営指標ࡾࡼ࡟，ᮏ市ࡢ交通事業ࡢ経営状況ࢆ公営路面電

車事業体㸦㸳団体㸧ᖹ均ࡢ࡜比較ࡾࡼ࡟ศ析ࡍࡲࡋ。 

け࠾࡟ᖹ成26ᖺ度決算，ࡿい࡚ࡋ総務省࡛公表，ࡣい࡚ࡘ࡟各数値，࠾࡞ 

 。ࡍࡲ基࡙い࡚い࡟経営ศ析表ࡿ

 

 

 

 

 

 

経常収支比率   

指標ࡢ意味 運輸収益や一般会計ࡢࡽ࠿繰入金等ࡢ収益࡛，維持管理費や支払利息等ࡢ費用࡝ࢆ

 指標ࡍ表ࢆ࠿ࡿ程度賄え࡚いࡢ

ศ析ࡢ考え方 単ᖺ度ࡢ収支ࡀ黒字࡛あࡿこࢆ࡜示100％ࡍ以上࡚ࡗ࡞࡜いࡿこࡀ࡜必要 

算 出 式 経常収益 平 経常経費 ェ 100 㸦％㸧                  

当 ヱ 値 ࠙函館市114.0ࠚ ࠙公営路面電車事業体ᖹ均108.1ࠚ  

流動比率 

指標ࡢ意味 短期的࡞債務࡟対ࡿࡍ支払能力ࢆ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 㸯ᖺ以ෆ࡟支払うࡁ࡭債務࡟対࡚ࡋ支払うこࡿࡁ࡛ࡀ࡜現金等ࡀあࡿ状況ࢆ示ࡍ，

100％以上࡛あࡿこࡀ࡜必要 

算 出 式 流動資産 平 流動㈇債 ェ 100   㸦％㸧                             

当 ヱ 値 ࠙函館市120.5ࠚ ࠙公営路面電車事業体ᖹ均174.4ࠚ 

職員給୚費対経常費用 

指標ࡢ意味 職員給୚費ࡢ経常費用࡟占ࡿࡵ割合ࢆ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 事業者団体ࡢ࡜比較等ࡿࡼ࡟ 

算 出 式 職員給୚費 平 経常費用 ェ 100  㸦％㸧                          

当 ヱ 値 ࠙函館市36.9ࠚ ࠙公営路面電車事業体ᖹ均40.9ࠚ 

㸯日㸯車当たࡾ走行ࣟ࢟ 

指標ࡢ意味 㸯車両当たࡢࡾ㸯日ࡢ走行ࢆࣟ࢟表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 事業者団体ࡢ࡜比較等ࡿࡼ࡟ 

算 出 式 ᖺ間走行ࣟ࢟ 平 ᖺ間延実働車両数 㸦ｋｍ㸧      

当 ヱ 値 ࠙函館市124ࠚ ࠙公営路面電車事業体ᖹ均126ࠚ 
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㸯日㸯車輸送人員 

指標ࡢ意味 㸯車両当たࡢࡾ㸯日ࡢ輸送人員ࢆ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 事業者団体ࡢ࡜比較等ࡿࡼ࡟ 

算 出 式 ᖺ間輸送人員 平 ᖺ間延実働車両数 㸦人㸧             

当 ヱ 値 ࠙函館市638ࠚ ࠙公営路面電車事業体ᖹ均926ࠚ 

乗車効率 

指標ࡢ意味 ࡢ࡝程度定員当たࡾ乗車࡚ࡋいࢆ࠿ࡿ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 事業者団体ࡢ࡜比較等ࡿࡼ࡟ 

算 出 式 乗車密度 平 ᖹ均定員 ェ 100   㸦％㸧 

㸦乗車密度＝ᖺ間延人ࣟ࢟ 平 ᖺ間走行ࣟ࢟㸧                   

当 ヱ 値 ࠙函館市21.1ࠚ ࠙公営路面電車事業体ᖹ均30.1ࠚ 

㸯日㸯車走行㸯ࣟ࢟当たࡾ運輸収益 

指標ࡢ意味 ᖺ間走行ࣟ࢟㸯ࣟ࢟当たࡢࡾ運輸収益ࢆ示ࡋ生産性ࢆ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 事業者団体ࡢ࡜比較等ࡿࡼ࡟ 

算 出 式 運輸収益 平 ᖺ間走行ࣟ࢟ (෇)                      

当 ヱ 値 ࠙函館市929.41ࠚ ࠙公営路面電車事業体ᖹ均993.00ࠚ 

㸯日㸯車走行㸯ࣟ࢟当たࡾ経常費用 

指標ࡢ意味 ᖺ間走行ࣟ࢟㸯ࣟ࢟当たࡢࡾ経常費用ࢆ示ࡋ生産性ࢆ表ࡍ指標 

ศ析ࡢ考え方 事業者団体ࡢ࡜比較等ࡿࡼ࡟ 

算 出 式 経常費用 平 ᖺ間走行ࣟ࢟ (෇)                      

当 ヱ 値 ࠙函館市1271.25ࠚ ࠙公営路面電車事業体ᖹ均1421.52ࠚ 
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  ࠙財務比較分析表ࠚ 

           ※公営路面電車事業体ᖹ均を1.00࡜した場合ࡢ比較 

 

 

 

 

 ᮏ市ࡢ交通事業ࡢ経営状況ࢆ公営路面電車事業体ᖹ均࡜比較ࡋた結果，経常収

支比率ࡣᖹ均ࢆ上回࡚ࡗいࡀࡍࡲ，累積資金ࡀ少࡞いこࡽ࠿࡝࡞࡜，流動比率ࡣ

ᖹ均ࢆୗ回࡚ࡗいࡲ。ࡍࡲた，㸯日㸯車当たࡢࡾ走行距㞳ࡣᖹ均的࡞値࡚ࡗ࡞࡜

いࡀࡍࡲ，㸯日㸯車輸送人員ࡀ少࡞いこࡽ࠿࡝࡞࡜，㸯日㸯車走行ࣟ࢟当たࡾ運

輸収益ࡣᖹ均ࢆୗ回࡚ࡗいࡍࡲ。 
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㸯日㸯車走行ࣟ࢟㸦km㸧 

(外側ほ࡝望ましい) 

(内側ほ࡝望ましい) 
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㸦㸳㸧事業ࡢ執行体制 

 第㸯次経営計⏬初ᖺ度(ᖹ成12ᖺ度)ࡢ職員数ࡣ，嘱託職員や臨時職員ࢆ含ࡵ

࡚267人࡛ࡋたࡀ，バࢫ事業廃Ṇ後ࡢᖹ成15ᖺ136ࡣ࡟人࡟減少ࡋ，そࡢ後，ᖹ

成23ᖺ度ࡢ水道局ࡢ࡜組織統合ࢆ経࡚ᖹ成27ᖺ度107ࡣ࡟人࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

 

 

 

࠙職員数ࡢ推移ࠚ 
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㸦㸴㸧乗車料金 

ᮏ市ࡢ普通乗車料金ࡣ，営業路線ࡢ一定距㞳ࢆ基準࡟いࡢ࠿ࡘࡃ区間࡟ศけ，

乗車ࡋた距㞳࡟応ࡌた区間料金ࢆ算定ࡿࡍ方式࡛ࡍ。 

 

࠙乗車料金㸦ᖹ成26年5᭶1日改定ࠚ㸧  

 

 

࠙乗車料金表㸦ᖹ成26年5᭶1日改訂ࠚ㸧  

 

 

区  ศ  

料  金 㸦෇㸧 

備  考 
2km4 ࡛ࡲkm7 ࡛ࡲkm࡛ࡲ 

7kmࢆ 

超えた場合 

普  通 

乗車料金 

大人 210 230 240 250 市電専用㸯日券 

大人 600෇ 

ᑠ児 300෇ ᑠ児 110 120 120 130 
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㸦㸵㸧増収増客࡟関ࡿࡍ取組状況 

 ᮏ市࡛ࡣ，こ࡛ࡲࢀ函館市交通事業経営計⏬㸦第２次㸧࡟基࡙ࡁ，増収࡜増

客ࢆ図ࡿたྲྀࡢࡵ組ࢆ進ࡋࡲࡁ࡚ࡵた。 

 そࡢ主࡞ෆ容ࡣୗ表ࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　　　　　　分 主 ࡞ 実 施 内 容

利用しやࡍい料金や割引ࡢ࡝࡞検討࡜Ｉ㹁

調査研究ࡢ等新媒体ࢻー࢝

・ᖹ成「9年࡟Ｉ㹁࢝ーࢻを導入

・関係機関を交え࡚利用しやࡍい料金や割引ࡘ࡟࡝࡞い࡚検討

接遇ࢼ࣐ーࡢ向上࡜乗客需要࡟見合ࡗた運

行࡝࡞サービࢫ面ࡢ検討や他ࡢ交通機関࡜

強化ࡢ࡝࡞連携ࡢ

・接遇ࢼ࣐ー研修や外国人観ග客対応研修へࡢ参加ಁ進

・乗客需要࡟見合ࡗた運行ࢲイࣖࡢ検討

・車内無線ＬＡＮサービࡢࢫ実施

広告や意匠活用商品ࡢ利用・販売ಁ進

実施ࡢー広告ࢼࣂ・

意匠利用・販売ࡢ࡝࡞ࣝࢹーやプࣛࣔࢲンࣞ࢝・

ᐉ伝活動や情報発信ࡢ強化ࡿࡼ࡟利用ಁ進

・ＳＮＳ㸦達ぐ続ご継ooず，T与iっっごち㸧ࡢ開始

・観ග等関係団体࡜連携した修学旅行や団体旅行ࡢ誘致活動ࡢ実施
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㸦㸶㸧広報広聴活動ࡢ状況 

 ᮏ市࡛ࡣ，こࠕ࡛ࡲࢀ企業局ࠖࡾࡼࡔや࣮࣍ムࢪ࣮࣌，㹑Ｎ㹑ࡿࡼ࡟࡝࡞各

種情報発信࠿࡯ࡢ，鉄道ࢫ࢙ࣇテ࢕バルや運転体験会，親子見学会ࡢ࡝࡞イ࣋

ントやＰＲ活動ࢆ࡝࡞通࡚ࡌ，交通事業ࡢ࡬理解࡜市電ࡢ利用ಁ進ࢆ図ྲྀࡿ組

 。ࡍࡲい࡚ࡵ進ࢆ

，ࡵたࡿࡵ求ࢆ意見ࡢࡽ࠿市民ࡢ各界各層ࡃ幅広，ࡣࡽ࠿た，ᖹ成24ᖺ度ࡲ 

函館市企業局経営懇話会ࢆ設置࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

 

           各種イ࣋ンࢺ                  企業局ࡾࡼࡔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               函館市࣍ー࣒࣌ージ㸦函館市電࣌ージ㸧 
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㸰 施設ࡢ現状 

㸦㸯㸧線路関係施設 

  ձ 軌道 

ᮏ市ࡢ軌道ࡣ，湯ࡢ川方面ࡽ࠿十字街࣭谷地頭方面࡬，全࡚市街地ࡢ一般

自動車࡜同ࡌ道路上࡟線路ࡀ配置さࢀたࠕ併用軌道ࠖ࡜࿧࡛ࡢࡶࡿࢀࡤ，営

業10.82ࣟ࢟km中，㸱箇所ࡢ終端部以外ࡣ全࡚復線࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

軌道ࡣ，日々ࡢ電車ࡢ走行࡚ࡗࡼ࡟，次第࣮ࣞ࡟ルࡢ摩耗や振動ࡿࡼ࡟軌

道ࡢ傷ࡀࡳ生ࡌ，走行時࠾࡟けࡿ㦁音やࡾࡼ大࡞ࡁ振動ࡀ発生ࡢ࡝࡞ࡿࡍ状

況ࡍࡲࡾ࡞࡟。 

こࡢたࡵ，安全࡛快適

ࡵたࡿࡍ確保ࢆ運行࡞

い࡚࠾࡟点検ࡢ日々，࡟

そࡢ状況ࢆ確認࡜ࡿࡍ

軌道改࡟計⏬的，࡟ࡶ࡜

良や軌道整正ࢆ࡝࡞繰

࡟函館市交通事業経営計⏬㸦第２次㸧，ࡽ࠿࡜こࡿあࡀ必要ࡿࡍ実施ࡋ返ࡾ

࡟着実，ࡋ⏬計ࢆ軌道改良ࡢ10ᖺ間࡛2,000ｍࡢࡽ࠿ᖹ成22ᖺ度，ࡣい࡚࠾

実施ࡋࡲࡁ࡚ࡋた。 

 

  ղ 停留場 

 ᮏ市ࡢ停留場ࡣ全部

࡛26箇所あࡾ，ᖹ成26

～28ᖺ度ࡣ࡟，函館市

中心市街地活性化基ᮏ

計⏬࠾࡟い࡚，函館駅

前ࡼ࠾び五稜郭公園

前，中央病院前ࡢ㸱停留場ࡘ࡟い࡚，ࢨࢹイン性ࡢ高い停留場࡟全面改築

 。たࡋࡲࡋ

ࡢ幅員࡞必要࡟改良ࡢ安全地帯，ࡃ狭ࡀ道路幅ࡢ軌道沿線，ࡽࡀ࡞ࡋ࠿ࡋ 

確保ࡀ困㞴࡞約半数ࡢ停留場࡛࣮ࣟࢫ，ࡣプや上屋ࡀ設置さ࡚ࢀい࡞い状況

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜
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㸦㸰㸧電路関係施設 

  ձ 電力供給設備 

   ア 変電所 

 電車ࢆ動ࡍ࠿たࡢࡵ直流電流࡟変換ࡿࡍ施設࡛，ᮏ市２ࡣ࡟箇所㸦駒場

変電所，東雲変電所㸧あࡾ，何ࡶࢀ比較的新ࡋい施設࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

 

 

 

 

 

 

           駒場変電所            東雲変電所 

 

   イ 架線 

 架線ࡣ，摩耗や経ᖺ劣化࡟応࡚ࡌ定期的࡞交換ࡀ必要࡛あࡿたࡵ，毎ᖺ

度計⏬的࡟更新࡚ࡋいࡍࡲ。 

 

   ウ 電柱 

 架線ࢆ支持ࡿࡍ電柱ࡘ࡟い࡚ࡣ，多ࡢࡃ区間࡛໭海道電力㸦株㸧ࡢ電柱

ࡽ࠿ࡃྂࡀᮏ市，ࡣ一部区間࡛ࡢ࡝࡞西部地区࡟主，ࡀࡍࡲい࡚ࡋ共架࡟

所有ࡿࡍ電柱ࢆ使用ࡾ࠾࡚ࡋ，老朽化ࡀ進࡛ࢇいࡍࡲ。 

 

  ղ 保安設備 

 保安設備ࡣ࡟電車専用信号࡜電気転࡚ࡘ機

※

ࡀ

あࡾ，㸳箇所ࡢ交差点࡟࡝࡞設置さ࡚ࢀいࡍࡲ。 

 こࡢうࡕ，十字街交差点࡟設置࡚ࡋいࡿ信号࠾

い࡚ࡋ約20ᖺ経過ࡽ࠿設置，ࡣ機ࡘび電気転࡚ࡼ

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜必要ࡀ更新，ࡽ࠿࡜こࡿ
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㸦㸱㸧車両関係施設 

  ձ 車両 

 ᮏ市࡛ࡣ，現在，営業車両30両࠿࡯ࡢ，箱館ࣁイカラ號やササラ電車࡝࡞

～昭和20ࡀ車両ࡢࡃ多，ࡕうࡢこ。ࡍࡲい࡚ࡋ保有ࢆ車両ࡢ計37両，ࡵ含ࢆ

40ᖺ代࡟製造さࢀたྂい車両ࡲ。ࡍࡲࡾ࡞࡟た，一部ࡢ車両࡛ࡣ，冬期間࡟

車道࡟散ᕸさࡿࢀ融雪剤࡚ࡗࡼ࡟，車体ࡢ腐食ࡀ見ཷけ࡚ࢀࡽいࡍࡲ。 

 こࡢたࡵ，定期的࡞車両࣓ンテナンࢆࢫ行う࡟ࡶ࡜࡜，老朽化や腐食ࡢ状

況࡟応࡚ࡌ，更新࡜車体改良ࡿࡼ࡟延命措置ࢆ順次実施ࡋ，安全性ࡢ確保࡜

快適性ࡢ向上ࢆ図ࡋࡲࡁ࡚ࡗた。 

更࡛ࡲࢀこ，ࡋ࠿ࡋ 

新や車体改良ࢆ実施

，ࡶい࡚ࡘ࡟た車両ࡋ

ᖺ数経過࡟ࡶ࡜࡜老

朽化ࡀ進行࡚ࡋいࡃ

こࡽ࠿࡜，今後ࡶ引ࡁ

ࡌ応࡟車両状況ࡁ⥆

た計⏬的࡞更新࡜車体改良ࡀ必要࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

  ղ 車両工場㸦駒場車庫㸧 

現在ࡢ車両工場ࡣ，昭和９ᖺ㸱᭶ࡢ函館大火࡚ࡗࡼ࡟新川車庫ࡀ焼失ࡋ，

同ᖺ12᭶࡟建築さࢀた࡛ࡢࡶ，昭和18ᖺ࡟函館市ࡀ事業ࢆ引ࡁ⥅いࡔ後ࡶ修

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜状況ࡿい࡚ࡋ維持࡛ࡲ今日ࡽࡀ࡞ࡋ返ࡾ繰ࢆ⧋
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㸱 安全ࡢ現状 

㸦㸯㸧安全方針࡜安全管理体制 

函館市軌道事業安全管理規程࡟定ࢀࡽࡵたࠕ安全方針ࠖ࡜毎ᖺ度定ࠕࡿࡵ安

全重点施策ࠖ࡟基࡙い࡚，安全管理Ｐ㹂㹁Ａサイクル

※

࡜࡜ࡿࡍ構築ࢆ体制ࡢ

，࡚ࡗࡼ࡟交えた安全推進会議等ࢆび経営トップࡼ࠾定例会議ࡢ逬㸯回，࡟ࡶ

安全情報ࡾࡼ࡜ࡶࡣ業務情報全般ࡢ共有化࡜安全対策ࡢ確実࡞実施࡟努࡚ࡵ

いࡍࡲ。 

毎ᖺ度，経営トップや安全統，ࡵたࡿ図ࢆ改善࡜維持ࡢた，安全管理体制ࡲ 

括管理者等࡟対ࡿࡍෆ部┘査ࢆ実施ࡋ，全࡚ࡢ

職員ࡀ共通ࡢ安全意識ࢆ持࡚ࡗ事業運営࡚ࡋい

 。ࡍࡲい࡚ࡵう努ࡼࡃ

，毎ᖺ度，ࡣい࡚ࡘ࡟組ྲྀࡿࡍ関࡟安全，࠾࡞ 

そࡢෆ容࣮࣍ࢆム࡟ࢪ࣮࣌掲載ࡋ，情報公開࡟

努࡚ࡵいࡍࡲ。 

 

 

࠙安全方針ࠚ 

 

࠙輸送ࡢ安全࡟関ࡿࡍＰ㹂㹁Ａサイࠚࣝࢡ 

 

内部┘査 
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㸦㸰㸧安全࡟関ࡿࡍ具体的࡞対策 

 ձ 設備投資 

 ᮏ市࡛ࡣ，こ࡛ࡲࢀ軌道や車両，架線，停留場ࡢ࡝࡞施設ࡢ改良，新車ࡢ購

入࡜いࡗた老朽化施設ࡢ改良࣭更新ࢆ計⏬的࡟実施ࡁ࡚ࡋたࡾࡼ，࠿࡯一層

ࡗ行ࢆ࡝࡞設置ࡢ࣮ࢲコ࣮ࣞࣈライࢻࡢ࡬全営業車両，࡚ࡋ࡜安全向上策ࡢ

 。たࡋࡲࡁ࡚

 

 

࠙過去ࡢ設備投資ࡢ状況ࠚ 
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 ղ 人材育成 

 ᮏ市࡛ࡣ，各種研修や訓練ࢆ定期的࡟実施ࡋ，職員ࡢ知識࡜技術ࡢ向上ࢆ

図ࡾ，安全意識ࡢ醸成࡟努࡚ࡵいࡍࡲ。 

 

 

 

 

 

 

 

        事故防Ṇ研修           脱線復ᪧ訓練 

 

㸦㸱㸧事故発生状況等 

 過去㸳ᖺ間࠾࡟けࡿ軌道事故㸦軌道事故等報告規則㸦昭和62ᖺ運輸省告示第

一号㸧࡟定ࡿࡵ運転事故㸧ࡢ発生件数ࡣ，次ࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ。 

 

 

 

 

 

 

 

区　　分 H「」年度 H「4年度 H「監年度 H「盤年度 H「】年度

事故件数㸦件㸧 0 0 0 0 1

㈇ 傷 者㸦人㸧 0 0 0 0 1

死 亡 者㸦人㸧 0 0 0 0 0

区　　　　　分

年 間 実 施

回　数　等

対　象　者 内　　　　　　　　　　　　容

添乗・立哨指導

㸳回，

各㸰逬間程度

電車乗務員

　電車乗務員養成所ࡢ教師等ࡀ中心ࡾ࡞࡜，運転技能や接客技術࡝࡞を確

認し，安全࡜サービࢫ向上࡟向けた個別指導を行う。

事故防Ṇ研修

㸯回，

㸲日程度

電車乗務員

運転従事職員

　運転࡟関ࡿࡍ基本事㡯ࡢ確認や実地訓練を行うほか，教育考査ࡼ࠾び関

係職員ࡿࡼ࡟意見交換࡝࡞を実施し，安全意識ࡢ向上࡜共有を図ࡿ。

普通救命講習

㸯回，

㸯日

電車乗務員ほか

関係職員

　乗客等ࡢ突然ࡢ心肺停Ṇ࡝࡞へ対応ࡿࡍたࡵ，未ཷ講者ࡼ࠾び技能維持

。対し࡚毎年度実施࡟再講習者㸦㸰～㸱年毎㸧ࡢࡵたࡢ

アップ研修ࣝ࢟ࢫ

㸯回，

㸯か᭶半程度

電車乗務員

電車担当主席

　他ࡢ電車乗務員ࡢ車両へ添乗ࣞࢺࢫࣟࢡ，࡝࡞ࡿࡍーニンࢢ方式ࡼ࡟

。ࡿ向上を図ࡢ安全意識，࡜ࡆ底上ࡢ運転技能や接客技術，ࡾ

災害総合訓練・

脱線復ᪧ訓練

㸯回，

㸯日

関係職員

委託業者従業員

　実際ࡢ災害や脱線を想定し，発生かࡽ復ᪧ等ま࡛ࡢ一連ࡢ対応や各職員

。ࡿࡍを訓練࡝࡞役割ࡢ

自衛消防訓練

㸯回，

㸯日

交通部全職員

　駒場車庫敷地内࡛ࡢ火災を想定し，消火活動や避㞴，救護ࡘ࡟࡝࡞い࡚

訓練ࡿࡍ。

年ᮎ年始ࡢ

輸送等࡟関ࡿࡍ

安全総点検

㸯回，

「0日間

交通部全職員 　経営ࢺップࡢ訓示や各職場や施設ࡢ査察等ࡢ実施。
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第Ხ章 交通事業の将来の事業環境と課題 

 

㸯 将来ࡢ事業環境 

㸦㸯㸧函館市ࡢ将来人口 

 函館市人口ビࢪョン࡛ࡣ，今後ࡶᮏ市ࡢ人口ࡣ減少傾向ࡃ⥆ࡀ見通ࡗ࡞࡜ࡋ

231,000ࡣ推計人口㸦中఩㸧ࡢᖹ成38ᖺࡿ計⏬最終ᖺ࡛あࡢョンࢪᮏビ，ࡾ࠾࡚

人࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

 

࠙函館市ࡢ将来人口ࠚ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧乗車料金収入࡜乗車人員ࡢ見通し 

 ໭海道新幹線ࡢ開業ࡿࡼ࡟観ග客等利用者ࡢ増加ࡾࡼ࡟，ᖹ成28ᖺ度ࡢ乗車

料金収入ࡣ対前ᖺ比࡛増額ࡿ࡞࡜見込ࡀࡍ࡛ࡳ，そࡢ後ࡣ人口ࡢ減少ࡼ࡟࡝࡞

ࡋ減少，ࡣ乗車料金収入や乗車人員ࡣ࡟長期的，ࡾࡼ࡟減少ࡢ市電利用者数ࡿ

࡚い࡜ࡢࡶࡃ予想さࡍࡲࢀ。 

 

࠙乗車人員࡜乗車料金収入ࡢ見通しࠚ 
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㸰 将来ࡢ課題 

 ᮏ市ࡢ交通事業ࡣ，こ࡛ࡲࢀ人口減少࡟࡝࡞伴う乗車料金収入ࡢ減少ࡗࡼ࡟

࡚，厳ࡋい経営状況ࡃ⥆ࡀ中，経営計⏬࡟基࡙ࡁ健全化࡟向けた各種対策ࢆ実施

 。たࡋࡲࡁ࡚ࡋ

 今後࠾࡟い࡚ࡶᮏ市ࡢ人口ࡣ減少ࡀ見込ࡾ࠾࡚ࢀࡲ，こ࡟ࢀ伴࡚ࡗ乗車料金

収入ࡶ減少ࡀ見込࡚ࢀࡲいࡍࡲ。 

 こࡢたࡵ，将来࡟わた࡚ࡗ路面電車ࢆ維持࡚ࡋいࡃたࡵ，引ࡁ⥆ࡁ輸送ࡢ安全

確保࡟向けた各種対策ࢆ行うࡾࡼ，࡟ࡶ࡜࡜一層ࡢ利用ಁ進ࢆ図ࡿこ࡛࡜必要

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜課㢟࡞重要ࡀ࡜こࡃい࡚ࡋ確保ࢆ収入࡞

 

 

路面電車開業100周年グ念セࣞࣔニーࡢ様子㸦ᖹ成25年㸴᭶29日㸧 
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第Ჯ章 交通事業の目指すもの 

 

㸯 基本理念 

 函館市ࡢ交通事業ࠕ，ࡣ市民生活ࢆ支えࡿ安全࡛快適࡞公共交通機関࡚ࡋ࡜，

ࠖ࡜行うこࢆ事業運営࡞効率的，ࡵ努࡟提供ࡢࢫ考えたサ࣮ビࢆࢬ࣮ࢽࡢ客様࠾

 。ࡍࡲい࡚ࡆ掲࡟基ᮏ理念ࢆ

 函館市࠾࡟い࡚路面電車ࡣ，身近࡞乗ࡾ物ࡽ࠿ࡃ࡚ྂࡋ࡜市民࡟愛さࢀ，親ࡋ

࢕モビࣜテࡢ市民や観ග客࡚ࡋ࡜た，公共交通機関ࡲ。たࡋࡲࡁ࡚ࢀࡲ

※

支えࢆ

観，ࡽ࠿背ᬒ࣭文化的要素࡞歴史的ࡢそ，ࡃ࡞ࡣけ࡛ࡔいう࡜都市基盤࡞重要ࡿ

ග資源ࡢ࡚ࡋ࡜役割ࡶ果たࡋࡲࡁ࡚ࡋた。 

 ᖹ成25ᖺ６᭶ࡣ࡟路面電車開業100周ᖺࢆ迎え，翌26ᖺ度ᮎ࡟累積資金୙足額

国ෆ，࡚ࡗ伴࡟開業ࡢ函館ア࣮ࣜナや໭海道新幹線ࡣ࡟27ᖺ度，ࡋ果たࢆ解消ࡢ

外ࡢ観ග客等ࡿࡼ࡟需要ࡢ増加ࡀ見込ࡿࢀࡲ状況ࡋࡲࡾ࡞࡟た。 

 こࡼࡢう࡞状況ࢆ踏ࡲえ，こࡽ࠿ࢀඛࡶ市民ࡢ足࡛あࡿ市電ࢆᏲࡾ⥆け࡚い

࡟方々ࡢࡃ多ࡿࡍ࡜ࡵ始ࢆ市民，࡟ࡶ࡜࡜ࡴ込ࡾྲྀࢆ需要ࡢ観ග客等，࡟ࡵたࡃ

利用࡚ࡋいたࡃࡔたࡢࡵ施策ࡾྲྀ࡟組࡛ࢇいࡃ必要ࡀあࡍࡲࡾ。 

 こࡢたࡵ，ᮏビࢪョン࠾࡟い࡚ࡣ，基ᮏ理念࡟基࡙ࡁ，輸送ࡢ安全確保࡜ࡶࡣ

 。ࡍࡲࡋ࡜基ᮏ姿勢ࢆ提供ࡢࢫたサ࣮ビࡗ保ࢆ便利࡛，快適࡛，定時性，ࡾࡼ
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㸰 基本方針 

 基ᮏ理念ࡢ実現࡬向け，次ࡢࡘ４ࡢ基ᮏ方針ࢆ設定ࡋࡲࡋた。 

 

 

 

  

   安全管理体制ࡢ強化や安全࡟配慮ࡋた投資ࢆ計⏬的࡟実施࠾，ࡋ客様 

 。ࡍࡲࡾ図ࢆ強化ࡢ安全性ࡢ一層ࡾࡼ，うࡼࡿࡁ利用࡛࡚ࡋ安心ࡀ  

 

 

 

 

 

 

   定時性ࡢ確保࠾，ࢇࢁࡕࡶࡣ客様ࡀ便利࡛快適࡟利用࡛ࡼࡿࡁう，利 

  用者目線࡟立ࡗたサ࣮ビࡢࢫ提供࡟努ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

 

 

   人࡜環境࡟優ࡋい路面電車࡚ࡋ࡜，公共交通機関ࡢ࡬転換ಁࡀ進さࢀ 

 ྲྀ࡟࡝࡞ＰＲ活動࡞積極的，࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ連携࡜関係施策ࡢう，市ࡼࡿ  

 。ࡍࡲࡳ組ࡾ  

 

 

 

 

 

  収益力強化ࡢたࡾࡼ，ࡵ一層ࡢ増収増客対策ࢆ進࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ，組織 

 力ࢆ強化ࡋ，効率的࡛安定ࡋた経営ࡀ図ࡼࡿࢀࡽう努ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

㸯 安全࡛信頼さࡿࢀ公共交通 

㸰 便利࡛快適࡞輸送サービࡢࢫ提供 

㸱 まちや地域へࡢ㈉献 

㸲 経営基盤ࡢ強化 
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第Ჰ章 将来に向けた目標と取組 

 

㸯 施策体系 

 基ᮏ方針࡟基࡙ࡃ施策目標࡜，そ࡟ࡽࢀ対ࡿࡍ主要施策ࡋࡲࡵ࡜ࡲࢆた。 
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㸰 主要施策࡜具体的࡞取組 

 

 

  

 

 

 

 

主 要 施 策 

ձ施設ࡢ計⏬的࡞改良࣭更新 

安࣭全࡛安定ࡋた輸送サ࣮ビࢆࢫ提供ࡿࡍたࡵ，定期的࡞点検や修⧋ࢆ行い適

ษ࡞維持管理࡟努࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ，軌道ࡢ改良や電柱ࡢ更新ࢆ࡝࡞計⏬的࡟進

 。ࡍࡲࡵ

 

ղ運転技能向上ྲྀࡢ࡬組ࡢ推進 

輸࣭送ࡢ安全ࢆ確保ࡿࡍたࡢࡵ様々࡞研修ࢆ⥅⥆的࡟実施ࡋ，さࡿ࡞ࡽ運転技

能࣋ࣞࡢルアップࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 

ճ安全管理体制ࡢ強化 

安࣭全管理体制ࡢ強化࡜輸送ࡢ安全性ࡢ向上ࢆ図ࡿたࡵ，経営トップࡽ࠿現場

ント࣓ࢪ運輸安全マネ，࡚ࡗ࡞࡜一丸ࡀ࡛ࡲ

※

 。ࡍࡲࡋ推進ࢆ

 

մ軌道ෆ電車優ඛ運行ࡘ࡟い࡚ࡢ啓発強化 

安࣭全性࡜定時性ࡢ確保ࢆ図ࡿたࡵ，関係機関ࣞࣇ࣮ࣜࡢ࡛࡝࡞ット配ᕸࡼ࡟

 。ࡍࡲࡵ努࡟啓発ࡢい࡚ࡘ࡟電車優ඛ運行ࡿ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸯㸧安全性ࡢ向上 

施 策 目 標 
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施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ձ軌道，電路等施設ࡢ計⏬的࡞更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軌道改良 

 
アࣜーࢼ前 
安全地帯改良 

 
電路改良 

(駅前通) 
 

電柱更新 

 (十字街) (十字街) 
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主 要 施 策 

ձ車両ࡢ改良࣭更新 

࣭快適࡞利用環境ࢆ整えࡿたࡵ，老朽化ࡋた車両ࡢ車体改良や，バࣜア࣮ࣜࣇ

対応ࡢ超ప床車ࡢ࡬更新ࢆ計⏬的࡟進ࡍࡲࡵ。 

 

ղ職員ࡢ接遇マナ࣮ࡢ向上 

࣭市民や観ග客ࡢ࡝࡞多࠾ࡢࡃ客様ࡀ満足࡚ࡋいたࡔけࡿサ࣮ビࢆࢫ提供ࡍ

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ向けたྲྀ組࡟向上ࡢ接遇マナ࣮ࡿࡼ࡟࡝࡞研修，ࡵたࡿ

 

 

 

 

 

施策ࡢ実施期間 

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 

ձ車両ࡢ更新࣭改良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸯㸧快適性ࡢ向上 

施 策 目 標 

車体大規模改修 

 ప床車両購入 

 

  

  

IC  ࢻー࢝
定期券導入 

車体改良  
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主 要 施 策 

ձ情報発信ࡢ強化 

࣭電車ࡢ現在఩置や到着予定時間ࡢ࡝࡞情報ࣜࢆアルタイム࡛࠾客様࡟知ࡽ

せࣟࡿケ࣮ࢩョンࢫࢩテムࡢᑟ入ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

࣭電車ෆࡢ液晶ࢫ࢕ࢹプࣞイ広告ࢆ利用ࡋた観ග情報ࡢ発信や車ෆ公衆無線

ＬＡＮサ࣮ビࢆࢫ活用ࡋた情報発信ࡘ࡟い࡚，検討ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

ղＩ㹁カ࣮ࢫࢩࢻテムࡢ活用 

定時ࡿࡼ࡟乗降࡞ࢬム࣮ࢫ解消やࡢさࡋ煩わࡿけ࠾࡟現金支払時ࡢ客様࠾࣭

性確保ࡢたࡵ，Ｉ㹁カ࣮ࡢࢻ普及ಁ進ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

࣭Ｉ㹁カ࣮࡟ࢻ定期券機能ࢆᑟ入ࡋ，さࡿ࡞ࡽ利便性向上ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

࣭乗降情報࡟基࡙ࡃ正確࡞ศ析࠾，࡚ࡗࡼ࡟客様ࢆࢬ࣮ࢽ把握࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ，

さࡿ࡞ࡽ利便性向上࡟向けた調査研究ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

ճ乗客需要࡟見合ࡗた適ษ࡞運行ᮏ数ࡢ確保 

࣭乗客需要࡟対応ࡿࡍ効率的࣭効果的࡞営業時間，運行時ศ，ᮏ数，間隔࡝࡞

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ検討ࡢい࡚ࡘ࡟

 

մ料金体系ࡘ࡟い࡚ࡢ調査研究 

࣭利用ࡋやࡍい料金体系ࡘ࡟い࡚，調査研究ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

յ交通機関相互ࡢ連携強化 

公共交通࡞持⥆可能࡚ࡗわた࡟た将来ࡗ࡞࡜一体࡜や観ග振興ࡾࡃ࡙ࡕࡲ࣭

網ࡢ構築࡟向け，バࢫ路線網ࡢ再編࡟࡝࡞対応ࡋ，乗⥅ࡂ利便性ࡢ向上ࡌࡣࢆ

 。ࡍࡲࡋ強化ࢆ連携ࡢ࡜ࢫた路線バࡋ࡜ࡵ

交࣭通機関相互ࡢ連携ࡿࡼ࡟利便性向上࡟向けたサ࣮ビࡢࢫ提供ࡘ࡟い࡚，検

討ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

㸦㸰㸧利便性ࡢ向上 

施 策 目 標 
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主 要 施 策 

ձ地域ࢆ支えྲྀࡿ組ࡢ推進 

安࣭定ࡋた運行࡜利便性ࡢ向上࡟努ࡵ，中心市街地࠾࡟けࡿ回逿性ಁࡢ進࡝࡞

 。ࡍࡲࡋ寄୚࡟

函࣭館駅前通࠾࡟࡝࡞い࡚，ࢩンプルカテナ࣮ࣜ方式

※

，行いࢆ架線吊架ࡿࡼ࡟

街並ࡢᬒ観向上࡟㈉献ࡍࡲࡋ。 

࣭地域ࡢイ࣋ントやコン࣋ンࢩョンࡢ開催࡟協力ࡋた運行ྲྀࡢ࡝࡞組ࢆ進ࡵ

 。ࡍࡲ

 

ղ人࡟やさࡋい公共交通࡬向けたྲྀ組ࡢ推進 

࣭多࠾ࡢࡃ客様࡚ࡗ࡜࡟利用ࡋやࡍい超ప床車ࡢᑟ入ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

࣭安全地帯࣮ࣟࢫࡢ࡬プや上屋設置࡬向けたྲྀ組ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

ճ環境㈇荷ࡢప減 

関࣭係機関࡜連携ࡋ，自家用車ࡽ࠿環境㈇荷ࡢపい公共交通機関ࡢ࡬利用転換

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ向けたྲྀ組࡟進ಁࡢ

エ࣭ネル࣮ࢠ効率ࡢ良い車両ࡢᑟ入や，省エネル࣮ࢠ運転ࡢ実施ࡿࡼ࡟࡝࡞電

力使用量ࡢ削減࡟努ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸯㸧地域社会へࡢ㈉献 

施 策 目 標 
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主 要 施 策 

ձ市電ࡢ利用ಁ進 

沿࣭線周辺ࡢ企業や商店街等ࡢ࡜タイアップࡿࡼ࡟࡝࡞，利用ಁ進࡟向けたྲྀ

組ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

イ࣭࣋ントࡢ実施やＰＲࡢ拡大࡚ࡗࡼ࡟࡝࡞，市電࡟対ࡿࡍ理解࡜関心ࡢ向上

 。ࡍࡲࡵ進ࢆ向けたྲྀ組࡟需要喚起，࡟ࡶ࡜࡜ࡿ図ࢆ

旅࣭行代理店や各種団体ࡢ࡜連携ࢆ強化ࡋ，修学旅行等ࡢ誘致や市電乗車券ࢆ

含ࡔࢇ旅行商品等ࡢ拡大࡟向けたྲྀ組ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

࣭࣓ 情報ࡿࡍ対࡟観ග客ࡢ国ෆ外，ࡋ研究ࢆᐉ伝方法࡞活用や効果的ࡢア࢕ࢹ

発信ࡢ強化ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 

ղ広告料収入ࡢ確保 

࣭広告商品ࡢ新た࡞開発や見直ࢆࡋ進ࡵ，企業ࡢ࡬࡝࡞販売ಁ進ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

࣭市電ࡢ意匠ࢆ使用ࡋた商品開発࡟࡝࡞積極的࡟協力࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ意匠ࡢ利

用ಁ進࡟努ࡵ，市電ࡢイ࣓࣮ࢪアップ࡜収入ࡢ確保ࢆ図ࡍࡲࡾ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸯㸧収益力ࡢ向上 

施 策 目 標 
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主 要 施 策 

ձコࢫト縮減ྲྀࡢ組ࡢ推進 

࣭施設整備࠾࡟けࡿ設計方法や新た࡞技術࣭手法等ࡘ࡟い࡚調査研究ࡋ，コࢫ

ト縮減࡟向けた検討ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

ղ効率的࡞組織࡙ࡾࡃ 

経࣭営環境ࡢ変化࡟迅速ࡘ࠿柔軟࡟対応ࡿࡍたࡵ，簡素࡛効率的࡞組織体制ࡢ

構築࡟努ࡍࡲࡵ。 

業࣭務委託ࡢ࡝࡞民間活力ࢆ活用ࡋた効率的࡞業務ࡢ実施ࡘ࡟い࡚，さࡿ࡞ࡽ

検討ࢆ進ࡍࡲࡵ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸰㸧経営ࡢ効率化 

施 策 目 標 
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第Ჱ章 安定した事業運営に向けて 

 

㸯 投資計画 

 計⏬期間ෆࡢ施設整備ࡢෆ容ࡣ，軌道，電路，車両ࡢ整備更新࡛࡝࡞あࡾ，計

⏬期間10ᖺ間ࡢ投資額ࡢ合計ࡣ約40億෇࡚ࡗ࡞࡜いࡍࡲ。 

  

࠙建設改良事業費ࡢ内訳ࠚ 

 

 

○計画期間内ࡢ主࡞施設整備ࡢ内容 

 

・軌道費 

 電車軌道や安全地帯ࡢ࡝࡞改良工事費࡛2,500。ࡍｍࡢ軌道改良や㸯箇所ࡢ安

全地帯改良工事，交差点改良工事ࢆ࡝࡞見込࡛ࢇいࡍࡲ。 

 

・電路費 

 架線や電気設備ࡢ࡝࡞改良工事費࡛ࢩ。ࡍンプルカテナ࣮ࣜ方式ࡢ࡬架線張

替工事や老朽化ࡋた電柱ࡢ更新ࢆ࡝࡞見込࡛ࢇいࡍࡲ。 

 

・車両費 

 電車車体ࡢ購入費や改良工事費࡛ࡍ。超ప床車㸱両17࡜両ࡢ車体改良ࢆ見込

 。ࡍࡲい࡛ࢇ

 

・機械そࡢ他固定資産取得費 

 工作機械や自動車，ࢯࣃコンࡢ࡝࡞固定資産ྲྀ得費࡛ࡍ。 

 

 

 

㸦税込単位：百万෇㸧

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 計画期間計

25 132 283 332 192 100 197 219 234 134 1,848

30 34 29 6 210 6 6 6 6 335

347 213 215 127 243 186 140 90 243 49 1,852

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11

402 379 498 489 443 497 345 316 484 191 4,046合 計

区　　　分

建

設

改

良

費

軌道費

電路費

車両費

機械そࡢ他固定資産取得費

㸦注㸧四捨五入ࡢ関係࡛，計࡜内訳ࡣ࡜必ࡎしも一致し࡞い。 
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㸰 経営ࡢ見通し 

輸送ࡢ安全ࡢ確保࡜将来࡟わたࡿ事業ࡢ安定的࡞運営ࡢたࡵ，車両ࡼ࠾び軌

道ࡢ改良事業ࢆ増額ࡿࡍこࡽ࠿࡜，企業債残高ࡣᖹ成29ᖺ度ࡢ約19億෇ࡽ࠿ᖹ

成38ᖺ度ࡣ࡟約27億෇࡟増加ࡿࡍ見込ࡀࡍ࡛ࡳ，当ᖺ度累積㈈源ࡣᖹ成38ᖺ度

維持ࢆ経営࡞健全ࡡࡴ࠾࠾，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜ࡋ見通ࡿࢀ確保さࡀ黒字ࡶい࡚࠾࡟

 。ࡍࡲい࡚ࡗ࡞࡜ࡳ見込ࡿࡁ࡛

今後ࡣ，将来࡟わた࡚ࡗ持⥆可能࡞公共交通網ࡢ構築࡟向け࡚市電ࡢ役割ࢆ

果た࡚ࡋいࡃこࡾࡼ࡜ࡶࡣ࡜，安定的࡞経営ࡢ維持ࢆ前提ࡋ࡜た利用ࡋやࡍい

料金体系ࡘ࡟い࡚調査研究ࢆ進࡚ࡵいࡍࡲࡁ。 

 

 

࠙経営ࡢ見通しࠚ 
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第Ჲ章 ビジョンの実現に向けて 

 

㸯 進行管理 

 ᮏビࢪョンࡢ実現࡟向けた施策ࡢ実施࡟あたࡣ࡚ࡗ，Ｐ㹂㹁Ａサイクルࡼ࡟

必，࡟ࡵたࡿࡍ対応࡟変化ࡢ環境ࡃ巻ࡾྲྀࢆ交通事業ࡢ行い，今後ࢆ進行管理ࡿ

要࡟応࡚ࡌ計⏬ࡢ見直ࢆࡋ行いࡍࡲ。 

ࢆ࡝࡞結果ࡢ進捗状況や評価ࡢ施策，ࡣ࡚ࡗ当た࡟ࡋ見直ࡢョンࢪた，ᮏビࡲ

函館市企業局経営懇話会࡟報告ࡋ，そ࡟ࡽࢀ対ࡿࡍ意見ࢆ࡝࡞参考ࡽࡀ࡞ࡋ࡟，

見直ࢆࡋ進࡚ࡵいࡍࡲࡁ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館市交通事業経営ビジョン 

Plan

計画

Do

実施

Check

検証

Action

見直し

函館市企業局経営懇話会 

利

用

者 

・ 

団

体 

等

࡜

ࡢ

連

携 

社

会

情

勢

・

上

位

計

画 

等

ࡢ

཯

映 
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■用語ࡢ解説■㸦50音㡰㸧 

 

࠙あ行ࠚ 

●Ｉ㹁࢝ーࢻ 

 市電࡜函館ࡢࢫࣂ全線࡛乗車料金ࡢ支払いྍࡀ能࡞交通系Ｉ㹁࢝ーࡢࢻこ࡜。

全国相互利用対応各社ࡢ交通機関ࡀこ࢝ࡢーࢻ㸯枚࡛利用࡛ࡿࡁほか，対応ࡍ

 。ࡿࡁも利用࡛࡟買い物ࡢ࡛࡝࡞アࢺࢫࢢッࣛࢻアやࢺࢫࢫコンビニエンࡿ

●運輸安全࣐ネジ࣓ンࢺ 

安全文化ࡢ事業者内部࡜防Ṇࡢ事故ࡿࡍ起因࡟㸧ࢫ࣑ンエࣛー㸦人的࣐ーࣗࣄ 

⥆改善を࡜構築ࡢ安全管理体制࡚ࡗࡼ࡟主導ࡢップࢺ向け，経営࡟構築・定着ࡢ

け࡚行ࡃ取組ࡢこ࡜。 

 

࠙か行ࠚ 

●架線 

 車両ࡀ走行ࡿࡍたࡢࡵ電力を供給ࡿࡍ架空電線ࡢこ࡜。 

●軌道 

 鉄道ࡢ線路ࡢうち路盤ࡢ上࡟あࣞࡿーࣝ，枕木࡛࡝࡞構成さࢀた構造物ࡢ総

称。函館市ࡼࡢう࡟道路上࡟敷設し࡚いࡿもࡢを併用軌道࡜࿧ぶ。 

 

࠙さ行ࠚ 

 ー方式ࣜࢼࢸ࢝ンプࣝࢩ●

直接接ࡀフࣛࢢࢱンࣃ。ࡘ一ࡢ方式ࡿࡍ線㸧を吊架ࡿࡍ線㸦電力を供給ࣜࣟࢺ 

触ࣜࣟࢺࡿࡍ線を，そࡢ真上࡟設置ࡿࡍ吊架線ࣁ࡜ン࢞ー࡜࿧ࡿࢀࡤ金属線࡛

吊し࡚支持ࡿࡍ方式。路面電車࡛多ࡃ用い࡚ࢀࡽいࡿ直接吊架方式࡜比࡚࡭費

用ࡣ高ࡀࡿ࡞ࡃ，電柱ࡢ࡝࡞支持柱ࣃࢫ࡜ン線㸦ࣜࣟࢺ線࡜支持柱を繋ࡄ線㸧ࡀ

少数࡛済ࡴ。 

直接吊架方式(ᕥ)ࢩ࡜ンプࣝࣜࢼࢸ࢝ー方式(右)イ࣓ージ   ࢩンプࣝࣜࢼࢸ࢝ー方式吊架例 
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●ＳＮＳ㸦ソーࣝࣕࢩネッࢺワー࢟ンࢢサービࢫ㸧 

 インࢱーネッࢺ上ࡢ交流を通し࡚社会的ネッࢺワーࢡを構築ࡿࡍサービࡢࢫ

こ࡜。 

 

࠙た行ࠚ 

●停留場 

乗客ࡀ乗降ࡿࡍた࡟ࡵ併用軌道内ࡢ道路࡟設けࢀࡽた島状ࡢ施設や道路標

識・道路標示࡛示さ࡚ࢀいࡿ路面電車ࡢ発着場所ࡢこ࡜。 

●電気転࡚ࡘ機 

一般的࡟ポイン࡜ࢺ࿧ࢀࡤ，列車を㸯ࣞࡢࡘーࣝかࡽ他ࣞࡢーࣝへ移動さࡏ

 。分岐器。ࡢもࡿࢀ使わ࡟ࡁ࡜ࡿ

 

 ࠚ行ࡣ࠙

●Ｐ㹂㹁Ａサイࣝࢡ 

計画㸦Plan㸧，実行㸦Do㸧，評価㸦Check㸧，改善㸦Action㸧ࡢプࣟセࡢࢫ繰ࡾ返

しࡾࡼ࡟，⥅⥆的改善を推進ࡿࡍ経営管理ࡢ手法。 

●変電設備 

交流電流ࡢ電ᅽ変換࡜そࡢ┘視制御を行うたࡢࡵ施設ࡢこ࡜。 

 

࠙ま行ࠚ 

●無線ＬＡＮ 

無線通信を利用し࡚ࢹーࡢࢱ送ཷ信を行うコンࣗࣆーࢱネッࢺワーࢸࢫࢩࢡ

 。࡜こࡢ࣒

●ࣔビࣜ࢕ࢸ 

 流動性，移動性ࡢこ࡜。 

 

 ࠚ行ࡽ࠙

●累積資金୙足㢠 

 流動㈇債かࡽ流動資産を引いた㢠࡛，短期的࡞資金調遉୙足㢠ࡢこ࡜。 


